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はじめに

このたびは、 RFIDシステム 形V680/形V680Sシ リーズをお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

本書では、 形V680/形V680Sシ リーズを使用する上で必要な機能、 性能、 使用方法などの情報について記載し

ています。

形V680/形V680Sシ リーズのご使用に際し て、 次のこ と を守って く だ さい。

･形V680/形V680Sシ リーズは、 電気の知識を有する専門家が扱って く だ さい。

･使用される前に本書をよ く 読んで十分に理解の上、 正し く ご使用 く だ さい。

･本書はいつでも参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く だ さい。
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オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」 ： 「当社」 のFAシステム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その他の

カ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方法、

利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、 機

器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 のa)適合性、 b)動作、 c)第三者の知的財産の非侵害、 d)法令の

遵守およびe)各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値の複

合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものではあ り

ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」 の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。 ｢当社｣は｢

適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と をお

客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計などの安

全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に危険を知ら

せるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、

の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不正ア

クセスによ り、 「当社商品」 、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機器、 コ ン

ピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データ ベースが感染し た と し て も、 そのこ と によ り直接または間接

的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 （ⅰ） アンチウイルス保護、 （ⅱ） データ入出力、 （ⅲ） 紛失データの復元、 （ⅳ） 「当社

商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータ ウイルス感染防止、（ⅴ） 「当社商品」

に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に掲げる用途で

の使用は意図し ておらず、お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に

対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途であっ ても 「当社」 の意図し た商品用途の場合

や特別の合意がある場合は除きます。

a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇降

設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運転システム、 決済

システムほか権利 ・ 財産を取扱う 用途など）

c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を被る

設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記のa)からd)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ） 向けで

はあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さ い。 自動車搭載用商品については当社営業担

当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で実施し ます。

a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

b) 「利用条件等」 から外れたご利用

c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5.責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を負いません。

6.輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本お

よび関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 「当社商品」 または

技術資料をご提供できない場合があ り ます。
3
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 形V680-CA5D□□-V2 を安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と

記号で示し ています。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ています。 必ず守っ て く だ

さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万一

の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける

恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本製品は使用でき ませ

ん。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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形V680-CA5D□□-V2は、 以下の規格に対応し ています。

1.UL規格

UL(Underwriter's Laboratories Inc.)の条件を満足し ています。

UL508

下記の(1)または(2)の回路に接続し てご使用 く だ さい。

(1)制限電圧電流回路(UL508で認定されたもの)

次の条件を満足する絶縁 ト ラ ンスの2次側巻線を電源とする回路

・ 最大電圧(無負荷時) ： 30Vrms(42.4Vピーク)以下

および

・ 最大電流 ： ①8A以下(短絡時を含む)または

②下表の定格を持つ回路保護器(ヒ ューズ等)で制限されている場合

(2)UL1310 に従 う ク ラ ス2 電源ユ ニ ッ ト ま たはUL1585 に従 う ク ラ ス2 ト ラ ン ス を 電源 と す る 最大電圧

30Vrms(42.4Vピーク)以下の回路(ク ラス2回路)

2.EMC規格

EC指令の要求を満足し ています。

EMC規格 ：EN 61000-6-2

EN 61000-6-4 

製品を安全に使用するため、 以下のこ と を守って く だ さい。

1. 引火性、 爆発性、 腐食性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

2. 分解、 修理、 改造を し ないで く だ さい。

3.ベース取り付けねじ、 端子台のねじは確実に締めて く だ さい。

4.配線の圧着端子は、 指定サイズのものをご使用 く だ さい。

5.ケーブルなどでロ ッ ク機構のある ものは、 必ずロ ッ ク し ている こ と を確認し てから ご使用 く だ さい。

6.DC電源ユニ ッ ト は、 定格の電源電圧(DC24V +10% -15%)内である こ と を確認し てご使用 く だ さい。

7.電源の逆接続はし ないで く だ さい。

8.ケースの隙間から水や針金を入れないで く だ さい。 火災や感電の原因と な り ます。

9.中継アンプ、 アンテナを着脱する際は、 コ ン ト ローラの電源を切ってから行なって く だ さい。

10. 万一、 製品に異常を感じ た時には、 すぐに使用を中止し、 電源を切った上で、 当社支店 ・ 営業所までご相

談 く だ さい。

11. 本製品を廃棄する際は、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

12.その他、 本文内の警告、 注意、 お願い事項を守っ てご使用 く だ さい。

法規と規格

安全上の要点

無負荷電圧(Vピーク) 最大電流定格(A)

0～20 5.0

20を超え30まで
100

ピーク電圧値
5
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製品の動作不良、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

1. 設置場所について
次のよ う な場所では使用し ないで く だ さい。

･腐食性ガス、 塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･使用周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所(結露する場所)

･使用周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

2. 取付けについて
･本製品は13.56MHzの周波数帯を使用し てRF タグ と交信を行っ ています。 ト ラ ンシーバ、 モータ、 イ

ンバータ、 スイ ッ チング電源などの中にはRF タグとの交信に影響を与える電波( ノ イズ) を発生する

ものがあ り ます。 これらの機器が周囲にある こ と でRF タグ との交信に影響を与えた り、 RF タグの破

壊等の原因になる場合があ り ます。これらの機器の近 く で本製品をご使用になる場合には事前に影響

を確認の上、 ご使用いただ く よ う にお願いいた し ます。

･一般的な ノ イズの影響を最小限とするため、 以下の事項を守ってご使用 く だ さい。

(1)本製品の接地端子および周辺に配置された金属体はD種接地(第三種接地)し て く だ さい。

(2)配線は高圧、 強電流との接近を避けて く だ さい。

･防水構造ではあ り ませんので、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。

･製品の材質に影響のある薬品は避けて く だ さい。

･取付け時のねじ締め ト ルクは、 1.2N･m以下と し て く だ さい。

･複数のアンテナを隣接設置される場合、相互干渉によ り交信性能が低下する恐れがあ り ますので、「タ

グ ・ アンプ ユーザーズマニュアル(EEPROMタ イプ)(カ タ ログ番号 ： SCHI-709)」、 「タグ ・ アンプ ユー

ザーズマニュアル(FRAMタ イプ)(カ タ ログ番号 ： SCHI-707)」 を参照し、 アンテナ間の相互干渉がない

こ と を確認し て設置 く だ さい。

3. 保管について
次のよ う な場所では保管し ないで く だ さい。

･腐食性ガス、 塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･保存周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所(結露する場所)

･保存周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

使用上の注意
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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4. 清掃について
･シンナー、 ベンゼン、 アセ ト ン、 灯油類は、 樹脂部材やケース塗装を溶かし ますので使用し ないで く

だ さい。

5. 上位機器との通信について
･本製品の起動を確認後、 上位機器との通信を行って く だ さい。

また、 本製品の起動時は上位イ ン ターフ ェースから不定な信号が出る可能性があ り ますので、 初期動

作時はご使用機器の受信バッ フ ァ を ク リ アするなどの処理を実施し て く だ さい。
7
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記号の意味

操作をする上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ド バイスなど、 その機能について特に大切なポイ ン ト がま とめられて

います。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と、 難しい用語の解説などを示し ています。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品概要
特長

IDコ ン ト ローラ形V680-CA5D□□-V2は、 アンプ形V680-HA63/アンテナ形V680-HS□□、 またはアンテナ

形V680-H01、 形V680-H01-V2を接続し、 上位機器から コ マン ド に応じ て、 形V680/形V680Sシ リーズのRF タ

グに対し て、 データの読出し/書込みを行い、 結果を上位機器へレスポンス と し て返信し ます。

形V680/形V680Sシ リーズはISO18000-3(ISO15693)に準拠するRFタグと交信できます。

形V680/形V680Sシ リーズ以外のRFタグをご使用になる場合、交信を保証する こ とができませんので、お客様で十分にご確認後、

ご使用 く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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第1章
商品概要
耐熱タ グ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) を

お使いのお客様へ

この項目は耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)をお使いのお客様のための項目です。

耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) をお使いでない場合は、 タグ メ モ リ設定標準モー ド でご

使用 く だ さい。

高温保存後の注意
耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT) をお使いの場合は、 高温での保存後はデータ変更

の必要がな く と も、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。 本書中の高温とは125℃を越え250℃までの温

度を指し ます。

形V680-CA1D/-CA2Dを使用し ている場合
耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)をお使いのお客様で、 形V680-CA1D/-CA2Dを使用

し ている場合は、 形V680-CA5D01-V2 (バージ ョ ン2.3以降) のタグ メ モ リ設定をCA1D モー ド に設定し

て く だ さい。

形V680-CA1D/-CA2Dを使用されていない場合は、 タグ メ モ リ設定を行う必要はあ り ません。

次項 「各部の名称と機能」 以降をお読み く だ さい。

■ 形V680-CA1D/-CA2D と他機種を併用し ている場合
形V680-CA1D/-CA2D以外の機種を併用されている場合は、 必ず、 併用されている機種について、 タグ

メ モ リ設定をCA1Dモー ド に設定できるバージ ョ ンである こ と を確認し て く だ さい。

製品のバージ ョ ンは、 モニ タ表示LEDに電源ON時に表示し ます。

形V680-CA5D01-V2のバージ ョ ンは、 2.3以降が必要です。

形V680-CH□Dのバージ ョ ンは、 1.1以降が必要です。

形CS/CJ1W-V680C1□のバージ ョ ンは、 1.2以降が必要です。

形V680S-D8KF□□を使用するお客様へ

V680S-D8KF□□は、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン2.5以後 （2014年10月生産以後） のIDコ ン ト ローラ をご使用 く だ

さい。
13
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商品概要
各部の名称と機能

■ 各部名称

形V680-CA5D01-V2

形V680-CA5D02-V2

USBポー ト

RS-422/RS-485ポー ト

電源端子

接地端子

RS-232Cポー ト

スイ ッ チカバー

メ イ ン表示LED

モニ タ表示

アンテナ

接続ポー ト

外部入出力ポー ト

アンテナ動作表示LED

コ ン ト ローラNo.

設定スイ ッ チ

モー ド切替えスイ ッ チ

終端抵抗設定スイ ッ チ

バー LED

USBポー ト

RS-422/RS-485ポー ト

電源端子

接地端子

RS-232Cポー ト

スイ ッ チカバー

メ イ ン表示LED

モニ タ表示

アンテナ

接続ポー ト

外部入出力ポー ト

アンテナ動作表示LED

コ ン ト ローラNo.

設定スイ ッ チ

モー ド切替えスイ ッ チ

終端抵抗設定スイ ッ チ

バー LED
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 電源端子 ・ 接地端子

■ 外部入出力ポー ト
外部の入出力信号を接続し ます。

外部入出力には、 同一のポー ト で2種類の入出力信号を割当てる方法があ り ます。

従来の形V600(形V600-CA5D□□)も し く は、 形V680-CA5D□□-V2の入出力信号を割当てられます。

入出力信号配列は、 パラ メ ータ設定コマン ド(SP)で切替えられます。

また、 自己実行モー ド では、 RUN、 RST以外のポー ト の内容を設定する こ とができます。

■ RS-232Cポー ト
上位機器との通信用コネク タ です。 RS-232Cに準拠し てお り、 パソ コ ンやプログラマブルコ ン ト ロー

ラなどの上位機器と接続できます。

■ RS-422/RS-485ポー ト
上位機器との通信用コネク タ です。 RS-422/RS-485に準拠し てお り、 パソ コ ンやブログラマブルコ ン

ト ローラなどの上位機器と接続できます。

名称 内容

電源端子 DC24V電源を供給し ます。

推奨電源(形S8VS-03024 ： オムロン製)

接地端子 接地用端子です。 専用のD種接地(第三種接地)されたアース線を接続し ます。

名称
内容

形V600入出力 形V680入出力

RUN IDコ ン ト ローラが正常に動作し、 上位機器との通信が可能な場合にONし ます。

BUSY OUT3 BUSY ： 上位機器から交信コ マン ド を受信後、 交信完了まで出力し ます。

OUT3 ： コ ン ト ローラ制御コマン ド(CC)で操作可能なユーザ出力3です。 （初期値 BUSY）

ERROR OUT4 ERROR ： 交信、 通信、 ハー ド ウ ェ ア異常が発生し た場合、 500msec出力し ます。

出力時間は各種パラ メ ータ設定コ マン ド(SP)で変更できます。

OUT4 ： コ ン ト ローラ制御コマン ド(CC)で操作可能なユーザ出力4です。 （初期値 ERROR）

OUT1 OUT1 ： コ ン ト ローラ制御コマン ド(CC)で操作可能なユーザ出力1です。

OUT2 OUT2 ： コ ン ト ローラ制御コマン ド(CC)で操作可能なユーザ出力2です。

COM_O 出力用コ モン端子です。

RST 緊急停止用の外部リ セ ッ ト 入力です。 入力によ り、 本IDコ ン ト ローラ を リ セ ッ ト し ます。

TRG1 ・ コマン ド体系がV680コ マン ド形式の場合

交信指定に外部 ト リ ガ系交信指定(SI/RI/PI)を指定し た場合、 入力立ち上がり によ り、 アン

テナ1に対し て受信済みコマン ド を実行し ます。 交信指定に外部 ト リ ガ系交信指定(SI/RI/PI)

以外を指定し た場合は、 コ ン ト ローラ制御コマン ド(CC)で読出し可能なユーザ入力1と な り

ます。

・ コマン ド体系がV600コ マン ド形式の場合

SW4-6(下位 ト リ ガ実行設定)をONに設定し た場合に、 入力立ち上がり によ り、 アンテナ1に

対し て受信済みコマン ド を実行し ます。 SW4-6をOFFに設定し た場合は、 コ ン ト ローラ制御

コマン ド(CC)で読出し可能なユーザ入力1と な り ます。

TRG2 ・ コマン ド体系がV680コ マン ド形式の場合

交信指定に外部 ト リ ガ系交信指定(SI/RI/PI)を指定し た場合、 入力立ち上がり によ り、 アン

テナ2に対し て受信済みコマン ド を実行し ます。 交信指定に外部 ト リ ガ系交信指定(SI/RI/PI)

以外を指定し た場合は、 コ ン ト ローラ制御コマン ド(CC)で読出し可能なユーザ入力2と な り

ます。

・ コマン ド体系がV600コ マン ド形式の場合

SW4-6(下位 ト リ ガ実行設定)をONに設定し た場合に、 入力立ち上がり によ り、 アンテナ2に

対し て受信済みコマン ド を実行し ます。 SW4-6をOFFに設定し た場合は、 コ ン ト ローラ制御

コマン ド(CC)で読出し可能なユーザ入力2と な り ます。

COM_I 入力用コ モン端子です。
15
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■ USBポー ト
簡易的にUSBケーブルでパソ コ ン と接続する場合に使用し ます。 USB1.1に準拠し ています。

上位機器とUSB接続し た場合は、 デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW3-9)の設定に関係な く 、 1 ： 1手順でのみ通信で

きます。

USBポー ト は制御用のポー ト ではあ り ません。 システムを構築する際は、 必ずRS-232Cポー ト 、 RS-422/RS-485ポー ト

を使用し て く だ さい。

p.19

■ アンテナ接続ポー ト
形V680シ リーズのアンプおよびアンテナを接続し ます。

■ コ ン ト ローラNo.設定スイ ッ チ
1台の上位機器に複数のID コ ン ト ローラ を接続する場合に、 コ ン ト ローラ No.を設定するためのスイ ッ

チです。

コ ン ト ローラNo.スイ ッ チについては、 「コ ン ト ローラNo.設定スイ ッ チの設定(SW1、 SW2)」 を参照し て く だ さい。

p.60

■ スイ ッ チカバー
スイ ッ チカバーを開ける と設定用デ ィ ッ プスイ ッ チが2個あ り ます。

設定用デ ィ ッ プスイ ッ チについては、 「デ ィ ッ プスイ ッ チの設定 (SW3、 SW4)」 を参照し て く だ さい。

p.61

■ モー ド切替えスイ ッ チ
コ ン ト ローラの動作モー ド(RUNモー ド、 メ ンテナンスモー ド)を切り替えるためのスイ ッ チです。

モー ド切替えスイ ッ チについては、 「モー ド切替えスイ ッ チの設定」 を参照し て く だ さい。

p.64

■ 終端抵抗設定スイ ッ チ
内蔵の終端抵抗の有無を設定できます。

終端抵抗設定スイ ッ チについては、 「終端抵抗設定」 を参照し て く だ さい。

p.64

■ メ イ ン表示LED
名称 色 内容

RUN/RST 緑 IDコ ン ト ローラが正常に動作し ている場合に点灯し ます。

赤 外部リ セ ッ ト 入力時に点灯し ます。

COMM 緑 上位機器との通信が正常時に点灯し ます。

赤 上位機器との通信で異常検出時に点灯し ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ アンテナ動作表示LED

■ モニ タ表示LED

 RUNモー ド(SW5 OFF)

コ マン ド 処理の終了コー ド を表示し ます。 終了コー ドは下表の16進数2桁で表示されます。

正常レスポンス/ワーニングレスポンスの場合は点灯表示。エラーレスポンスの場合は点滅表示し ます。

動作条件が未設定で自己実行モー ド になった場合は、 エラーコー ド“15”を表示し ます。

 メ ンテナンスモー ド(SW5 ON)

各モー ド の測定結果を10進数2桁で表示し ます。

名称 色 内容

COMM1 黄 アンテナ1でRFタグとの交信コ マン ド処理実行中に点灯し ます。

NORM1/ERR1 緑 アンテナ1で処理正常終了時に1回点灯し ます。

赤 アンテナ1で処理異常終了時に1回点灯し ます。

COMM2※1 黄 アンテナ2でRFタグとの交信コ マン ド処理実行中に点灯し ます。

NORM2/ERR2※1 緑 アンテナ2で処理正常終了時に1回点灯し ます。

赤 アンテナ2で処理異常終了時に1回点灯し ます。

※1. COMM2、 NORM2/ERR2は、 形V680-CA5D01-V2にはあ り ません。

名称 色 モー ド 内容

7セグ(2個) 赤 RUNモー ド コマン ド実行モー ド 終了コー ド を表示し ます。

自己実行モー ド

メ ンテナンス

モー ド

距離レベル測定モー ド アンテナ出力レベルを6段階に変更し て測定し、 正常に読

取れたレベルを“01”～“06”で表示し ます。

アンテナの交信領域内にRFタグがない場合は“- -”を表示

し ます。

交信テス ト モー ド RFタグとの交信を実行し、 終了コー ド を表示し ます。

p.151

速度レベル測定モー ド

(リー ド/ラ イ ト )

移動するRFタグと繰り返し交信し、 交信成功回数を“01”

～“99”で表示し ます。

100回以上成功し た場合は、 “99”を表示し ます。

RFタグがアンテナの交信領域内に入ってから最初の交信

で失敗し た場合は“EE”を表示し ます。

ノ イズレベル測定モー ド 周囲環境における ノ イズレベルを“00”～“99”で表示し ま

す。

交信成功率測定モー ド RFタグと リ ト ラ イな し で100回交信し、 交信成功率を“01”

～“99”で表示し ます。 0%の場合は“EE”、 100%の場合

は、 “FF”を表示し ます。
17
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バージ ョ ン確認

バージ ョ ンは、 電源投入時にモニ タ表示にて確認する こ とができます。

確認方法 [例 ： バージ ョ ンが2.5の時]

①形V680-CA5D0□-V2の電源を投入する。

②モニ タ表示が次のよ う に表示される。

■ バー LED

名称 色
内容

距離レベル測定モー ド 速度レベル測定モー ド

1 黄 アンテナとRFタグの距離が遠い RFタグの移動速度が速い

2 黄 ↑ ↑

3 黄 | |

4 黄 | |

5 黄 ↓ ↓

6 黄 アンテナとRFタグの距離が近い RFタグの移動速度が遅い
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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システム構成

1対1接続
上位機器とRS-232C、 RS-422も し く はRS-485で接続し ます。

･アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2以外をご使用の場合

プログラ マブルコ ン ト ローラパーソナルコ ンピ ュータ

RS-232C、 RS-422も し く はRS-485

アンプ

形V680-HA63 A/B

RFタグ パレ ッ ト など

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2

形V680-CA5D02-V2

(PLC)

アンテナ

形V680-HS52

形V680-HS63

形V680-HS65

形V680-HS51
19
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･アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2をご使用の場合

アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2はコ ン ト ローラ形V680-CA5D01-V2とのみ接続可能です。

コ ン ト ローラ形V680-CA5D02-V2とは接続できません。

プログラマブルコ ン ト ローラパーソナルコ ンピ ュータ

RS-232C、 RS-422も し く はRS-485

RFタ グ パレ ッ ト など

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2

(PLC)

アンテナ

形V680-H01

形V680-H01-V2
RFID システム
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1対N接続 (上位機器とRS-232C接続)
上位機器とRS-232Cで接続し、 その他のIDコ ン ト ローラへはRS-422/RS-485で接続し ます。

･アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2以外をご使用の場合

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2

形V680-CA5D02-V2

RS-232C

アンプ

形V680-HA63 A/B

RFタグ パレ ッ ト など

RS-422/RS-485 RS-422/RS-485 RS-422/RS-485

RFタグ パレ ッ ト など

プログラマブルコ ン ト ローラパーソナルコ ンピ ュータ
(PLC)

アンテナ

形V680-HS52

形V680-HS63

形V680-HS65

形V680-HS51
21
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第1章
商品概要
･アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2をご使用の場合

アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2はコ ン ト ローラ形V680-CA5D01-V2とのみ接続可能です。

コ ン ト ローラ形V680-CA5D02-V2とは接続できません。

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2

RS-232C

RFタグ パレ ッ ト など

RS-422/RS-485 RS-422/RS-485 RS-422/RS-485

RFタグ パレ ッ ト など

プログラマブルコ ン ト ローラパーソナルコ ンピ ュータ
(PLC)

アンテナ

形V680-H01

形V680-H01-V2
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品概要
1対N接続 (上位機器とRS-422/RS-485接続)
上位機器とRS-422、 またはRS-485で接続し、 その他のIDコ ン ト ローラへもRS-422/RS-485で接続し ま

す。

･アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2以外をご使用の場合

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2

形V680-CA5D02-V2

RS-422/RS-485

アンプ

形V680-HA63 A/B

RFタ グ パレ ッ ト など

RS-422/RS-485 RS-422/RS-485 RS-422/RS-485

RFタ グ パレ ッ ト など

プログラマブルコ ン ト ローラパーソナルコ ンピ ュータ
(PLC)

アンテナ

形V680-HS52

形V680-HS63

形V680-HS65

形V680-HS51
23
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第1章
商品概要
･アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2をご使用の場合

アンテナ形V680-H01、 形V680-H01-V2はコ ン ト ローラ形V680-CA5D01-V2とのみ接続可能です。

コ ン ト ローラ形V680-CA5D02-V2とは接続できません。

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2

RFタ グ パレ ッ ト など

RS-422/RS-485 RS-422/RS-485 RS-422/RS-485

RFタ グ パレ ッ ト など

プログラマブルコ ン ト ローラパーソナルコ ンピ ュータ
(PLC)

アンテナ

形V680-H01

形V680-H01-V2

RS-422/RS-485
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品概要
使い方の流れ

接続する

コ ン ト ローラの通信条件を設定する

準

備

通

信

準

備

試

運

転 上位機器との通信テス ト

RFタグとの通信テス ト

周囲環境の確認

実際のコマン ド による交信動作

交

信

p.28

設置する

p.30

p.58

p.83

p.84

p.246

p.103
25
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MEMO
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と
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続
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配
線

設置 28

接続 ・ 配線 30
27
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設置

IDコ ン ト ローラ形V680-CA5D□□-V2は、 その機能を十分に発揮させるために、以下の内容を実施の う え設置

し て く だ さい。

設置環境について
IDコ ン ト ローラ本体は次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

･使用周囲温度が、 -10～+55℃の範囲を超える場所や温度変化が急激で結露するよ う な場所

･使用周囲湿度が25～85%RHの範囲を超える場所

･腐食性ガス、 可燃性ガス、 塵埃、 塩分、 鉄粉のある場所

･本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

･直射日光があたる場所

･水、 油、 薬品などの飛沫がある場所

･海抜2,000mを超える場所

盤内の取付け位置
IDコ ン ト ローラの使用周囲温度は-10～+55℃です。 下記項目を実施し て く だ さい。

･通風スペースを十分と っ て く だ さい。

･発熱量の高い機器(ヒータ、 ト ラ ンス、 大容量の抵抗)の間近に取付ける こ とはできません。

取付け方法

■ 盤内直付けの場合
盤内直付けの場合、 必ず平ワ ッ シャ を使用の う え、 M4ねじにて取付けて く だ さい。

推奨締付け ト ルク ： 1.2N･m

95

105
2-M4

80 90

80
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ DINレール取付けの場合

エン ド プレー ト の取付けについて

DINレールに下側をかけた後に上側をかけ、エン ド プレー ト を下に引きながら

固定用のねじ を締める と容易に取付けられます。 推奨締付け ト ルク ： 1.2N･m

■ 取付け間隔
形V680-CA5D□□-V2を複数個並べて取付ける場合は、 本体が発熱し ますので、 10mm以上の間隔をあ

けて取付けて く だ さい。

オムロン製のDINレール用スペーサを2個以上お使い く だ さい。 (スペーサ1個の幅は5mm)

①DINレールに取付ける場合、 まずA部をかけ、B方向に

押すと装着されます。

②DINレールから取外す場合は、取付けフ ッ ク を手前に

引いて く だ さい。

DINレール

エン ド プレー ト

取付けフ ッ ク
92

A

B

DINレール推奨品

形PFP-100N2(レール長1m)

(オムロン製)
DINレール

形PFP-100N2

エン ド プレー ト

形PFP-M

エン ド プレー ト

10mm以上 10mm以上

スペーサ スペーサエン ド プレー ト エン ド プレー ト

スペーサ

形PFP-S
29
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接続 ・ 配線

電源 ・ 接地線の配線
･電源、 接地端子はM3セルフ ア ッ プねじ を使用し ています。 圧着端子を使用する場合、 下記のものを

ご使用 く だ さい。

推奨締付 ト ルク ： 0.5N･m

適合圧着端子例

メ ーカ 形式 適合電線 形状

日本圧着端子

1.25-N3A

0.25～1.65mm2

AWG22～16

フ ォーク型
V1.25N3A

1.25-MS3
丸型

V1.25-MS3

6.4Max.

6.4Max.

(M3用)

・ 電源電圧は、 DC24Ｖ を供給し て く だ さい。 また、 許容

電圧変動範囲DC24V(-15～+10%)内でご使用 く だ さい。

● 推奨DC電源(小型、 DINレールタ イプ)＜オムロン製＞

形式 出力容量 入力電流

S8VS-03024 DC24V、 1.3A AC100～240V

・ 電源ラ イ ンに重畳し ている ノ イズに対し ては、 Ｉ Ｄ コ

ン ト ローラ内部で ノ イズ対策を実施し ていますが、 さ

らにフ ィ ルタ を介し て電源を供給する こ とによ り、 大

地間ノ イズを減衰させる こ とができます。

※コ ン ト ローラの消費電力の定格はDC24V、 1.3A(30W)です

が、 突入電流の関係を考慮し て容量を決定し て く だ さい。 上

記推奨電源ではDC24V、 1.3A以上のものをご使用 く だ さい。

・ .電源線はツ イス ト し て使用し て く だ さい。

・ 耐ノ イズ性向上のため、 単独でD種接地(接地抵抗100Ω

以下)を し て く だ さい。

・ ク ラス2電源を使用し て く だ さい。

+24V

0V

ラ イ ン フ ィ ルタ

D種接地

D

C

電

源

フ ェ ラ イ ト コ ア
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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放射ノ イズ抑制のため、 フ ェ ラ イ ト コ アをご使用 く だ さい。

ご使用方法は、 下記の通り です。

1. 電源線と接地線を既出の通り配線し て く だ さい。

2. 電源線と接地線を一括に し て、 フ ェ ラ イ ト コ アに巻き付けて く だ さい。 フ ェ ラ イ ト コ アが移動し ない

よ う、 下図のよ う に1回巻いて く だ さい。 フ ェ ラ イ ト コ アの位置は、 コ ン ト ローラから 10cm以内が目

安です。

3. フ ェ ラ イ ト コ アを カチっ と音がするまで閉じ て く だ さい。
31
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設置と接続 ・ 配線
入出力線の配線

■ RESET信号入力のご注意
･入力電圧は最大印加電圧(26.4V)を超えないよ う にし て く だ さい。

許容電圧を超えた場合、 機器の故障の原因と な り ます。

･入力線の配線は耐 ノ イズ性を向上させるため、 高圧機器や動力線から 1m以上離し て設置し て く だ さ

い。

■ ERROR信号出力のご注意
･出力部の最大開閉能力は、 DC24V(-15～+10%) 　 100mAです。

開閉能力を超える電圧、 負荷は故障の原因と な り ますので使用し ないで く だ さい。

･出力回路へは補助リ レー (DC24V、 100mA以下)を使用し て く だ さい。

■ ピン配置

外部入出力ポー ト の詳細は、 「外部入出力ポー ト 」 を参照し て く だ さい。

p.15

ピンNo.
名称

形V600入出力 形V680入出力

1 RUN

2 BUSY OUT3

3 ERROR OUT4

4 OUT1

5 OUT2

6 COM_O

7 RST

8 TRG1

9 TRG2

10 COM_I

RESET入力

DC24V

DC24V

ERROR出力へ

端子No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

･コ ン ト ローラの端子配列
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ ケーブルの装着方法
コネク タは本体付属のコネク タ をご使用 く だ さい。

1. ケーブルの被覆をむいた部分に圧着端子を装着し ます。

2. コネク タの向きに気を付けながら、 各線を コ ネク タの各穴に差込み

ます。

3. コネク タのケーブル固定用のねじ を し っかり締付けます。

推奨締付け ト ルク ： 0.22N･m

先だけが細 く なっている通常のド ラ イバでは、途中でつかえて奥ま

で入り ません。太さが一定の小型のマイナス ド ラ イバを使用し て く

だ さい。

4. ケーブルに取付けたコネク タ を、 コ ン ト ローラに接続し ます。

ID コ ン ト ローラ側のコネク タ と、 ケーブル側のコネク タの向き を合わせ、 コネク タ

本体を持って、 し っかり と最後まで差込んで固定用ねじ を締付けて く だ さい。

推奨締付け ト ルク ： 0.4N･m

コネク タ を取外すと き

固定ねじ 2ヵ所を完全に緩めてから、 コネク タの突起部を持ってま っすぐに引抜いて く だ さい。 抜けに く

いと きはIDコ ン ト ローラ本体を押さ えて引抜いて く だ さい。

コネク タ を コ ン ト ローラに取付けた状態でケーブルを接続し ないで く ださい。

メ ーカ 形式 備考

ケーブル 入出力線 － － 0.5mm2 (AWG20相当)

コネク タ

フ ェ ニ ッ クスコ ン タ ク ト 株式会社

MC1.5/10-STF-3.5 －

圧着端子 1端子に1線を接続時 AI0.5-8WH －

1端子に2線を接続時 AI-TWIN2×0.5-8WH －

圧着端子用工具 CRIMPFOX UD6 －

コネク タ ：MC1.5/10-STF-3.5

(フ ェ ニ ッ クス コ ン タ ク ト 製)

先の太さが一定の小型

マイナス ド ラ イバ

固定用ねじ
33
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RS-232Cポー ト

■ ピン配置

形V680-CA1Aとはピン配置が異な り ますので、 形V680-CA5D□□-V2用のRS-232Cケーブルをご使用 く だ さい。

■ 上位機器との接続

 PLC(オムロン製)との接続例

推奨ケーブル

 DOS/Vパソ コ ン(PC/AT互換機)との接続例

(D-SUB9ピン コネク タの場合)

推奨ケーブル

1対N接続については、 「IDコ ン ト ローラ間の接続(1対N接続)」 を参照し て く だ さい。

p.38

形式 メ ーカ

XW2Z-□□□T オムロン

注1. シールド線の接地は、 誤動作防止のため、 上位機器側で行って く だ さい。

2. ピンNo.4(RS)と5(CS)はコネク タ内部で短絡し て く だ さい。

3. お客様にてケーブルを作成される場合は、 必ずPLCのマニュアルにて信号名と ピン配置をご確認 く だ さい。

形式 メ ーカ

XW2Z-□□□S-V オムロン

注1. イ ン ターフ ェースケーブルは、 IDコ ン ト ローラ側のコネク タが“オス”、 DOS/Vパソ コ ン側が“メ ス”にな り ます。

2. シールド線の接地は、 誤動作防止のため、 上位機器側で行って く だ さい。

3. お客様にてケーブルを作成される場合は、 必ずパソ コ ンのマニュアルにて信号名と ピン配置をご確認 く だ さい。

ピンNo. 略号
信号方向

信号名称
入力 出力

9 SG － － 信号用接地または共通帰線

2 SD － ○ 送信データ

3 RD ○ － 受信データ

4 RS － ○ 送信要求

5 CS ○ － 送信可

5 1

9 6

･IDコ ン ト ローラの端子配列

GR

SG

RD

SD

RS

CS

No.

1

9

3

2

4

5

GR

SG

SD

RD

RS

CS

No.

9

2

3

4

5

IDコ ン ト ローラPLC(オムロン製)

(シール ド線)

GR

SG

RD

SD

RS

CS

No.

5

2

3

7

8

GR

SG

SD

RD

RS

CS

No.

9

2

3

4

5

IDコ ン ト ローラDOS/Vパソ コ ン

(シール ド線)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 通信用コネク タの組立て と接続
接続ケーブルおよびコネク タは別途ご用意 く だ さい。

 コネク タの組立て方法

1. ケーブル端末処理を行います。

・ ケーブルブ ッ シュはあらかじめケーブルを通し ておきます。

・シールド編組をほぐ し てケーブルブ ッ シュの上に折返し ます。こ

のと き折返し長さ を約10mmに揃えて く だ さい。

・ シールド編組の上からシールド テープを巻きます。

2. 芯線と プ ラグのピンをはんだ付けし ます。

3. フー ドのハウジングA2にプ ラグをセ ッ ト し、 ク ラ ンプでアル ミ テープ部を固定し ます。

4. コネク タ固定ねじ2本をセ ッ ト し てハウジングB2を被せ、 コネク タ を完成させます。

IDコ ン ト ローラ側

ソケ ッ ト (IDコ ン ト ローラに内蔵)

形XM3B-0922-111

(オムロン製)

フー ド

形XM2S-0911

(オムロン製)

上位機器側

プ ラグ

形XM3A-0921

(オムロン製)

※ プ ラグ ： 形XM3A-0921(オムロン製)相当、

フー ド ： 形XM2S-0911(オムロン製)相当

は付属し てお り ません。

40 35
5

芯線

シール ド編組

シールド テープ
10±1

12

ケーブルブ ッ シ ュ

ピンNo. 略号 信号名称

9 SG 信号用接地

2 SD 送信データ

3 RD 受信データ

4 (注1) RS 送信要求

5 (注1) CS 送信可

注1. ピンNo.4(RS)と5(CS)はワタ リ線で短絡し て く だ

さい。

プ ラグ ワ タ リ線

アル ミ テープ
ケーブルブ ッ シ ュ

ロ ッ クねじ(2-M2.6)

ハウジングA2

ケーブルク ラ ンプ
ハウジングB2
35
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 コネク タの着脱方法

･コネク タ装着時は必ずコネク タ本体を持っ て確実に挿入し て く だ さい。

挿入後は＋ド ラ イバでロ ッ クねじ2ヵ所を締めて固定し て く だ さい。

推奨締付け ト ルク ： 0.3N･m

･ロ ッ クねじ 2ヵ所を完全に緩めてから、 コネク タ フー ド の突起部を持っ てま っすぐに引抜いて く だ さ

い。 抜けに く いと きはコ ン ト ローラ本体を押さ えて引抜いて く だ さい。

ロ ッ クねじ
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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RS-422/RS-485ポー ト

■ ピン配置

■ 上位機器との接続

 RS-422接続

相手機器によ り略称SDA/B、 RDA/Bと信号の＋/－極性が逆になる ものがあ り ますので、 必ず略称を確認し極性を合わせて接続

し て く だ さい。

 RS-485接続

内部回路は下記のとお り です。

ピンNo. 名称 内容

1 RDA(-) 受信データ

2 RDB(+) 受信データ

3 SDA(-) 送信データ

4 SDB(+) 送信データ

5 SG SG

※端子1と3、 2と4を短絡し、 RS-485設定にし た場合、

RS-485と し て使用できます。

注. シールド線の接地は、 誤動作防止のため、 上位機

器側で行って く だ さい。

注. 端子1と3、 2と4を短絡し て く だ さい。

IDコ ン ト ローラのSGは何も接続し ないで く だ さい。

端子No. 1 2 3 4 5

･IDコ ン ト ローラの端子配列

IDコ ン ト ローラ上位機器 (シール ド線)

RDA(-)

RDB(+)

SDA(-)

SDB(+)

SG

SDA(-)

SDB(+)

RDA(-)

RDB(+)

SG

GR

IDコ ン ト ローラ
上位機器

RDA(-)

RDB(+)

SDA(-)

SDB(+)

SG

－

＋

受信側終端抵抗 送信側終端抵抗

RDA(-) RDB(+) SDA(-) SDB(+) SG

終端抵抗値 ： RS-422接続時220(Ω)、 RS-485接続時110(Ω)

注. 終端抵抗は、 幹線ケーブルの両端のユニ ッ ト のみで ON し て く だ さい。

それ以外の途中のユニ ッ ト は、 OFF し て く だ さ い。 途中のユニ ッ ト を

ONする と正常な伝送が行えません。
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■ IDコ ン ト ローラ間の接続(1対N接続)

上位機器とRS-232C接続の場合

※端子1と3、 2と4を短絡し、 RS-485設定にし た場合、 RS-485と し て使用できます。

上位機器-IDコ ン ト ローラ間のRS-232C接続については、 「上位機器との接続」 を参照し て く だ さい。

p.34

IDコ ン ト ローラは、 初めての通信がRS-232Cでの通信の場合、 RS-422/RS-485からの受信を禁止し ます。 初めての通信

がRS-422/RS-485での通信であった場合は、 RS-232Cからの受信を禁止し ます。 し たがってIDコ ン ト ローラのシステム

構成を変更する場合は、 必ず電源を切ってから接続を変更し て く だ さい。
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上位機器とRS-422接続の場合

上位機器-IDコ ン ト ローラ間のRS-422接続については、 「RS-422接続」 を参照し て く だ さい。

p.37

IDコ ン ト ローラは、 初めての通信がRS-232Cでの通信の場合、 RS-422/RS-485からの受信を禁止し ます。 初めての通信

がRS-422/RS-485での通信であった場合は、 RS-232Cからの受信を禁止し ます。 し たがってIDコ ン ト ローラのシステム

構成を変更する場合は、 必ず電源を切ってから接続を変更し て く だ さい。

上位機器とRS-485接続の場合

※端子1と3、 2と4を短絡し、 RS-485設定にし た場合、 RS-485と し て使用できます。

上位機器-IDコ ン ト ローラ間のRS-485接続については、 「RS-485接続」 を参照し て く だ さい。

p.37

IDコ ン ト ローラは、 初めての通信がRS-232Cでの通信の場合、 RS-422/RS-485からの受信を禁止し ます。 初めての通信

がRS-422/RS-485での通信であった場合は、 RS-232Cからの受信を禁止し ます。 し たがってIDコ ン ト ローラのシステム

構成を変更する場合は、 必ず電源を切ってから接続を変更し て く だ さい。
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■ ケーブルの装着方法
コネク タは本体付属のコネク タ をご使用 く だ さい。 接続ケーブルは別途ご用意 く だ さい。

1. ケーブルの被覆をむいた部分に圧着端子を装着し ます。

2. コネク タの向きに気を付けながら、各線を コネク タの各穴に差し込み

ます。

3. コネク タのケーブル固定用のねじ を し っかり締付けます。

推奨締付け ト ルク ： 0.22N･m

先だけが細 く なっている通常のド ラ イバでは、途中でつかえて奥まで

入り ません。太さが一定の小型のマイナス ド ラ イバを使用し て く だ さ

い。

4. ケーブルに取付けたコネク タ を、 IDコ ン ト ローラに接続し ます。

ID コ ン ト ローラ側のコネク タ と、 ケーブル側のコネク タの向き を合わせ、 コネク タ

本体を持って、 し っかり と最後まで差込んで固定用ねじ を締付けて く だ さい。

推奨締付け ト ルク ： 0.4N･mです

コネク タ を取外すと き

固定ねじ 2ヵ所を完全に緩めてから、 コネク タの突起部を持ってま っすぐに引抜いて く だ さい。 抜けに く

いと きはIDコ ン ト ローラ本体を押さ えて引抜いて く だ さい。

コネク タ を コ ン ト ローラに取付けた状態でケーブルを接続し ないで く ださい。

メ ーカ 形式 備考

ケーブル RS-422信号線 － － 0.5mm2 (AWG20相当)

コネク タ

フ ェ ニ ッ クスコ ン タ ク ト 株式会社

MC1.5/5-STF-3.5 －

圧着端子 1端子に1線を接続時 AI0.5-8WH －

1端子に2線を接続時 AI-TWIN2×0.5-8WH －

圧着端子用工具 CRIMPFOX UD6 －

コネク タ ： MC1.5/5-STF-3.5

(フ ェ ニ ッ クス コ ン タ ク ト 製)

先の太さが一定の小型

マイナス ド ラ イバ

固定用ねじ
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 2

 章
接

続
・

配
線

第2章
設置と接続 ・ 配線
USBポー ト
USBケーブル(シ リーズA－ ミ ニUSBシ リーズBコネク タ)で接続し ます。

USBポー ト は制御用のポー ト ではあ り ません。 システムを構築する際は、 必ずRS-232Cポー ト 、 RS-422/RS-485ポー ト

を使用し て く だ さい。

p.19

■ ピン配置

■ コネク タの着脱方法

1. コネク タの ミ ニUSBシ リーズB側をIDコ ン ト ローラに接続し ます。

工場出荷時はコネク タ部分にキャ ッ プが装着されています。 USBを使用し ない場合は、 ごみやほこ りの侵入防止、 静電

気防止のため、 このキャ ッ プを装着し て く だ さい。

コネク タ を取外すと き

コネク タの根元を持ってま っすぐに引抜いて く だ さい。抜けに く いと きはIDコ ン ト ローラ本体を押さ えて引抜いて く だ

さい。

ピンNo. 名称 内容

1 VBUS 電源

2 D- USBデータ(-)

3 D+ USBデータ(+)

5 GND グラ ン ド
端子No. 1 2 3 4 5

･コ ン ト ローラの端子配列

略号

D -

ピン No.

1

2

3

4

-

VBUS

D +

GND

GR

略号

D -

ピン No.

1

2

3

5

-

VBUS

D +

GND

GR

シ リーズB側 シ リーズA側
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2. コネク タのシ リーズA側を上位機器に接続に接続し ます。

コネク タの向き を合わせて、 ま っすぐ差込みます。

3. 上位機器から コネク タ を取外し ます。

上位機器側のソ フ ト を終了し て、 コネク タ をま っすぐに引抜きます。

上位機器側のソ フ ト 実行中にコ ネ ク タ を取外す と ソ フ ト が操作不能

にな り異常停止し ます。

■ フ ェ ラ イ ト コ アの取付け
USBを使用し ていますので、 ノ イズに対し て弱い場合があ り ます。

下記のフ ェ ラ イ ト コ アを使用する こ とによ り耐ノ イズ性が向上し ます。

1. ケーブルに上記フ ェ ラ イ ト コ アを取付けます。

ミ ニUSBシ リーズB側に取付け、 フ ェ ラ イ ト コ アを カチっ と音がするまで閉じ て

く だ さい。 フ ェ ラ イ ト コアの位置はコネク タから10cm以内が目安です。

メ ーカ 形式

SEIWA E04SR301334

10cm以内
RFID システム
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■ USBド ラ イバのイ ンス ト ール
ID コ ン ト ローラ と上位機器を初めてUSB接続する場合、 パソ コ ンに ド ラ イバを イ ンス ト ールし て く だ

さい。

 USBド ラ イバのダウンロー ド

USBド ラ イバは以下のURLよ り形V680-CA5D□□-V2用USBド ラ イバをダウンロー ド し て く だ さい。

RFIDシステムWebホームページ ：

http://www.fa.omron.co.jp/member/product/tool/78/v680/index_usb.htm

パソ コ ンにUSBド ラ イバを イ ンス ト ールする

本機はWindows 2000 、Windows XP および Windows 7に対応し ています。OSに応じ た手順で上位機器に

ド ラ イバを イ ンス ト ールし て く だ さい。

その他のOSでの動作の保証はいた し ません。

＜Windows2000の場合＞

1. パソ コ ンの電源を入れ、 Windows 2000を起動し ます。

2. IDコ ン ト ローラ をパソ コ ンにUSB接続し ます。

接続方法については、 「USBポー ト 」 を参照し て く だ さい。

p.41

IDコ ン ト ローラ をUSB接続する と以下の画面が表示されます。

3. 以下の画面が表示されたら、 [次へ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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4. [デバイスに最適な ド ラ イバを検索する(推奨)]をチ ェ ッ ク し て、 [次へ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5. [場所を指定]をチ ェ ッ ク し て、 [次へ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

6. [参照]を ク リ ッ ク し、 ダウンロー ド し た 「V680-CA5D_100.inf」 を保存し たフ ォルダを選択し ます。
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7. [次へ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

以下の画面が表示される と、 イ ンス ト ールは完了です。

8. [完了]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
45
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



46

第
 2

 章
接

続
・

配
線

第2章
設置と接続 ・ 配線
確認する

ド ラ イバが正し く イ ンス ト ールできている こ と を確認し ます。

1. IDコ ン ト ローラ をパソ コ ンにUSB接続し ます。

2. ス ター ト メ ニューのコ ン ト ロールパネルから[システム]を ク リ ッ ク し ます。

3. [ハー ド ウ ェ ア]タ ブを選択し、 [デバイスマネージャ ]を ク リ ッ ク し ます。

4. [ポー ト (COMとLPT)]を ク リ ッ ク し、 [OMRON RFID USB COM]が表示されている こ と を確認し ます。

正し く イ ンス ト ールできていれば、 形V680-CA5D□□-V2用はプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで下図のよ う に表示されます。

[OMRON RFID USB COM]の後ろのカ ッ コ内に表示されているCOM番号でIDコ ン ト ローラ と通信できます。
RFID システム
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＜WindowsXPの場合＞

1. パソ コ ンの電源を入れ、 Windows XPを起動し ます。

2. IDコ ン ト ローラ をパソ コ ンにUSB接続し ます。

接続方法については、 「USBポー ト 」 を参照し て く だ さい。

p.41

しばら く する と以下の画面が表示されます。

3. 以下の画面が表示されたら、 [一覧または特定の場所から イ ンス ト ールする(詳細)(S)]をチ ェ ッ ク し、

[次へ]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4. [参照]を ク リ ッ ク し、 ダウンロー ド し た 「V680-CA5D_100.inf」 を保存し たフ ォルダを選択し、 [次へ]ボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。
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5. [続行]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

以下の画面が表示される と、 イ ンス ト ールは完了です。

6. [完了]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

7. 以下の画面が表示された場合は、 [はい]を ク リ ッ ク し て再起動し て く だ さい。
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確認する

ド ラ イバが正し く イ ンス ト ールできている こ と を確認し ます。

1. IDコ ン ト ローラ をパソ コ ンにUSB接続し ます。

2. ス ター ト メ ニューのコ ン ト ロールパネルから[パフ ォーマンス と メ ンテナンス]を ク リ ッ ク し ます。

3. [システム]を ク リ ッ ク し ます。

4. [ハー ド ウ ェ ア]タ ブを選択し、 [デバイスマネージャ ]を ク リ ッ ク し ます。

5. [ポー ト (COMとLPT)]を ク リ ッ ク し、 [OMRON RFID USB COM]が表示されている こ と を確認し ます。

正し く イ ンス ト ールできていれば、 形V680-CA5D□□-V2用はプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで下図のよ う に表示されます。

[OMRON RFID USB COM]の後ろのカ ッ コ内に表示されているCOM番号でIDコ ン ト ローラ と通信できます。
49
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＜Windows7の場合＞

1. パソ コ ンの電源を入れ、 Windows 7を起動し ます。

2. IDコ ン ト ローラ をパソ コ ンにUSB接続し ます。

接続方法については、 「USBポー ト 」 を参照し て く だ さい。

p.41

3. ス ター ト メ ニューのコ ン ト ロールパネルから[システムと セキュ リ テ ィ ]を ク リ ッ ク し ます。

4. [デバイスマネージャ ]を ク リ ッ ク し ます。
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5. [ほかのデバイス]の[V680-CA5D]を右ク リ ッ ク し、 [V680-CA5Dのプロパテ ィ ]を表示し ます。

6. [ド ラ イバーの更新]を ク リ ッ ク し ます。

7. 以下の画面が表示されたら、 [ コ ンピ ューターを参照し て ド ラ イバーソ フ ト ウ ェ アを検索し ます。 (R)]

を ク リ ッ ク し ます。
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8. [参照]を ク リ ッ ク し、 ダウンロー ド し た 「V680-CA5D_100.inf」 を保存し たフ ォルダを選択し、 [次へ]ボ

タ ンを ク リ ッ ク し ます。

9. [このド ラ イバーソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。 (I)]を ク リ ッ ク し ます。

以下の画面が表示される と、 イ ンス ト ールは完了です。

10. [閉じ る]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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確認する

ド ラ イバが正し く イ ンス ト ールできている こ と を確認し ます。

1. パソ コ ンの電源を入れ、 Windows 7を起動し ます。

2. IDコ ン ト ローラ をパソ コ ンにUSB接続し ます。

接続方法については、 「USBポー ト 」 を参照し て く だ さい。

p.41

3. ス ター ト メ ニューのコ ン ト ロールパネルから[システムと セキュ リ テ ィ ]を ク リ ッ ク し ます。

4. [デバイスマネージャ ]を ク リ ッ ク し ます。
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5. [ほかのデバイス]の[V680-CA5D]を右ク リ ッ ク し、 [V680-CA5Dのプロパテ ィ ]を表示し ます。

6. [ポー ト (COMとLPT)]を ク リ ッ ク し、 [OMRON RFID USB COM]が表示されている こ と を確認し ます。

正し く イ ンス ト ールできていれば、 形V680-CA5D□□-V2用はプロパテ ィ ウ ィ ン ド ウで下図のよ う に表示されます。

[OMRON RFID USB COM]の後ろのカ ッ コ内に表示されているCOM番号でIDコ ン ト ローラ と通信できます。
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アンテナ接続ポー ト

■ コネク タの着脱方法

1. コ ネ ク タのケーブル固定部を持っ て本体の白点印と コ ネ ク タの白

点印を合わせて挿入し て く だ さい。

2. コネク タがロ ッ クするまでま っすぐに押し ます。

リ ング部を押し ても ロ ッ ク されませんので、 必ずケーブル固定部を持っ て

く だ さい。

3. コ ネ ク タ を取外す場合は、 リ ング部を持っ てま っすぐ に引抜き ま

す。

ケーブル固定部を持っ て引抜 く こ とはできません。 断線や破損の原因と な

り ますので、 ケーブルを無理に引っ張らないで く だ さい。

電源を入れた状態でのコネク タの脱着は行わないで く だ さ い。 故障の原因

と な り ます。

リ ング部

ケーブル固定部

リ ング部
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各種スイ ッ チの設定

カバーの開け方
小型のマイナス ド ラ イバを用いて、 カバーの切り欠きへ差し込んで開けて く だ さい。

設定方法
各種設定は、 下図のよ う に行って く だ さい。

デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW3)

デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW4)

コ ン ト ローラNo.設定スイ ッ チ(SW1、 SW2)

モー ド切替え

スイ ッ チ(SW5)

終端抵抗設定

スイ ッ チ(SW6)

・ ロータ リ スイ ッ チの設定(SW1、 SW2) ・ デ ィ ッ プスイ ッ チの設定(SW3、 SW4)

・ ト グルスイ ッ チの設定(SW5、 SW6)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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初期設定値一覧

名称 初期設定 内容 参照

SW1 コ ン ト ローラNo.① (上位0～9) 0 コ ン ト ローラNo.00
p.60

SW2 コ ン ト ローラNo.② (下位0～9) 0

SW3-1 SW切替え OFF デ ィ ッ プスイ ッ チ有効

p.61

SW3-2 システム予約 OFF (使用し ません)

SW3-3 通信速度設定① OFF 通信速度設定 9600 bps

SW3-4 通信速度設定② OFF

SW3-5 データ長設定 OFF データ長設定 ： 7ビ ッ ト

SW3-6 パリ テ ィ 設定① OFF パリ テ ィ 設定 ： 偶数

SW3-7 パリ テ ィ 設定② OFF

SW3-8 ス ト ッ プビ ッ ト 長設定 OFF ス ト ッ プビ ッ ト 長設定 ： 2ビ ッ ト

SW3-9 通信手順設定 OFF 1:1手順

SW3-10 コマン ド体系設定 OFF 形V680コマン ド形式

SW4-1 テス ト モー ド切替え設定① OFF 距離レベル測定

p.62

SW4-2 テス ト モー ド切替え設定② OFF

SW4-3 テス ト モー ド切替え設定③ OFF

SW4-4 テス ト 実行アンテナ指定 OFF アンテナ1指定

SW4-5 ラ イ ト ベ リ フ ァ イ有無設定 OFF ラ イ ト ベ リ フ ァ イあ り

SW4-6 下位 ト リ ガ実行設定 OFF な し

SW4-7 ラ イ ト プロテ ク ト 機能有無設定 OFF あ り

SW4-8 形V680-H01接続設定 OFF 形V680-H01以外を接続(注1.)

SW4-9 RUNモー ド設定 OFF コマン ド実行モー ド

SW4-10 高速交信設定 OFF 交信速度標準モー ド (注2.)

SW5 モー ド切替 OFF RUNモー ド
p.64

SW6 終端抵抗 OFF 終端抵抗な し

(注1.) 形V680-H01-V2使用時は、 OFFに設定し てご使用 く だ さい。

詳細は、 この章の 「デ ィ ッ プスイ ッ チの設定 (SW3、 SW4)」 の 「SW4-8 (形V680-H01接続設定)」 をご覧 く だ さい。

p.63

(注2.) 形V680S-D8KF□□のRFタグ使用時は、 交信速度高速モー ド を選択し ても交信時間は交信速度標準モー ド と変わり ませ

ん。
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■ コ ン ト ローラNo.設定スイ ッ チの設定(SW1、 SW2)

 コ ン ト ローラNo.について

1台の上位機器に複数のコ ン ト ローラ を接続する場合に、上位機器が各コ ン ト ローラ を識別する必要が

あ り ます。 そのため、 各コ ン ト ローラはそれぞれ異なる コ ン ト ローラNo.に設定し て く だ さい。

1 ： N手順のコ マン ド と レスポンスには、 コ ン ト ローラNo.が含まれていますので、 コ ン ト ローラNo.を

正し く 設定し ないと通信できません。

SW3-1がOFF(デ ィ ッ プスイ ッ チ有効)の場合のみSW1、 SW2が有効と な り ます。 SW3-1がON(内部設定有効)の場合は、 別

途コ マン ド(SP)で指定する値が有効と な り ます。

p.233

 コ ン ト ローラNo.の設定

コ ン ト ローラNo.設定スイ ッ チの出荷時設定は“00”と なっています。

コ ン ト ローラNo.設定スイ ッ チは、 32～99に設定し ないで く だ さい。

ロータ リ スイ ッ チ(SW1) を “8”に設定する と、 上位通信 ト リ ガ送信モー ド にな り ます。 この状態でモー ド切替えスイ ッ

チをON→OFFする と上位機器へレスポンスフ レームを送信し ます。

p.74

SW1 SW2
コ ン ト ローラNo.

上桁 下桁

0 0 0

0 1 1

0 2 2

0 3 3

0 4 4

0 5 5

0 6 6

0 7 7

0 8 8

0 9 9

1 0 10

1 1 11

： ： ：

2 9 29

3 0 30

3 1 31

3 2 設定禁止

3 3 設定禁止

： ： ：

9 9 設定禁止

設定例

コ ン ト ローラNo.0 コ ン ト ローラNo.17

SW1

09
8

7

6 5

3
2

1

4

SW1

09

8
7

6 5

3
2

1

4

SW2

09

8
7

6 5

3
2

1

4

SW2

09

8
7

6 5

3
2

1

4

RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 3

 章
各

種
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

第3章
通信の準備
■ デ ィ ッ プスイ ッ チの設定 (SW3、 SW4)

 SW3-1(SW切替え)

※デ ィ ッ プスイ ッ チ有効時のみSW1、 SW2、 SW3-3～SW3-9、 SW4-5～SW4-7が有効と な り ます。

内部設定有効時は別途コ マン ド(TR ・ SP)で指定する値が有効と な り ます。

別途コマン ド(TR ・ SP)で指定する前は初期値です。

p.231、 p.233

 SW3-2 (タグ メ モ リ設定)

 SW3-3、 3-4 (通信速度設定)

 SW3-5 (データ長設定)

 SW3-6、 SW3-7 (パリ テ ィ 設定)

 SW3-8 (ス ト ッ プビ ッ ト 設定)

 SW3-9 (通信手順設定)

SW3-1 説明

OFF デ ィ ッ プスイ ッ チ有効

ON 内部設定 有効

SW3-2 説明

OFF 標準モー ド

ON CA1Dモー ド

SW3-3 SW3-4 説明

OFF
OFF 9600 bps

ON 19200 bps

ON
OFF 38400 bps

ON 115200 bps

SW3-5 説明

OFF 7ビ ッ ト

ON 8ビ ッ ト

SW3-6 SW3-7 説明

OFF
OFF 偶数

ON な し

ON
OFF 奇数

ON 偶数

SW3-8 説明

OFF 2ビ ッ ト

ON 1ビ ッ ト

SW3-9 説明

OFF 1 ： 1手順

ON 1 ： N手順
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 SW3-10 (コマン ド体系設定)

 SW4-1、 SW4-2、 SW4-3 (メ ンテナンスモー ド切替え設定)

形V680-H01、 形V680-H01-V2を接続し た場合、 メ ンテナンスモー ドは使用できません。

詳細は、 「メ ンテナンスモー ド」 を参照し て く だ さい。

p.67

 SW4-4 (アンテナCH指定)

※メ ンテナンスモー ド時のみ有効と な り ます。

 SW4-5 (ラ イ ト ベ リ フ ァ イ設定)

 SW4-6 (下位 ト リ ガ実行)

※SW3-10(コ マン ド体系設定)がONの場合のみ有効と な り ます。

 SW4-7 (ラ イ ト プロテ ク ト 機能有無設定)

SW3-10 説明

OFF 形V680コマン ド形式

ON 形V600コマン ド形式

SW4-1 SW4-2 SW4-3 説明

OFF

OFF
OFF 距離レベル測定モー ド

ON 交信テス ト モー ド

ON
OFF 速度レベル測定モー ド(リー ド)

ON 速度レベル測定モー ド(ラ イ ト )

ON

OFF OFF ノ イズレベル測定モー ド

ON
OFF 交信成功率測定モー ド

ON 上位通信モニ タ モー ド

SW4-4 説明

OFF アンテナCH1

ON アンテナCH2

SW4-5 説明

OFF ラ イ ト ベ リ フ ァ イあ り

ON ラ イ ト ベ リ フ ァ イな し

SW4-6 説明

OFF な し

ON あ り(立ち上がり)

SW4-7 説明

OFF あ り

ON な し
RFID システム
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 SW4-8 (形V680-H01接続設定)

形V680-H01、 形V680-H01-V2は、 形V680-CA5D01-V2とのみ接続可能です。

形V680-CA5D02-V2ではご使用になれません。

<形V680-H01と形V680-H01-V2との違い>

<形V680-H01-V2側のデ ィ ッ プスイ ッ チの設定>

詳細は下記ユーザーズマニュアルのいずれかをご参照 く だ さい。

カ タ ログ番号 ： SCHI-709 形V680シ リーズ タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(EEPROMタ イ プ)

カ タ ログ番号 ： SCHI-707 形V680シ リーズ タグ ・ アンプユーザーズマニュアル(FRAMタ イプ)

SW4-8 説明

OFF 形V680-H01以外を接続(注1.)

ON 形V680-H01を接続

(注1.) 形V680-H01-V2をご使用の際は、 SW4-8をOFFに設定し て く だ さい。

形式 形V680-H01 形V680-H01-V2

外形

(寸法は同じ)

表示灯 アンテナ前面にLEDが1個 アンテナ前面に動作表示LEDが12個

デ ィ ッ プスイ ッ チ な し アンテナ背面にデ ィ ッ プスイ ッ チが4個

形V680メ ンテナンスモー ド 使用不可 使用可能

形V680-CA5D□□の

デ ィ ッ プスイ ッ チ設定

SW4-8 ： ON SW4-8 ： OFF

設定 機能 初期設定

SW1-1

コ ン ト ローラ選択

OFF ： 形V680-CA5D01-V□/形CS1W-V680C11/形CJ1W-V680C11

ON ： 形V680-CA1D/-CA2D 　 *1

OFF

SW1-2

RFタグ選択

OFF ： 形V680-D1KP□□(EEPROMタ イ プのRFタグ)

ON ： 形V680-D□KF□□(FRAMタ イ プのRFタグ)

OFF

SW1-3 システム予約(必ずOFFにし て く だ さい) ---

SW1-4 システム予約(必ずOFFにし て く だ さい) ---

*1 ： RFタグ(形V680-D1KP58HT)をお使いの場合のみ、 形V680-CA1D/-CA2Dと接続可能です。

その他のRFタグをお使いの場合は、 必ずSW1-1をOFFに設定し て く だ さい。

※ SW設定後は確実に保護カバーを取付けて く だ さい。
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 SW4-9 (RUNモー ド設定)

SW3-10(コ マン ド体系設定)がON(形V600コマン ド形式)の場合、 自己実行モー ドは動作し ません。

 SW4-10 (高速交信設定)

形V680-H01、 形V680-H01-V2は、 交信速度高速モー ド では使用できません。

マルチ

それぞれの交信速度については、 「交信時間およびTAT(参考)」 をご参照 く だ さい。

マルチ交信、 セレ ク テ ィ ブ交信、 FIFO交信オプシ ョ ンをご使用の際は、 このスイ ッ チの設定に関わらず標準モー ド の

交信速度と な り ます。

p.258

形V680S-D8KF□□のRFタグ使用時は、交信速度高速モー ド を選択し ても交信時間は交信速度標準モー ド と変わり ませ

ん。

■ モー ド切替えスイ ッ チの設定

形V680-H01、 形V680-H01-V2を接続し た場合、 メ ンテナンスモー ドは使用できません。

■ 終端抵抗設定
1台の上位機器に対し て、 複数のコ ン ト ローラ を接続する場合、 終端抵抗は、 直列接続された コ ン ト

ローラ も し く は上位機器のう ち、 必ず両端の機器だけを“終端抵抗あ り”に設定し、 両端以外の機器は

すべて“終端抵抗な し”に設定し て く だ さい。 設定が違う 場合は、 動作が不安定にな り ます。

このスイ ッ チは、 内蔵の終端抵抗の有無を設定できます。

SW4-9 説明

OFF コ マン ド実行モー ド

ON 自己実行モー ド

SW4-10 説明

OFF 交信速度標準モー ド

ON 交信速度高速モー ド

SW5 説明

OFF RUNモー ド

ON メ ンテナンスモー ド

SW6 説明

OFF 終端抵抗な し

ON 終端抵抗あ り
RFID システム
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動作モー ド
本コ ン ト ローラにはRUNモー ド と メ ンテナンスモー ドがあ り ます。

■ RUNモー ド
RUNモー ド にはコ マン ド 実行モー ド と自己実行モー ドがあ り ます。

電源投入時にどち らのモー ド で起動するかは、 デ ィ ッ プ SW4-9 で設定できます。 また、 上位機器から

のモー ド 変更コ マン ド (MO)でも切替えられます。

 コ マン ド実行モー ド

上位機器からのコ マン ド によ り動作を行い、 その結果をレスポンス と し て上位機器に返し ます。
上位機器 コマン ド

レスポンス

IDコ ン ト ローラ

アンテナ RFタ グ
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自己実行モー ド

動作条件は、 あらかじめコマン ド実行モー ド で動作条件設定(SE)コマン ド で登録し てお く 必要があ り ます。

p.155

コ ン ト ローラへ登録し た動作条件にし たがってRF タ グとの交信を自動的に行い(実行処理)、 その交信

結果を判断(判断条件)し、 4点の外部出力(OUT1、 OUT2、 OUT3、 OUT4)またはRS-232Cポー ト に出力す

る(結果出力)自己完結の動作を行わせる こ とができます。IDコ ン ト ローラ を上位機器から制御する必要

がないため、 簡易にシステムを構築する こ とができます。

登録可能な動作条件は下記のよ う にな り ます。

コマン ド体系が形V600の場合、 自己実行モー ドは動作し ません。 形V680の場合、 2点出力(初期設定0)、 4点出力はパラ

メ ータ設定コマン ド(SP)で切替えられます。 詳細は、 「パラ メ ータ設定コ マン ド(SP)」 を参照し て く だ さい。

p.151

設定し た動作条件はIDコ ン ト ローラ内部の不揮発メ モ リ に記憶されるため、 電源投入毎の再設定は必要あ り ません。

項目 設定内容

実行処理 交信コマン ドのみが使用可能です。

交信モー ドはRAまたはRIのみと な り ます。

判断条件 1つの出力に対し、 下記の内1つが設定できます。

1)交信結果を判断し、 出力を行います。

2)レスポンスデータ と設定データの比較を行い、 出力を行います。

結果出力 設定し た判断条件が適合し た場合、 下記の5つの出力が設定できます。 (注1)

判断条件は出力毎に個別に設定できます。

1)OUT1に出力し ます。 出力時間が設定できます。

2)OUT2に出力し ます。 出力時間が設定できます。

3)OUT3に出力し ます。 出力時間が設定できます。

4)OUT4に出力し ます。 出力時間が設定できます。

5)上位機器へレスポンスを返信し ます。

注1.入出力配列を形V600(形V680-CA5D□□-V2)と同一の配列に割当てた場合、 外部出力は2点(OUT1、 OUT2)と な り ます。
RFID システム
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■ メ ンテナンスモー ド
実際の運用に応じ たテス ト を行 う機能です。 メ ンテナンスモー ド を使用する こ とによ り、 環境下交信

性能を容易に測定でき、 システムの設置、 運用時の確認に役立ちます。

メ ンテナンスモー ド には、 以下の5つのモー ド があ り ます。

形V680-H01を接続し た場合は使用できません。

形V680-H01-V2を接続し、 形V680-H01-V2のSW1-1設定をOFFにし た場合、 メ ンテナンスモー ドは使用できません。

各モー ド に設定し ても、 すべて交信テス ト モー ド で動作し ます。

形V680-H01-V2(SW1-1=OFF)の時のこの機能は、 バージ ョ ン2.2以降で使用する こ とができます。

製品のバージ ョ ンは、 バージ ョ ン リー ド(VS) コ マン ド で確認できます。 第5章 「通信」 の 「形V680コ マン ド」 の 「バー

ジ ョ ン リー ド(VS)」、 または 「形V600コマン ド」 の 「バージ ョ ン リー ド(VS)」 を参照し て く だ さい。

p.169、 p.226

使い方

1. テス ト モー ド を設定し ます。

デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW4-1～SW4-3)を使用するテス ト モー ド に設定し ます。

p.62

2. モー ド切替えスイ ッ チ(SW5)を設定し ます。

電源を投入し、 モー ド切替えスイ ッ チ(SW5)をONにする と メ ンテナンスモー ド

にな り ます。

モー ド切替えスイ ッ チ(SW5)がONの時に電源を投入する と、 電源投入

時に メ ンテナンスモー ド にな り ます。

モー ド切替えスイ ッ チ(SW5)がONの時に電源を投入する と、 電源投入時に メ ンテナンスモー ド にな り ます。 コマン ド実

行中に メ ンテナンスモー ド(上位通信モニ タ モー ド以外)になった場合、 実行中の処理は中断されます。 ラ イ ト 系コ マン

ド実行中の場合、 途中までRFタグの内容が書き換わっている可能性があ り ますので注意し て く だ さい。

別のモー ド に切替える場合は、 デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW4-1～SW4-3)でテス ト モー ド を切替え後、 モー ド切替えスイ ッ チ

(SW5)をOFF→ONし て く だ さい。

名称 内容

距離レベル測定モー ド アンテナとRFタグの設置距離が交信領域に対し て、 どの程度の距離にあるかを計測し てバー

LEDと モニ タ表示(7セグLED)に表示し ます。

交信テス ト モー ド RFタグとの交信を実行し、 モニ タ表示(7セグLED)に交信結果を示す終了コー ド を表示し ます。

速度レベル測定モー ド アンテナの交信領域を通過するRFタグの速度に応じ て連続し て交信できる回数を計測し、 速

度レベルと し てバー LEDと モニ タ表示(7セグLED)に表示し ます。

ノ イズレベル測定モー ド 設置された周囲環境のノ イズレベルを測定し てモニ タ表示(7セグLED)に表示し ます。

交信成功率測定モー ド RFタグとの交信を リ ト ラ イな し で100回実行し、 結果と し て交信成功率をモニ タ表示(7セグ

LED)に表示し ます。

上位通信モニ タ モー ド 上位機器との通信コマン ド およびレスポンスをUSBポー ト から出力する こ とができます。
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距離レベル測定モー ド

上位機器を接続せずに、 アンテナ ・ RFタグの取付け位置を容易に確認できます。

アンテナ-RFタグの設置距離が交信領域に対し て、どの程度の距離にあるかをモニ タ表示(7セグLED)と

バー LEDに表示し ます。

距離レベルは、 周囲環境の影響によ り大き く 変化し ます。 設置位置の目安と し ていただき、 実際の設置環境において

RUNモー ド でのテス ト も十分に実施し て く だ さい。

また、 距離レベル4以上の数値を示さ ない場合があ り ますが、 RUNモー ド における性能に影響はな く 、 異常ではあ り ま

せん。

1. 距離レベル測定モー ド に し ます。

SW4-1 ： OFF、 SW4-2 ： OFF、 SW4-3 ： OFF、 SW5 ： ON

2. アンテナの交信領域内にRFタグを入れます。

右図は距離レベルのイ メ ージです。 RF タグ と アンテナの組合せによ って

はレベル表示が“01”～“06”までの順と ならない場合があ り ます。

3. バー LEDと モニ タ表示(7セグLED)に距離レベルを表示し ます。

正常に読取れたレベルを“01”～“06”で表示し ます。 アンテナの交信領域内にRFタグ

がない場合は“--”を表示し ます。

また、 測定結果をUSBポー ト よ り出力し ます。

<USBポー ト への出力について>
距離レベル、 アンテナCHを出力し ます。
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速度レベル測定モー ド(リー ド/ラ イ ト )

上位機器を接続せずに、 RFタグ移動速度および使用可能なバイ ト 数を容易に確認できます。

RFタグが移動する速度がアクセスするバイ ト 数に対し て、 どの程度の余裕があるかをバー LEDに表示

し ます。

速度レベル測定モー ド(ラ イ ト )は擬似的に行っていますので、 RFタグにデータの書き込みは行っていません。

あらかじめパラ メ ータ設定コマン ド(SP)で設定されたテス ト 実行バイ ト 数での速度レベルを測定し ます。

詳細は 「パラ メ ータ設定コマン ド(SP)」 を参照し て く だ さい。

p.151

1. 速度レベル測定モー ド に し ます。

〈リー ド する場合〉

SW4-1 ： OFF、 SW4-2 ： ON、 SW4-3 ： OFF、 SW5 ： ON

〈ラ イ ト する場合〉

SW4-1 ： OFF、 SW4-2 ： ON、 SW4-3 ： ON、 SW5 ： ON

2. RFタグを移動させます。

3. バー LEDと モニ タ表示(7セグLED)に速度レベルを表示し ます。

モニ タ表示(7セグLED)には交信成功回数を“01”～“99”(待機状態は“--”)で表示し ま

す。 100回以上成功し た場合は“99”、 RF タグがアンテナの交信領域に入ってから最

初の交信で失敗し た場合は“EE”表示し ます。

バー LEDには速度レベルを表示し ます。 交信が2回成功するご とにバー LEDが1個づ

つ点灯し ていき、 12回以上成功で6個点灯し ます。

また、 測定結果をUSBポー ト よ り出力し ます。

<USBポー ト への出力について>
交信成功回数、 アンテナCHを出力し ます。
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 ノ イズレベル測定モー ド

上位機器を接続せずに、 空間 ノ イズ、 ノ イズ源、 ノ イズ対策の効果を確認できます。

周囲環境における ノ イズレベルを測定し、 モニ タ表示LEDに表示し ます。

また、 USBポー ト へ出力結果と し て、 ノ イズレベル“00”～“99”を出力できます。

1. ノ イズレベル測定モー ド にし ます。

SW4-1 ： ON、 SW4-2 ： OFF、 SW4-3 ： OFF、 SW5 ： ON

2. ノ イズレベル測定を開始し ます。

3. 測定結果をモニ タ表示(7セグLED)に ノ イズレベルを表示し ます。

周囲環境における ノ イズレベルを“00”～“99”で表示し ます。

また、 測定結果をUSBポー ト よ り出力し ます。

<USBポー ト への出力について>
ノ イズレベル、 アンテナCHを出力し ます。
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 3

 章
各

種
ス

イ
ッ

チ
の

設
定

第3章
通信の準備
交信成功率測定モー ド

上位機器を接続せずに交信成功率を確認できます。

リ ト ラ イな しの状態で、 アンテナ－RFタグ間の交信成功率をモニ タ表示LEDに表示し ます。

交信成功率はリ ー ド で測定し ています。

1. 交信成功率測定モー ド に し ます。

SW4-1 ： ON、 SW4-2 ： ON、 SW4-3 ： OFF、 SW5 ： ON

2. アンテナの交信領域内にRFタグを入れます。

3. モニ タ表示(7セグLED)に交信成功率を表示し ます。

交信成功率を“01”～“99”で表示し ます。

交信成功率が0%の場合は“EE”、 100%の場合は“FF”を表示し ます。

また、 測定結果をUSBポー ト よ り出力し ます。

<USBポー ト への出力について>
交信成功率、 アンテナCHを出力し ます。
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上位通信モニ タ モー ド(プロ ト コルアナラ イザ機能)

上位機器から シ リ アル通信(RS-232C、 RS-422、 RS-485)で送られたコ マン ド 、 実行結果のレスポンス

をモニ タポー ト (USB)に出力させ、 上位通信ラ イ ンのプロ ト コルアナラ イザ機能と し て使用できます。

1. モニ タ モー ド にし ます。

SW4-1 ： ON、 SW4-2 ： ON、 SW4-3 ： ON、 SW5 ： ON

RUN モー ド 時に上位機器からの動作モー ド 変更(MO) で も切替え られま

す。

p.155

2. IDコ ン ト ローラにモニ タ機器(パソ コ ンなど)をUSB接続し ます。

3. 上位機器と通信する と モニ タ機器にコマン ド、 レスポンスが出力されます。
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■ 便利な機能

交信テス ト モー ド

上位機器を接続せずにRFタグとの交信可否を確認する こ とができます。

RF タグ との交信を実行し、 モニ タ表示(7セグLED)に交信結果を示す終了コー ド を表示し ます。 また、

コ ン ト ローラが盤内設置された場合、 モニ タ表示(7セグLED)が見えないためモニ タ機器で確認できる

よ う に測定結果をUSBポー ト よ り出力し ます。

交信テス ト はリ ー ドのみ確認し ています。 ラ イ ト での確認は行っていません。

あらかじめパラ メ ータ設定コマン ド(SP)で設定されたテス ト 実行バイ ト 数の交信テス ト を実行し ます。

詳細は 「パラ メ ータ設定コマン ド(SP)」 を参照し て く だ さい。

p.151

1. 使用するアンテナを設定し、 電源を投入し ます。

アンテナCH指定 ： SW4-4

2. 交信テス ト モー ド にし ます。

SW4-1 ： OFF、 SW4-2 ： OFF、 SW4-3 ： ON、 SW5 ： ON

3. 交信テス ト を開始し ます。

4. RFタグ との交信結果をモニ タ表示(7セグLED)に表示し ます。

モニ タ表示(7セグLED)に、 終了コー ド を表示し ます。

また、 測定結果をUSBポー ト よ り出力し ます。

<USBポー ト への出力について>
終了コー ド、 アンテナCHを出力し ます。

p.173
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上位通信確認モー ド

本機からの送信が外部機器へ伝達されているのかを確認できます。

ID コ ン ト ローラ と上位機器の接続において、 通信設定、 通信配線などの ト ラ ブル要因を特定しやす く

するために、 IDコ ン ト ローラから自立的に上位機器にレスポンスを送信する機能です。

1. デ ィ ッ プスイ ッ チ (SW3-3 ～ SW3-8) を使用する通信設定に設定

し、 電源を投入し ます。

p.61

2. モー ド切替えスイ ッ チ(SW5)がONの場合はOFFにし ます。

3. ロータ リ スイ ッ チ(SW1)を“8”に設定し ます。

4. モー ド切替えスイ ッ チ(SW5)をOFF→ONし ます。

以下の順に上位機器へレスポンスフ レームを送信し ます。

①RS-232Cポー ト から レスポンスフ レームを送信。

②RS-422/RS-485ポー ト から レスポンスフ レームを送信

③USBポー ト から レスポンスフ レームを送信

ロー タ リ ス イ ッ チ(SW1) を戻すまで、 モー ド 切替えス イ ッ チ

(SW5) を Ｏ Ｆ Ｆ →ONする毎に上記①～③の動作を繰り返し ま

す。

上位機器との通信を確認後、 必ずロータ リ スイ ッ チ(SW1)の設定を元に戻し て く だ さい。

は
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<上位機器へのレスポンスについて>
・ デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW3-1)がOFFの場合(デ ィ ッ プスイ ッ チ有効時)
デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW3-3～SW3-8)で設定し た通信設定の内容をレスポンス し ます。

・ デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW3-1)がONの場合(内部設定有効時)
通信条件設定コ マン ド (TR)で設定し た通信設定の内容をレスポンス し ます。
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第3章
通信の準備
タグ メ モ リ設定

タグ メ モ リ設定の概要
形V680-CA1D/-CA2Dおよび形V680-CA5D01-V2(バージ ョ ン2.3以降で タグ メ モ リ設定がCA1Dモー ド )

と、 形V680-CA5D01-V2(バージ ョ ン2.1以前)および形V680-CA5D01-V2(バージ ョ ン2.3以降で タグ メ モ

リ設定が標準モー ド )では、 形V680-D1KP58HTを除 く 形V680-D1KP□□に対し て、 RF タグ内部のア ド

レスマ ッ プが反転し ます。 このため形V680-CA1D/-CA2D でお使いのRF タグを使用される場合は、 本

機のタグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド と なるよ う必ず設定し て く だ さい。

■ 使用できるRFタグの制限
タグ メ モ リ設定でCA1Dモー ド を用いる場合は、 使用でき るRF タグが形V680-D1KP□□のみと な り ま

す。 形V680-D□KF□□は使用できません。

■ タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド でのラ イ ト プロテ ク ト 機能
タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド を使用する場合、必ずラ イ ト プロテ ク ト 機能を 「無効」 に設定し て く だ さい。

使用可能RFタグ 使用不可RFタグ

形式 形式

形V680-D1KP58HT 形V680-D2KF52M

形V680-D1KP58HTN 形V680-D2KF52M-BT01

形V680-D1KP52MT 形V680-D2KF52M-BT11

形V680-D1KP52M-BT01 形V680-D8KF67

形V680-D1KP52M-BT11 形V680-D8KF67M

形V680-D1KP53M 形V680-D8KF68

形V680-D1KP66T 形V680-D32KF68

形V680-D1KP66T 形V680S-D2KF67/-D8KF67

形V680S-D2KF67M/-D8KF67M

形V680S-D2KF68/-D8KF68

形V680S-D2KF68M/-D8KF68M
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タグ メ モ リ設定の選択
タグ メ モ リ設定の設定で、 標準モー ド とCA1Dモー ドのどち ら を選択するかについては、 以下のフ ロー

チャー ト を参照し て く だ さい。

耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)を用いない場合
タグ メ モ リ設定は標準モー ド に設定し て く だ さい。

 デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”にし ている場合)

SW3-2 ： タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド設定を“OFF”に設定し、 タグ メ モ リ設定標準モー ド にし ます。

内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

パラ メ ータ設定(SP) コ マン ド で タグ メ モ リ設定を標準モー ド に設定し て く だ さい。 処理コー ド “L” ：

タ グ メ モ リ設定をV600プロ ト コル設定時は“0”、V680プロ ト コル設定時は“00”に設定し、 タグ メ モ リ

設定を標準モー ド に設定し ます。

工場出荷時の設定は、 タグ メ モ リ設定標準モー ド と な り ます。

パラ メ ータ設定コ マン ド (SP)の詳細については、 第5章 「通信」 の 「形V680 コ マン ド」 の 「パラ メ ータ設定コ マン ド

(SP)」、 または 「形V600コマン ド」 の 「パラ メ ータ設定コマン ド(SP)」 を参照し て く だ さい。

p.151、 p.233
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耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)を用いるが、

形V680-CA1D/-CA2Dを使用し ていない場合
タグ メ モ リ設定は標準モー ド に設定し て く だ さい。

 デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”にし ている場合)

SW3-2 ： タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド設定を“OFF”に設定し、 タグ メ モ リ設定標準モー ド にし ます。

内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

パラ メ ータ設定(SP)コ マン ド で タグ メ モ リ設定を標準モー ド に設定し て く だ さい。 処理コー ド“L” ： タ

グ メ モ リ設定をV600プロ ト コル設定時は“0”、 V680プロ ト コル設定時は“00”に設定し、 タグ メ モ リ設

定を標準モー ド に設定し ます。

工場出荷時の設定は、 タグ メ モ リ設定標準モー ド と な り ます。

パラ メ ータ設定コ マン ド (SP)の詳細については、 第5章 「通信」 の 「形V680 コ マン ド」 の 「パラ メ ータ設定コ マン ド

(SP)」、 または 「形V600コマン ド」 の 「パラ メ ータ設定コマン ド(SP)」 を参照し て く だ さい。

p.151、 p.233

■ 高温保存後の注意
耐熱タグ(形V680-D1KP58HTN、 形V680-D1KP58HT)をお使いの場合は、 高温での保存後はデータ変更

の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。 本書中の高温とは125℃を超え250℃までの温

度を指し ます。
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形V680-CA1D/-CA2Dを使用し ている場合
タグ メ モ リ設定はCA1Dモー ド に設定し て く だ さい。

■ タグ メ モ リ設定CA1Dモー ドの設定方法
形V680-CA1D/-CA2Dでお使いの環境から移行される場合、必ずコ マン ド体系設定と ラ イ ト プロテ ク ト

機能設定に制限がかかり ます。

タグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド にする際は、 以下の設定が必要です。

 デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”にし ている場合)

1.SW3-9 ： 通信手順設定を“ON”に設定し、 通信手順を1 ： N手順と し ます。

2.SW3-10 ： コ マン ド体系設定を“ON”に設定し、 コ マン ド体系を形V600コ マン ド 形式と し ます。

3.SW4-7 ： ラ イ ト プロテ ク ト 設定を“ON”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を無効と し ます。

4.SW3-2 ： タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド設定を“ON”に設定し、 タグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド と し ます。

内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

1.パラ メ ータ設定コ マン ド (SP)の処理コー ド “J” ： コ マン ド体系設定を “0”に設定し、 コ マン ド体系を

形V600コ マン ド 形式と し ます。

2.パラ メ ータ設定コ マン ド (SP)の処理コー ド “H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定を“1”に設定し、 ラ イ ト

プロテ ク ト 機能を無効と し ます。

3.パラ メ ータ設定コ マン ド (SP)の処理コー ド “L” ： タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド 設定を“1”に設定し、 タ

グ メ モ リ設定をCA1Dモー ド と し ます。

工場出荷時の設定は、 タグ メ モ リ設定標準モー ド と な り ます。

パラ メ ータ設定コ マン ド (SP)の詳細については、 第5章 「通信」 の 「形V680 コ マン ド」 の 「パラ メ ータ設定コ マン ド

(SP)」、 または 「形V600コマン ド」 の 「パラ メ ータ設定コマン ド(SP)」 を参照し て く だ さい。

p.151、 p.233
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■ タグ メ モ リ設定標準モー ド時の動作
形V680-CA1D/-CA2Dでデータ を ラ イ ト し た形V680-D1KP58HTNを、 形V680-CA5D01-V2で リー ド する

と、 1ブロ ッ ク(8バイ ト )単位で反転し たア ド レスにあるデータ を読み取り ます。

形V680-CA1D/-CA2Dを使用し ているお客様で、 形V680-CA5D01-V2を同一ラ イ ンにてご使用になる場

合はバージ ョ ン2.3以降の形V680-CA5D01-V2を用いて、 タグ メ モ リ設定をCA1Dモー ド に設定し て く だ

さい。
RFID システム
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■ タグ メ モ リ設定CA1Dモー ド時の動作
形V680-CA5D01-V2(バージ ョ ン2.3以降)のタグ メ モ リ設定がCA1Dモー ド では、 形V680-D1KP58HTを除

く 形V680-D1KP□□に対し て、 形V680-CA1D/-CA2D と同様に、 ブロ ッ ク単位で反転し たア ド レスで

リー ド ・ ラ イ ト を行います。 このため、 形V680-CA1D/-CA2Dでラ イ ト し たRF タグと同じ ア ド レスの

データ を リー ド する こ とができます。 
81
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試運転

取付け時は、 メ ンテナンスモー ド による環境確認、 設置確認を十分に行って く だ さい。

p.67

電源投入

外部入力端子の機能の
動作確認

･電源電圧、 電源端子接続を確認する。

･入出力端子への電源電圧を確認する。

･IDコ ン ト ローラ と アンテナのPOWER LEDを確認する。

･リ セ ッ ト 入力による停止動作を確認する。

･リー ド コマン ド によるアンテナ⇔RFタグ間の交信を確認する。

･テス ト コマン ド による上位機器⇔IDコ ン ト ローラ間の通信を確認する。

･実際のコマン ド、 入出力状態における ト ータルシステムを確認する。

リード コマン ドによる
交信確認

上位機器による
オン ラ イ ンテス ト

システムの試運転

完了
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上位機器との通信テス ト
テス ト コ マン ド によ りIDコ ン ト ローラ と上位機器との通信テス ト を行います。

システム全体の試運転を行う 前にケーブルの接続や通信処理動作を確認できます。

1. 上位機器側で簡単な通信プログラムを作成し、 テス ト コ マン ド (TS)を送信し ます。

通信系が正常であれば、 コ ン ト ローラは受信し たデータ を送信し ます。

テス ト コマン ド については、 「テス ト コマン ド(TS)」 を参照し て く だ さい。

p.168

■ 例
コ ン ト ローラNo.2へメ ッ セージデータ“OMRON”を送信する場合
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アンテナ-RFタグ間の交信テス ト
実際のコ マン ド によ り、 アンテナ-RFタグ間の交信テス ト を行います。

1. 上位機器よ り リ ー ド コ マン ド (交信指定“SA”)を送信し ます。

リー ド コマン ド については、 「リー ド(RD)」 を参照し て く だ さい。

p.121

2. アンテナの交信面にRFタグを近づけます。

アンテナの交信領域内に入る と RF タグのデータ を読出し ます。 正常に交信できない場合は、 モニ タ表示にエラーコー ドが表示

されます。

モニ タ表示に“00”以外の終了コー ドが表示された場合は、「異常内容一覧」 を参照し、 エラーの対処を行って く だ さい。

p.121
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ト リ ガ入力(下位 ト リ ガ実行)

ID コ ン ト ローラへRF タグの処理開始のタ イ ミ ングを知らせる ト リ ガ入力が各アンテナに対し て 1点ず

つ計2点あ り ます。 IDコ ン ト ローラはコ マン ド受信後、 ト リ ガ入力が立ち上がるのを待っ て、 RFタ グと

の交信を行います。

オー ト コ マン ド で使用し た場合には、 ト リ ガ入力の立ち上がりから、 RF タ グの接近待ちを行います。

し たがっ て、 コ マン ド 受信から ト リ ガ入力の立ち上がり までにRF タグが接近し ても リー ド / ラ イ ト 処

理は行いません。

＊ ト リ ガ入力待ち状態にRFタグが接近し ても、 処理し ません。

Y

Y

※コ マン ド 処理中に ト リ ガ入力が変化し ても、 処理は中断されません。
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ラ イ ト プロテ ク ト 機能

ラ イ ト プロテ ク ト 機能はRFタグに保存された製品形式や機種などの重要なデータ を誤書込みによ り消失し な

いよ う にも う けられた保護機能です。

重要なデータ を書き込んだあとは、 以下の方法でラ イ ト プロテ ク ト を設定し て く だ さい。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は本ID コ ン ト ローラの機能です。 他社製リ ーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな り ませんの

で、 ご注意 く だ さい。

ラ イ ト プロテ ク ト 設定方法
IDコ ン ト ローラ とRFタグにラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用するための有効 ・ 無効設定があ り ますので、

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、 必ず、 IDコ ン ト ローラ とRFタグの設定を行っ て く だ さい。

また、 形V680コ マン ド 使用時と形V600コ マン ド使用時でRFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ

マ ッ プが異な り ますので、 お客様がご使用のコ マン ド に対応し た設定方法を使用し て く だ さい。

■ 形V680コ マン ド を使用時のラ イ ト プロテ ク ト 設定方法

1. IDコ ン ト ローラのラ イ ト プロテ ク ト 機能を“有効” に設定し ます。

･ デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”に し ている場合)

SW4-7 ： ラ イ ト プロテ ク ト を“OFF”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を有効と し ます。

･ 内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

パラ メ ータ設定コ マン ド(SP)の処理コー ド“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定を“01”に設定し、

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を有効と し ます。

工場出荷時の設定は、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能有効と な り ます。

パラ メ ータ設定コマン ド(SP)の詳細については、 「コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

p.116

2. RFタグにラ イ ト プロテ ク ト を設定し ます。

RFタグのア ド レス0000Hex～0003Hex番地に、ラ イ ト プロテ ク ト の開始ア ド レス と終了ア ド レスを書込

むと、 開始ア ド レスから終了ア ド レスまでのエ リ アがラ イ ト プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト で指定し ます。

RFタ グのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト の設定

１ ： ラ イ ト プロテ ク ト する（有効）

０ ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない（無効）

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex 有効/無効 開始ア ド レスの上位2桁(00～7F)

0001Hex 開始ア ド レスの下位2桁(00～FF)

0002Hex 終了ア ド レスの上位2桁(00～FF)

0003Hex 終了ア ド レスの下位2桁(00～FF)
87
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



88

第
 4

 章
ラ

イ
ト

プ
ロ

テ
ク

ト
機

能

第4章
機能
･ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定可能範囲

開始ア ド レス ： 0004Hex～7FFFHex

終了ア ド レス ： 0004Hex～FFFFHex

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、 RF タグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex) と それ以外の領域

（ア ド レス0004Hex以降）の2回に分けて書き込みを行って く だ さい。 ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト が1のと きにRFタグのラ イ

ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)を超える書き込みを行った場合、 ラ イ ト プロテク ト エラーと な り ます。

RF タグのラ イ ト プロテク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)は、 ラ イ ト プロテク ト 機能を使用し ない場合は、 ユーザメ モ

リ と し て使用できます。 RF タグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0000Hex～0003Hex)をユーザメ モ リ と し て使用する場合

は、 必ず、 IDコ ン ト ローラのラ イ ト プロテ ク ト 設定を無効に設定し て く だ さい。
RFID システム
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 RFタグのラ イ ト プロテ ク ト の設定例

開始ア ド レス < 終了アド レスに設定した場合

開始アド レスから終了アド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

開始ア ド レス = 終了ア ド レスに設定し た場合

設定したアド レス1バイ トのみの領域がライ ト プロテク ト されます。

終了ア ド レス > RFタグの最終ア ド レスに設定し た場合

開始アド レスから、 RFタグの最終ア ド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 1 1

8 3

0001Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0002Hex

0 0 0 0 0 0 1 1

0 3

0003Hex

1 1 1 1 1 1 1 1

F F
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開始アド レス > 終了ア ド レスに設定した場合

開始ア ド レスからRF タグの最終ア ド レスまでの領域と、 0004Hex～終了アド レスまでの領域がライ ト プロテ

ク ト されます。

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

■ 形V680コ マン ド を使用時のラ イ ト プロテ ク ト 解除方法
 使用中の一部のRFタグのラ イ ト プロテ ク ト 機能を解除する場合

ラ イ ト プロテ ク ト にて保護し ているデータの書換えを行いたい、 等で、 一時的にラ イ ト プロテ ク ト を
解除するには、 RFタグのメ モ リのア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト を“0”に設定し て く だ さい。

 使用中の弊社製RFIDシステム全てに対し てラ イ ト プロテ ク ト 機能を解除する場合
RFタグの全メ モ リ領域をユーザメ モ リ と使用し たい、 等で、 ラ イ ト プロテ ク ト を解除するには、 以下
のどち らかの方法で全てのIDコ ン ト ローラに設定し て く だ さい。

･ デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”にし ている場合)

SW4-7 ： ラ イ ト プロテク ト を“ON”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を無効と し ます。

･ 内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

パラ メ ータ設定コマン ド(SP)の処理コー ド“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定を“00”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を無効と

し ます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能使用上の注意点

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、 本IDコ ン ト ローラの機能です。 他社製リーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな り ません。

パラ メ ータ設定コマン ド(SP)の詳細については、 「コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

p.116

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 1

8 1

0001Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0002Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 4

 章
ラ

イ
ト

プ
ロ

テ
ク

ト
機

能
第4章
機能
■ 形V600コ マン ド を使用時のラ イ ト プロテ ク ト 設定方法
形V600シ リーズでは、 EEPROM(電池レス)タ イプデータキャ リ ア ： 形V600-D23P□□、 S-RAM(電池内

蔵)タ イプデータキャ リ アのそれぞれにラ イ ト プロテ ク ト 設定方法があ り ま し た。

形V680シ リーズのIDコ ン ト ローラにおいて形V600コ マン ド を使用される場合、 IDコ ン ト ローラの内部

設定とRFタグのタ イプを選択する こ と で、 従来同様のラ イ ト プロテ ク ト 設定方法を使用可能です。

- EEPROMタ イプ ： 形V680-D1KP□□使用の場合 　 形V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式

- FRAMタ イプ ： 形V680-D2K/8K/32KF□□使用の場合 　 形V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式

形V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式と形V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式は、 使用するRFタグによ って本ID

コ ン ト ローラが自動的に切り替えるため、 お客様での設定は不要です。

形V600 EEPROMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式と形V600 S-RAMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式は、 バージ ョ ンがVer2.1以降のも

ので使用できます。 バージ ョ ン確認方法は18ページを参照し て く だ さい。

また、 EEPROM と FRAMでも同一のRF タグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域と し たい場合は、 形V680 ラ イ

ト プロテ ク ト 方式のラ イ ト プロテ ク ト を使用する こ とが可能です。

1. IDコ ン ト ローラのラ イ ト プロテ ク ト 機能を“有効” に設定し ます。

･ デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”に し ている場合)

SW4-7 ： ラ イ ト プロテ ク ト を“OFF”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を有効と し ます。

･ 内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

パラ メ ータ設定コ マン ド(SP)の処理コー ド“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定を“1”に設定し、

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を有効と し ます。

工場出荷時の設定は、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能有効と な り ます。

パラ メ ータ設定コマン ド(SP)の詳細については、 「コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

p.177

2. ラ イ ト プロテ ク ト 方式を設定し ます。

内部設定コ マン ド(SP)の処理コー ド“J” ： ラ イ ト プロテ ク ト 方式にて、 V600ラ イ ト プロテ ク ト 方式、 ま

たは、 V680ラ イ ト プロテ ク ト 方式を設定し て く だ さい。

パラ メ ータ設定コマン ド(SP)の詳細については、 「コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

p.177

3. RFタグにラ イ ト プロテ ク ト 設定し ます。
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 形V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式の場合

(V600ラ イ ト プロテ ク ト 方式を設定し、 形V680-D1KP□□を使用し ている場合)

RF タグのア ド レス0000Hex番地にラ イ ト プロテ ク ト 終了ア ド レスを書込むと、 ア ド レス0001Hex番地～(

終了ア ド レス)のエ リ アがラ イ ト プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0000Hex番地の最上位ビ ッ ト で指定し ます。

従ってア ド レス0080Hex～03E7Hexまでを終了ア ド レス と し て設定する こ とはできません。

終了ア ド レスを00Hex と設定する と ア ド レス0001Hex～03E7Hexまでがラ イ ト プロテ ク ト されます。

形V600 EEPROMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式と形V600 S-RAMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式は、 バージ ョ ンがVer2.1以降のも

ので使用できます。 バージ ョ ン確認方法は18ページを参照し て く だ さい。

V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式のRFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト の設定

１ ： ラ イ ト プロテ ク ト する（有効）

０ ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない（無効）

･ 終了ア ド レスの設定可能範囲

終了ア ド レス ： 00Hex、 01～7FHex

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、 RF タ グのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域( ア ド レス0000Hex) と それ以外の領域（ア ド レス

0001Hex以降）の2回に分けて書き込みを行って く だ さい。 ア ド レス0000Hexの最上位ビ ッ ト が1のと きにRFタグのラ イ ト プロテ ク ト

設定領域(ア ド レス0000Hex)を超える書き込みを行った場合、 ラ イ ト プロテク ト エラーと な り ます。

ラ イ ト プロテ ク ト 設定例

＜ア ド レス0001Hexから0012Hex番地までを ラ イ ト プロテ ク ト する場合＞

＜終了ア ド レスを“00Hex”に設定し た場合＞

ア ド レス0000Hex番地を除 く 領域がラ イ ト プロテ ク ト されます。

RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex 有効/無効 終了ア ド レス

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex

1 0 0 1 0 0 1 0

9 2

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0
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 形V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式の場合

(V600ラ イ ト プロテ ク ト 方式を設定し、 形V680-D2K/8K/32KF□□を使用し ている場合)

RFタグのア ド レス0002Hex～0005Hex番地に、 ラ イ ト プロテ ク ト の開始ア ド レス と終了ア ド レスを書込む

と、 開始ア ド レスから終了ア ド レスまでのエ リ アがラ イ ト プロテ ク ト されます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト で指定し ます。

なお、 形V600 S-RAM タ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式では、 ID コ ン ト ローラのラ イ ト プロテ ク ト 設定が

有効のと き、 ア ド レス0000Hexと0001HexはRFタグ側ラ イ ト プロテ ク ト 機能の有効、 無効に関係な く 、 常

にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り ます。

形V600 EEPROMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式と形V600 S-RAMタ イ プ ラ イ ト プロテ ク ト 方式は、 バージ ョ ンがVer2.1以降のも

ので使用できます。 バージ ョ ン確認方法は18ページを参照し て く だ さい。

V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテク ト 方式のRFタグのラ イ ト プロテク ト 設定領域メ モ リ マ ッ プ

･ ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト の設定

１ ： ラ イ ト プロテ ク ト する（有効）

０ ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない（無効）

･ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定可能範囲

開始ア ド レス ： 0006Hex～7FFFHex

終了ア ド レス ： 0006Hex～FFFFHex

ラ イ ト プロテ ク ト 機能を使用する場合は、RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域(ア ド レス0002Hex～0005Hex)と それ以外の領域 （ア

ド レス0006Hex以降）の2回に分けて書き込みを行って く だ さい。 ア ド レス0002Hexの最上位ビ ッ ト が1のと きにRFタグのラ イ ト プロ

テ ク ト 設定領域(ア ド レス0002Hex～0005Hex)を超える書き込みを行った場合、 ラ イ ト プロテ ク ト エラーと な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0002Hex 有効/無効 開始ア ド レスの上位2桁(00～7F)

0003Hex 開始ア ド レスの下位2桁(00～FF)

0004Hex 終了ア ド レスの上位2桁(00～FF)

0005Hex 終了ア ド レスの下位2桁(00～FF)
93
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



94

第
 4

 章
ラ

イ
ト

プ
ロ

テ
ク

ト
機

能

第4章
機能
 RFタグのラ イ ト プロテ ク ト の設定例

開始ア ド レス < 終了アド レスに設定した場合

開始アド レスから終了アド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

開始ア ド レス = 終了ア ド レスに設定し た場合

設定したアド レス1バイ トのみの領域がライ ト プロテク ト されます。

終了ア ド レス > RFタグの最終ア ド レスに設定し た場合

開始アド レスから、 RFタグの最終ア ド レスまでの領域がライ ト プロテク ト されます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

・ ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り ます。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0003Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5

0004Hex

0 0 0 0 0 0 0 1

0 1

0005Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex

1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

0004Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0005Hex

0 0 1 0 0 0 0 1

2 1

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex

1 0 0 0 0 0 1 1

8 3

0003Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0004Hex

1 1 1 1 1 1 1 1

F F

0005Hex

1 1 1 1 1 1 1 1

F F
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開始アド レス > 終了ア ド レスに設定した場合

開始ア ド レスからRF タグの最終ア ド レスまでの領域と、 0006Hex～終了アド レスまでの領域がライ ト プロテ

ク ト されます。

・ RFタグのラ イ ト プロテ ク ト 設定領域はラ イ ト プロテ ク ト の対象外と な り ます。

・ ア ド レス0000Hexおよび0001Hexはラ イ ト プロテ ク ト 設定の有効/無効に関係な く 常にラ イ ト プロテ ク ト が有効と な り ます。

形V680ラ イ ト プロテ ク ト 方式の場合

形V680コ マン ド でのRFタグの設定と同じ設定方法と な り ますので、 「形V680コ マン ド を使用時のラ イ

ト プロテ ク ト 設定方法」 の 「2． RFタグにラ イ ト プロテ ク ト を設定し ます」 を参照し て く だ さい。

ア ド レス ビ ッ ト 上位桁 下位桁

0002Hex

1 0 0 0 0 0 0 1

8 1

0003Hex

0 0 1 0 0 0 0 0

2 0

0004Hex

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0005Hex

0 0 0 1 0 1 0 1

1 5
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■ 形V600コ マン ド を使用時のラ イ ト プロテ ク ト 解除方法
 使用中の一部のRFタグのラ イ ト プロテ ク ト 機能を解除する場合

ラ イ ト プロテ ク ト にて保護し ているデータの書換えを行いたい、 等で、 一時的にラ イ ト プロテ ク ト を

解除するには、 RFタグの以下のメ モ リのア ド レスの最上位ビ ッ ト を“0”に設定し て く だ さい。

- 　 V600 EEPROMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式 ア ド レス0000Hex

- 　 V600 S-RAMタ イプ ラ イ ト プロテ ク ト 方式 ア ド レス0002Hex

- 　 V680ラ イ ト プロテ ク ト 方式 ア ド レス0000Hex

 使用中の弊社製RFIDシステム全てに対し てラ イ ト プロテ ク ト 機能を解除する場合

RFタグの全メ モ リ領域をユーザメ モ リ と使用し たい、 等で、 ラ イ ト プロテ ク ト を解除するには、 以下

のどち らかの方法で全てのIDコ ン ト ローラに設定し て く だ さい。

･ デ ィ ッ プスイ ッ チを使用し ている場合(SW3-1を“OFF”にし ている場合)

SW4-7 ： ラ イ ト プロテク ト を“ON”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を無効と し ます。

･ 内部設定を使用し ている場合(SW3-1を“ON”にし ている場合)

パラ メ ータ設定コマン ド (SP)の処理コー ド “H” ： ラ イ ト プロテク ト 機能設定を “0”に設定し、 ラ イ ト プロテ ク ト 機能を無効と

し ます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能使用上の注意点

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、 本IDコ ン ト ローラの機能です。 他社製リーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな り ません。

パラ メ ータ設定コマン ド(SP)の詳細については、 「コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

p.177
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RFタグの寿命検知機能

書換え回数管理コ マン ド (MDS/MDL)にて、RF タグの書換え回数オーバーの判定を行う こ とができます。 コマ

ン ド (MDS) で指定し た書換え回数管理エ リ アのデータから書換え回数を減算する こ と で書換え回数オーバー

か否かを判定し ます。

また、 コ マン ド (MDL) で指定し た書換え回数管理エ リ アのデータ に書込み回数を加算し、 10万回書込みオー

バーか否かを判定し ます。 コ マン ド(MDL)はRFタグ書込み寿命回数10万回仕様専用コ マン ド です。

MDSコマン ドの場合
先頭アド レスから3バイ トが書換え回数管理エリアになり

ます。 このエリアに書換え回数を減算した値を書込み、 こ

の値が0回(00Hex)になった場合は、 ワーニングと して終了

コード ：76が返されます。 したがって書込み回数を管理す

るためにはあらかじめ管理エ リアに書込み寿命回数を入

れる必要があります。1670万回までの任意の書込み回数に

対応できますが、EEPROMタ イプRFタグの書き込み寿命回

数は25℃以下では10万回（0186A0Hex）ですので、 それ以下

の値に設定して く ださい。

書換え回数は、 16進数で管理エリアに書込まれています。

リード コマン ドで読出すこ と も可能です。

また、 管理エリア内のデータが既に0回の場合には、 管理

エリアの値は更新されず、ワーニングのみがレスポンスと

して返されます。

更新する回数を“00Hex” と設定すると回数の更新は行われ

ず書込み回数の確認のみを行います。

コマン ド フ ォーマ ッ ト については、 「書換え回数管理(MD S/L)」 を参照し て く だ さい。

p.128 p.219

書換え回数管理コ マン ド(MDS)ご使用例

ア ド レス0010Hex番地から3バイ ト を書換え回数エ リ ア とする場合

①管理エ リ アに書換え回数初期値10万回を書込みます。

“WTSTH100100186A0”

②書換え回数5回を入れます。 “MDSTS1001005”

10万回から5回分減算されます。

③累積回数が10万回と なった状態。

“MDSTS1001000”を実行する と、“MD76”(書換え

回数オーバー )と な り ます。
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■ MDLコ マン ドの場合
先頭アド レスから3バイ トが書換え回数管理エリアになり

ます。 このエリアに書換え回数を加算した値を書込み、 こ

の値が10万回(0186A0Hex)以上の場合は、ワーニングと して

終了コード ： 76が返されます。

書換え回数は、 16進数で管理エリアに書込まれています。

リード コマン ドで読出せます。

また、管理エリア内のデータが既に10万回の場合には、管

理エリアの値は更新されず、ワーニングのみがレスポンス

と して返されます。

更新する回数を“00Hex” と設定すると回数の更新は行われ

ず書込み回数の確認のみを行います。

コマン ド フ ォーマ ッ ト については、 「書換え回数管理(MD S/L)」 を参照し て く だ さい。

p.128

書換え回数管理コ マン ド(MDL)ご使用例

ア ド レス0010Hex番地から3バイ ト を書換え回数エ リ ア とする場合

1つのRFタグに対し てMDSコマン ド とMDLコマン ド を併用し て使用し ないで く だ さい。 寿命管理ができな く な り ます。

①管理エ リ アを ク リ ア し ます。

“WTSTH10010000000”

②書換え回数4回を入れます。

“MDSTL1001004”

③書換え回数5回を入れます。

“MDSTL1001005”

加算されて、 9回にな り ます。

④累積回数が10万回と なった状態。

“MDSTL1001000”を実行する と、“MD7610”(書換

え回数オーバー )と な り ます。
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RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能

データ チ ェ ッ ク コ マン ド (MD C/K)にて、 メ モ リ チ ェ ッ ク を行 う こ とが可能です。ユーザが指定するチ ェ ッ ク

ブロ ッ ク単位で、 CRC(Cyclic Redundancy Check) コー ド の計算と書込み、および照合を行います。CRC コー ド

は、生成多項式X16＋X12＋X5＋1によ り計算されます。

先頭ア ド レ ス と バイ ト 数で指定 し たチ ェ ッ ク ブ ロ ッ

クにおいて、ブロ ッ クの最後の2バイ ト を除 く エ リ アが

計算対象エ リ ア、最後の2バイ ト がチ ェ ッ ク コー ド エ リ

ア と な り ます。

チ ェ ッ ク コー ドの書込みを指定し た場合(処理コー ド ：

K) には、 計算対象エ リ アのデー タ のCRC を 計算 し、

チ ェ ッ ク コー ド エ リ アに書込みます。 データの照合を

指定し た場合(処理コー ド ： C)には、 計算対象エ リ アの

データのCRC を計算し、チ ェ ッ ク コー ド エ リ アのデー

タ と比較し ます。これらが一致する場合には、終了コー

ド ： 00 (形V600コマン ドの場合は75)が返され、一致し

ない場合には、ワーニング と し て終了コー ド ： 76が返

されます。

コ マン ド フ ォーマ ッ ト については、 「データ チ ェ ッ ク コマン ド(MD C/K)」 を参照し て く だ さい。

p.130

■ タグ メ モ リ チ ェ ッ ク コマン ド ご使用例
ア ド レス0010Hex番地から0012Hex番地のデータのチ ェ ッ ク を行う場合

①当初、下記のよ うなデータが入っていると します。 ②“MDSTK1001005”(計算処理)を実行。

0013・0014番地に“123456”よ り計算し たCRC

コー ド(5CD6)が書込まれます。

③“MDSTC1001005”(照合処理)を実行。

正常ならば、 “MD0010”(正常)のレスポンス。 データが異なる場合には、“MD7610”(データ異常)
99
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RFタグのメ モ リ エラー訂正機能

タ グ メ モ リ エ ラー訂正ラ イ ト (QW) で タ グ メ モ リ チ ェ ッ クおよびエ ラー訂正コー ド 5バイ ト を ラ イ ト データの

後に続けて書込みます。 タグ メ モ リ エ ラー訂正リー ド(QR)にて、 メ モ リ チ ェ ッ クおよび1ビ ッ ト のエ ラー訂正

を行います。

1ビ ッ ト のメ モ リ エラーを訂正し た場合、 終了コー

ド “77”で1ビ ッ ト のメ モ リ エ ラーがあったこ と を知

らせ、 エ ラー訂正後の正常データ を返し ます。

2ビ ッ ト 以上のメ モ リ エ ラーを検知し た場合、 終了

コー ド “76”にて訂正不可能な メ モ リ エ ラーがあ っ

たこ と を知らせ、 リー ド データは返し ません。

コ マン ド フ ォーマ ッ ト については、 「タグ メ モ リ エ ラー訂正リー ド(QR)」、 「タグ メ モ リ エラー訂正ラ イ ト (QW)」 を参照し て く だ

さい。

p.140、 p.142

■ メ モ リ エラー訂正機能ご使用例
ア ド レス0010Hex番地から0015Hex番地のデータ チ ェ ッ ク を行う場合

①タグメモリエラー訂正ライ ト(QW)を送信します。

コマン ド ： QWSTH10010313233343536 * [CR]

②ア ド レス0010Hex～0015Hex番地にラ イ ト データ、

0016Hex ～001AHex 番地に タ グ メ モ リ チ ェ ッ ク お

よびエ ラー訂正コー ド5バイ ト を書込みます。

③タグ メ モ リ エラー訂正リー ド (QR)を送信し ます。

コマン ド ： QRSTH100100006 * [CR]

●リードデータが正常な場合

レスポンス ： QR0010313233343536 * [CR]

●1ビ ッ ト のメ モ リ エ ラーを訂正し た場合

レスポンス ： QR7710313233343536 * [CR]

●2ビ ッ ト 以上のメ モ リ エ ラーを検知し た場合

レスポンス ： QR76 * [CR]
RFID システム
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ラ イ ト コマン ド記憶機能

本コ ン ト ローラで実行されたラ イ ト 系コ マン ドは、次にラ イ ト 系コ マン ド が実行されるか、電源リ セ ッ

ト されるまでの間記憶されています。 ラ イ ト 系コ マン ド とは、 ラ イ ト (拡張を含む)、 オー ト ラ イ ト 、

ポー リ ングオー ト ラ イ ト を言います。 記憶されたラ イ ト 系コ マン ド はラ イ ト 処理繰返し コ マン ド (RP)

で実行する こ とができます。

(電源ON)

ラ イ ト コマン ド 1

ラ イ ト 処理繰返し コマン ド

リ ー ド コ マン ド1

ラ イ ト 処理繰返し コマン ド

ラ イ ト コマン ド2

ラ イ ト コ マン ド1

ラ イ ト コ マン ド1

ラ イ ト コ マン ド 1

ラ イ ト コマン ド1

ラ イ ト コ マン ド 2

記憶内容

IDコ ン ト ローラ

動作

ラ イ ト コマン ド 1実行

ラ イ ト コマン ド 1実行

ラ イ ト コ マン ド 1実行

ラ イ ト コ マン ド2実行

リ ー ド コ マン ド 1実行

操作 (メ モ リ初期化)
101
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ノ イズモニ タ機能

下位交信コ マン ド 実行の際に計測された ノ イズレベル最大値を レ スポンスデー タ に付加させる事で

フ ィ ールドのノ イズ状態を常時監視する機能です。

形V680-H01を接続し た場合、 ノ イズモニ タ機能は使用できません。

形V680-H01-V2のコ ン ト ローラ選択(SW1-1)をONに設定し て接続し た場合、 ノ イズモニ タ機能は使用できません。

ノ イズモニ タ機能をご使用になる場合、 パラ メ ータ設定コマン ド(SP)で ノ イズモニ タ機能有効に設定し て く だ さい。

p.151

■ <レスポンス例>
RFID システム
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RFタグの動き と コマン ドの状態

通信制御手順
通信制御手順は、 当社SYSWAY手順に準拠し ています。

(1) 最初の送信権が上位機器側にあ り、 コ マン ド 送信後IDコ ン ト ローラ側に送信権が移行し ます。

(2) IDコ ン ト ローラから レスポンスが返される と、 再び上位機器に送信権が移行し ます。

(3) 送信権の移行は、 キャ リ ッ ジ リ ターンで行います。

(4) 本制御手順には、 1対1手順と1対N手順があ り ます。

(5) 1対N手順は、 1台の上位機器に対し て複数(最大32台)のID コ ン ト ローラ を接続する場合に使用し ます。

コ マン ド と レスポンスの先頭には、 各ID コ ン ト ローラ を識別するためにコ ン ト ローラ No. を付けます。

また、 誤り検出を厳密にするためFCS(フ レーム ・ チ ェ ッ ク ・ シーケンス)と し て水平パリ テ ィ チ ェ ッ ク

を行います。

(6) 1対1手順は、 上位機器と ID コ ン ト ローラ を1対1接続する場合に使用し ます。 手順を簡単にするため水

平パリ テ ィ チ ェ ッ クは行いません。

(7) 1 ： 1接続の場合においても1対N手順(N＝1のみ)を設定できます。 その場合は、 水平パリ テ ィ チ ェ ッ ク

を付加し て く だ さい。

■ 説明

①上位機器はIDコ ン ト ローラにコ マン ド を送信し

ます。

②IDコ ン ト ローラは上位機器のコ マン ド を解析し

て下位通信を実行し、RFタグのメ モ リ にデータ

の書込み/読出し を行います。

③リー ド 系コ マン ドの場合、 読出し たデータの内

容、 お よび レ スポ ン ス を上位機器に送信 し ま

す。 ラ イ ト 系コ マン ドの場合、 処理が終了し た

こ と を示すレ スポン ス を上位機器に送信 し ま

す。
RFID システム
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コマン ドの受付け状態
IDコ ン ト ローラは、 上位機器からのコ マン ド に対し て以下の状態があ り ます。

■ コマン ド待ち状態
一切のコ マン ド 処理が行われていない状態をいい、 ID コ ン ト ローラはどのコ マン ド も受け付けられま

す。

■ コマン ド処理中
リー ド / ラ イ ト (拡張を含む)、 オー ト リー ド / ラ イ ト コ マン ド を受け付けた後、 そのコ マン ド処理が終

了し てレスポンスを返すまでの間をいいます。

V680モー ド ではコ マン ド実行中も別のアンテナにコマン ド送信できます。

V600モー ド ではコ マン ド実行中は別のアンテナにコマン ド送信できません。

■ ポーリ ングオー ト サブ コマン ド待ち状態
ポーリ ングオー ト コ マン ド を受け付けた後、

① RFタグとの処理が完了し、 ポー リ ング処理問合わせコ マン ド によ り、処理結果をレスポンス と し て

返すまでの間をいいます。

② ポー リ ング処理打切り コ マン ド によ り、 処理を打切るまでの間をいいます。

この状態のと きには、 同一アンテナに対し て、 ポー リ ングサブ コ マン ド (問合わせ、 打切り ) と上位コ

マン ド、 アボー ト コ マン ドのみが受け付けられます。

IDコ ン ト ローラから上位機器へレスポンス返信中は、 IDコ ン ト ローラは上位機器からのコマン ド を正常に受信できませんので、

レスポンス返信中は、 コマン ド送信し ないよ う にし て下さい。
105
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通信
データのコー ド指定
リー ド またはラ イ ト するデータ を、 ASCIIコー ド(またはJIS8単位コー ド)の文字データ と し て扱うか、 ま

たはHEXコー ドの数値データ と し て扱うかを コマン ドの中で指定し ます。

■ ASCIIコー ド(JIS8単位コー ド)指定
･データの1文字が、 RF タグ メ モ リ上の1バイ ト (1ア ド レス)にASCII

コー ド(JIS8単位コー ド)で占有し ます。

■ HEXコー ド指定
･1文字を16進数値データ と し て扱っ ています。 し たがっ て、0～Fの

文字しか受け付けません。

･データの2文字が、 そのままRFタグ メ モ リ上の1バイ ト (1ア ド レス

)を占有し ますので、 ラ イ ト 系のコ マン ド では必ず2文字単位(偶数

)で設定し て く だ さい。 誤って文字データ を奇数量設定し た場合、

エ ラーと な り ます。

0010Hex

0011Hex

0012Hex

0013Hex

0014Hex

O

M

R

O

N

4

5

4

4

4

D

2

F

F

E

1

･RFタグ

･ASCIIコー ド 指定例(1 ： 1手順)

･ASCIIコー ド 指定例(1 ： N手順)

0010Hex

0011Hex

1

9

1 9

6

･RFタグ

･HEXコー ド指定例(1 ： 1手順)

W T 1 0H 1 0 0 9 61 9 CR

HEX

S T

･HEXコー ド指定例(1 ： N手順)
RFID システム
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第5章
通信
形V600-形V680 コマン ド対応表

本機は、 形V680コ マン ド と形V600コ マン ドの2種類のコ マン ド フ ォーマ ッ ト が使用できます。

形V600 シ リ ーズを使用し ていたラ イ ンでは、 形V600 コ マン ド を使用する こ と によ り、 今まで と同じ アプ リ

ケーシ ョ ンを使用できます。 形V680コ マン ド をご使用の場合は、 新たに搭載し た機能を使用できます。

2つのコ マン ド体系は、 デ ィ ッ プスイ ッ チ(SW3-10)で切替えます。

形V680コ マン ド、 形V600コ マン ドは下表のよ う に対応し ています。

交信コマン ド

交信サブ コマン ド

形V680コ マン ド 形V600コ マン ド

名称
コ マン ド

コー ド

交信

指定

データ

指定
名称

コ マン ド

コー ド

データ

指定

リー ド RD ST A/H リー ド RD A/H

ST A/H 拡張リー ド XR A/H

SA A/H オー ト リー ド AR A/H

PA A/H
ポーリ ング

オー ト リー ド
PR A/H

ラ イ ト WT ST A/H ラ イ ト WT A/H

ST A/H 拡張ラ イ ト XW A/H

SA A/H オー ト ラ イ ト AW A/H

PA A/H
ポーリ ング

オー ト ラ イ ト
PW A/H

データ フ ィ ル
DF

ST A/H データ フ ィ ル DF A/H

SA A/H オー ト データ フ ィ ル AF A/H

照合/計算 MD ST C/K 照合/計算 MD C/K

書換え回数管理 MD ST S/L 書換え回数管理 MD S/L

ラ イ ト 処理繰返し RP - - ラ イ ト 処理繰返し RP -

コ ピー CP ST H コ ピー CP H

オー ト コ ピー AP ST H オー ト コ ピー AP H

大容量リー ド ER ST A/H 大容量リー ド ER A/H

タグ メ モ リ エラー訂正リー ド QR ST A/H - - -

タグ メ モ リ エラー訂正ラ イ ト QW ST A/H - - -

形V680コ マン ド 形V600コ マン ド

名称
コマン ド

コー ド

データ

指定
名称

コ マン ド

コー ド

データ

指定

ポーリ ング問合せ
PC C/E

ポーリ ング問合せ PR C/E

PW C/E

コ マン ド処理打切り AA - コ マン ド処理打切り AA -

アボー ト (リ セ ッ ト ) XZ - アボー ト (リ セ ッ ト ) XZ -
107
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第5章
通信
コ ン ト ローラ制御コマン ド

上位コマン ド

評価コマン ド

形V680コ マン ド 形V600コ マン ド

名称
コマン ド

コー ド
名称

コマン ド

コー ド

通信条件設定 TR 通信条件設定 TR

パラ メ ータ設定 SP パラ メ ータ設定 SP

動作モー ド変更 MO - -

動作条件設定 SE - -

データ再送 RR - -

コ ン ト ローラ制御 CC コ ン ト ローラ制御 CC

エラー情報読出し CF エラー情報読出し CF

履歴情報読出し HI - -

形V680コ マン ド 形V600コ マン ド

名称
コマン ド

コー ド
名称

コマン ド

コー ド

テス ト TS テス ト TS

バージ ョ ン リー ド VS バージ ョ ン リー ド VS

形V680コ マン ド 形V600コ マン ド

名称
コマン ド

コー ド
名称

コマン ド

コー ド

ノ イズ測定 NS - -
RFID システム
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形V680コマン ド

交信指定機能
本機は下表の交信指定によ りRFタグと交信し ます。

※形V680-D1KP□□との交信では使用できません。

名称 記号 説明

シングル ・ ト リ ガ ST コ マン ド受信時にRFタグと交信し、 レスポンスを返し ます。

シングル ・ オー ト SA
コ マン ド受信後、 アンテナの交信領域にRFタグが検出されるのを待って交信

し、 レスポンスを返し ます。

シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ SI
コ マン ド受信後、 外部入力(TRG)の立ち上がりのタ イ ミ ングでRFタグと交信

し、 レスポンスを返し ます。

リ ピー ト ・ オー ト RA
シングル ・ オー ト (SA)指定の動作を繰返し ます。 アンテナの交信領域内に継

続的に存在するRFタグとは1回しか交信し ません。

リ ピー ト ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ RI シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)指定の動作を繰返し ます。

ポーリ ング ・ オー ト PA
シングル ・ オー ト (SA)指定の動作を行い、 ポーリ ング問合せ(PC)コマン ド によ

り レスポンスを返し ます。

ポーリ ング ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ PI
シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)の動作を行い、 ポーリ ング問合せ(PC)コ マ

ン ド によ り レスポンスを返し ます。

FIFO ・ ト リ ガ 　 ※ FT

コ マン ド受信時にRFタグと交信し、 レスポンスを返し ます。

交信終了後はRFタグの動作を禁止し ます。

RFタグとの交信時、 交信領域内に在る動作可能なRFタグは1枚と な り ます。

シングル ・ ト リ ガ(ST)指定の動作を行い、 1度交信を行ったRFタグが交信領域

内にある場合、 再度、 同じRFタグとは交信し ません。

FIFO ・ リ ピー ト 　 ※ FR

コ マン ド受信後、 アンテナの交信領域にRFタグが検出されるのを待って交信

し、 レスポンスを返し ます。

交信終了後はRFタグの動作を禁止し ます。

レスポンス送信終了後は再度RFタグの接近待ち状態と な り、 コマン ド処理打

ち切り コ マン ド(AA)を受信するまで継続し ます。

RFタグとの交信時、 交信領域内にある動作可能なRFタグは1枚と な り ます。

マルチ ・ ト リ ガ 　 ※ MT

コ マン ド受信後、 交信領域内にあるすべてのRFタグと交信し、 交信領域内の

すべてのRFタグと交信を終了し た時点で、 レスポンスを送信し ます。 交信終

了後はRFタグの動作を禁止し ます。

アンテナの交信領域内にRFタグがない場合はRFタグ不在エラーを返し ます。

マルチ ・ リ ピー ト 　 ※ MR

コ マン ド受信後RFタグが接近するのを待って交信領域内になるすべてのRFタ

グと交信し、 レスポンスを送信し ます。 交信終了後はRFタグの動作を禁止し

ます。 レスポンス送信終了後は再度RFタグの接近待ち状態と な り、 コマン ド

処理打ち切り コ マン ド(AA)を受信するまで継続し ます。

セレ クテ ィ ブ 　 ※ SL
シングル ・ ト リ ガ(ST)指定の動作を行い、 アンテナの交信領域に存在する複数

のRFタグのう ち、 コ マン ド でUIDを指定し たRFタグとのみ交信し ます。
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■ シングル ト リ ガ交信指定(ST)
シングル ト リ ガ(ST)交信指定は、 上位機器からのコ マン ドの送信によ りRFタグとの交信を行います。

RFタグ との交信終了後、 IDコ ン ト ローラは上位機器にレスポンスを送信し、 コ マン ド待ち状態にな り

ます。 上位機器から コ マン ド 送信時にRF タ グが交信領域内にない場合は、 RF タグ不在エ ラー (エ ラー

コー ド ： 72)を返信するため、 センサ等によ りRFタグの存在を確認し て、 コ マン ド を送信する必要があ

り ます。

■ オー ト 系交信指定(SA/RA/PA)
オー ト 系交信指定は、 RFタグを自動検出し、 交信を行います。

オー ト 系交信指定は、 上位機器から コ マン ド 送信後、 RFタグがアンテナの交信領域内に入るのを自動

検出し て交信し ます。

 シングル ・ オー ト (SA)指定

RFタグ との交信終了後、 IDコ ン ト ローラは上位機器にレスポンスを送信し、 コ マン ド待ち状態にな り

ます。
RFID システム
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 リ ピー ト ・ オー ト (RA)指定

シングル ・ オー ト (SA)指定の動作を繰返し ます。 一度交信し た タRFグ とは、 RFタグがアンテナの交信

領域外に出るまで交信し ません。 処理を中断する場合は、 コ マン ド処理打切り (AA) コ マン ド を使用し

ます。

 ポーリ ング ・ オー ト (PA)指定

コ マン ド受信後、 ポー リ ングコ マン ド受付レスポンスを返信し、 シングル ・ オー ト (SA)指定の動作を

行います。 RFタグとの交信完了時にレスポンスを返え さず、 ポー リ ング問合せ(PC) ※1コ マン ド によ り

レスポンスを返し ます。 処理を中断する場合は、 ポーリ ング問合せ(PC)※2コ マン ド を使用し ます。

※1 処理指定”C”処理結果問い合わせ

※2 処理指定”E”ポー リ ング打ち切り
111
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■ 外部 ト リ ガ系交信指定(SI/RI/PI)
外部入力(TRG)信号の立ち上がりのタ イ ミ ングで交信し ます。

RFタグがアンテナの交信領域内にある状態を検出するセンサの出力によ り直接交信制御するため、 高

速なラ イ ンでも確実に交信できます。

 シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)指定

RFタグ との交信終了時に処理を終了し ます。

 リ ピー ト ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(RI)指定

シングル ・ インプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)指定の動作を繰返し ます。 外部入力(TRG)信号の立ち上がり を検出す

る度にRFタグと交信し ます。 処理を中断する場合は、 コマン ド処理打切り(AA)コ マン ド を使用し ます。

 ポーリ ング ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(PI)指定

コ マン ド 受信後、 ポー リ ングコ マン ド受付レスポンスを返信し、 シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)指

定の動作を行います。 RFタグとの交信完了時にレスポンスを返え さず、 ポーリ ング問合せ(PC) ※1コマ

ン ド によ り レスポンスを返し ます。 処理を中断する場合は、 ポー リ ング問合せ(PC)※2 コ マン ド を使用

し ます。

※1 処理指定”C”処理結果問い合わせ

※2 処理指定”E”ポー リ ング打ち切り
RFID システム
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■ FIFO系交信指定(FT/FR)
アンテナの交信領域内に順番に入っ て く るRFタグと順番に交信し ます。

交信が完了し たRFタグは処理を禁止するため、アンテナの交信領域内に交信終了後のRFタ グが複数存

在し ても、 新たなRFタグが1つだけアンテナの交信領域に入っ て く る場合に交信できます。

同時に2つ以上のRFタグがアンテナの交信領域に入っ てきた場合はエラーと な り ます。

ア クセス禁止されたRFタグは、 アンテナの交信領域外に出る と、 再び交信可能にな り ます。

 FIFO ・ ト リ ガ(FT)指定

RFタグ との交信終了後、 RFタグのアクセスを禁止し てIDコ ン ト ローラは上位機器にレスポンスを送信

し、 コ マン ド待ち状態にな り ます。

 FIFO ・ リ ピー ト (FR)指定

FIFO ・ ト リ ガ(FT)指定の動作を繰り返し ます。

※FIFO系交信指定(FT/FR)は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
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■ マルチ系交信指定(MT/MR)
アンテナの交信領域内に複数のRFタグが存在し ても、 すべてのRFタグ と交信できます。

 マルチ ・ ト リ ガ(MT)指定

RFタグ との交信終了時に処理を終了し ます。

 マルチ ・ リ ピー ト (MR)指定

マルチ ・ ト リ ガ(MT)指定の動作を繰り返し ます。

※マルチ系交信指定(MT/MR)は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
RFID システム
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■ セレ ク テ ィ ブ系交信指定(SL)
アンテナの交信領域内に存在する複数のRF タグのう ち、 コ マン ド でUIDを指定し たRF タグとのみ交信

し ます。

※セレ ク テ ィ ブ系交信指定(SL)は、 形V680-D1KP□□との交信では使用できません。
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コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト
上位機器から ID コ ン ト ローラに送信される コ マン ド およびレスポンスのフ ォーマ ッ ト について説明し

ます。

■ コマン ド フ レーム

 1 ： 1手順の場合

 1 ： N手順の場合

1 ： N手順では灰色部が追加と な り ます。

コ ン ト ローラNo.は、 10進数で指定し ます。 指定範囲は、 00～31です。

名称 内容

コ ン ト ローラNo. 1対N手順の場合のみ、 ＠マーク と0に続けて、 コンロ ト ーラNo.(00～31)を付加し ます。 （10進数指定）

コ マン ド コー ド 実行内容(コマン ド)を指定し ます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

データ コマン ド実行の際のパラ メ ータ(ア ド レス、 バイ ト 数など)の指定や書込データの指定を行います。

FCS 1対N手順の場合のみ、 水平パリ テ ィ チ ェ ッ クデータが入り ます。

ター ミ ネータ コマン ドの終了を表し ます。
RFID システム
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■ レスポンスフ レーム

 1 ： 1手順の場合

 1 ： N手順の場合

名称 内容

コ マン ド コー ド RPコ マン ド、 PCコマン ド以外の場合は、 送信し たコマン ド フ レームと同一のデータが付加され

て返信されます。

終了コー ド コマン ドの実行結果を表し ます。

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.173

アンテナ指定 交信し たアンテナ番号を表し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

再送フ ラグ 再送によるレスポンスを表すフ ラグです。

“0” ： 通常のコ マン ド処理後のレスポンス

“1” ： データ再送要求(RR)によ り返信し たレスポンス

データ コマン ドの実行結果、 得られるデータ(読込みデータ等)が入り ます。

FCS 1対N手順の場合のみ、 水平パリ テ ィ チ ェ ッ クデータが入り ます。

※上記以外の部分は送信し たコマン ド フ レームと同一のデータが付加されて返信されます。
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コマン ド一覧
コ マン ド は大き く 5つの種類があ り ます。

■ 交信コ マン ド
RFタグ と交信するためのコ マン ド です。

■ 交信サブ コマン ド
コ マン ド 実行を打切る際に使用する コマン ド です。

コマン ド

コー ド
名称

処理

指定
内容 参照

RD リー ド A/H RFタグから2Kバイ ト までのデータ を読出し ます。 p.121

WT ラ イ ト A/H RFタグのメ モ リ に2Kバイ ト までのデータ を書込みます。 p.123

DF データ フ ィ ル A/H
コ マン ド で指定し た書込み先頭ア ド レスから、 書込みバイ ト 数分の指

定データ を書込みます。
p.125

MD
照合/計算 C/K RFタグのメ モ リのチ ェ ッ ク コー ド を照合/計算し ます。 p.130

書換え回数管理 S/L RFタグの書換え回数を管理し ます。 p.128

RP ラ イ ト 処理繰り返し - 前回実行し たラ イ ト コ マン ド を繰返し て実行し ます。 p.132

ID IDリー ド H RFタグIDコー ド を読出し ます。 p.133

CP コ ピー H
一方のアンテナでRFタグのメ モ リから読出し たデータ を他方のアンテ

ナの交信領域内にあるRFタグのメ モ リ に書込みます。
p.134

AP オー ト コ ピー H

RFタグが近づ く のを待って一方のアンテナでRFタグのメ モ リから読出

し たデータ を他方のアンテナの交信領域内にあるRFタグのメ モ リ に書

込みます。

p.136

ER 大容量リー ド A/H RFタグから8Kバイ ト までの大量のデータ を読出し ます。 p.138

QR
タグ メ モ リ エラー

訂正リー ド
A/H

RFタグの内容を読み込みます。

チ ェ ッ ク コー ド によるデータ信頼性検査を併せて実施し ます。
p.140

QW
タグ メ モ リ エラー

訂正ラ イ ト
A/H

RFタグにデータ を書込みます。

データの信頼性検査用のチ ェ ッ ク コー ド を合わせて書込みます。
p.142

コマン ド

コー ド
名称

処理

指定
内容 参照

PC ポーリ ング問合せ C/E ポーリ ング処理の問合せ/打切り を行います。 p.144

AA コマン ド処理打切り - RFタグとの交信を強制終了し ます。 p.146

XZ アボー ト (リ セ ッ ト ) -

IDコ ン ト ローラ を電源投入後の状態に復帰させます。

レスポンスはあ り ません。

RFタグとの交信中はアボー ト コ マン ド を使用し ないで く だ さい。

p.147
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■ コ ン ト ローラ制御コ マン ド
通信条件を設定し た り、 レスポンスを再送する際に使用する コ マン ド です。

■ 上位コ マン ド
IDコ ン ト ローラの制御に使用する コ マン ド です。

■ 評価コ マン ド
周囲のノ イズ発生状況を調査する際に使用する コ マン ド です。

コマン ド

コー ド
名称 内容 参照

US UID付加設定 リー ド(RD)コマン ドのレスポンスにUIDを付加するかど うかを設定し ます。 p.148

TR 通信条件設定 上位機器とのシ リ アル通信の条件を設定し ます。 p.149

SP パラ メ ータ設定 IDコ ン ト ローラの各種パラ メ ータ を設定/取得/初期化し ます。 p.151

MO 動作モー ド変更 動作モー ド を変更し ます。 p.155

SE 動作条件設定 自己実行モー ドの動作条件を設定し ます。 p.156

RR データ再送 直前に送信し たレスポンスを再送し ます。 p.161

CC コ ン ト ローラ制御 IDコ ン ト ローラの入出力を制御/確認し ます。 p.162

CF エラー情報読出し エラーログ情報を読出し ます。 p.164

HI 履歴情報読出し IDコ ン ト ローラの履歴情報を読出し ます。 p.166

コマン ド

コー ド
名称 内容 参照

TS テス ト
IDコ ン ト ローラ と上位機器の通信状態を確認する コ マン ド です。 上位機器が送

信し たデータ をそのまま返信し ます。
p.168

VS バージ ョ ン リー ド IDコ ン ト ローラのソ フ ト バージ ョ ンを返信し ます。 p.169

コマン ド

コー ド
名称 内容 参照

NS ノ イズ測定 通常状態の ノ イズを計測し、 計測結果と し て ノ イズレベル返信する。 p.170
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FCSの計算例

■ ア ド レス0010Hexから5バイ ト リー ドの場合

計算元データ
ASCIIコー ド

2進数

ASCIIコー ド

に変換する と

2進数に

変換する と

排他的論理和を と る と

16進数に

変換する と

FCSデータ ： 1E

(16進数)
RFID システム
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交信コマン ド
RFタグ と交信するための交信コ マン ド について説明し ます。

■ リー ド(RD)
RFタグから最大2Kバイ ト までのデータ を読出し ます。

 1 ： 1手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読み出しができる最大バイ ト 数は、　 形V680-D1KP□□は1,000バイ ト まで、

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□ 　 2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-D32KF□□ 　 2,048バ

イ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,048バイ ト (2,048文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,048バイ ト (4,096文字)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

以下の場合に付加されます。

・ UID付加設定(US)コマン ド でUIDを付加するに設定し た場合

・ 交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコー ド時は読出バイ ト 数、 HEXコー ド時は読出バイ ト 数×2
121
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 1 ： N手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読み出しができる最大バイ ト 数は、　 形V680-D1KP□□は1,000バイ ト まで、

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□ 　 2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-D32KF□□ 　 2,048バ

イ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,048バイ ト (2,048文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,048バイ ト (4,096文字)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

以下の場合に付加されます。

・ UID付加設定(US)コマン ド でUIDを付加するに設定し た場合

・ 交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコー ド時は読出バイ ト 数、 HEXコー ド時は読出バイ ト 数×2
RFID システム
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■ ラ イ ト (WT)
RFタグのメ モ リ に最大2Kバイ ト までのデータ を書込みます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書き込めるバイ ト 数は、　形V680-D1KP□□は1,000バイ ト 、 形V680-D2KF□□/形V680S-

D2KF□□ 　2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-D32KF□□　2,048バイ ト です。

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,048バイ ト (2,048文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,048バイ ト (4,096文字)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
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 1 ： N手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書き込めるバイ ト 数は、　形V680-D1KP□□は1,000バイ ト 、 形V680-D2KF□□/形V680S-

D2KF□□ 　2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-D32KF□□　2,048バイ ト です。

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,048バイ ト (2,048文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,048バイ ト (4,096文字)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
RFID システム
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■ データ フ ィ ル(DF)
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数分のフ ィ ルデータ をRFタ グへ書込みます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex(0000Hex指定時 ： 最終ア ド レスまで書込み)

書込バイ ト 数 RFタグに書込むデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

指定データ RFタグに書込むデータ です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 2桁指定

・ HEXコー ド指定時 ： 4桁指定

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
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例
ア ド レス と同じデータが書き込まれたRFタグに対し、 アンテナ1でア ド レス0030Hexから0006Hexバイ ト

のメ モ リ エ リ アに0101Hexを書き込む場合 (交信指定“ST”)
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 1 ： N手順

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込バイ ト 数 RFタグに書込むデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex, 0000Hex(0000Hex指定時 ： 最終ア ド レスまで書込み)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
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■ 書換え回数管理(MD S/L)
EEPROMタ イプのRFタグの書換え回数管理を行う ために使用し ます。

指定し た書換え回数管理エ リ アデータ を変更する こ と で、 EEPROMの書換え回数オーバーの判定を行

います。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

※注. EEPROMタ イプのRFタグの書込み寿命回数は25℃で10万回です。

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

モー ド指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“S” ： 減算式 　 書換え回数を任意に設定(MAX1670万回)※注

“L” ： 加算式 　 書換え管理回数10万回固定

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

エ リ ア先頭ア ド レス 書換え回数管理エ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFDHex

減算回数 更新回数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex (00Hex指定時は書換え回数のチ ェ ッ クのみを行います)

詳細は 「RFタグの寿命検知機能」 を参照し て く だ さい。

p.97

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

00 ： 正常終了時

76 ： データ異常ワーニング

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.173

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
RFID システム
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 1 ： N手順

※注. EEPROMタ イプのRFタグの書込み寿命回数は25℃で10万回です。

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

モー ド指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“S” ： 減算式 　 書換え回数を任意に設定(MAX1670万回)※注

“L” ： 加算式 　 書換え管理回数10万回固定

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

エ リ ア先頭ア ド レス 書換え回数管理エ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFDHex

減算回数 更新回数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex (00Hex指定時は書換え回数のチ ェ ッ クのみを行います)

詳細は 「RFタグの寿命検知機能」 を参照し て く だ さい。

p.97

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

00 ： 正常終了時

76 ： データ異常ワーニング

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.173

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
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■ データ チ ェ ッ ク コマン ド(MD C/K)
指定し たチ ェ ッ ク ブロ ッ ク単位で、 CRC コー ドの書込み、 および照合を行います。 CRC コー ドは、 生

成多項式 「X16＋X12＋X5＋1」 によ り計算される ものです。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

メ モ リ チ ェ ッ クの詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

処理指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“C” ： チ ェ ッ ク コー ド照合

“K” ： チ ェ ッ ク コー ド計算

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

先頭ア ド レス

チ ェ ッ ク ブロ ッ クの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFDHex

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

バイ ト 数

チ ェ ッ ク ブロ ッ クのバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex、 03Hex～FFHex (00Hex指定時は256バイ ト )

チェ ッ クブロッ クバイ ト数は、 チェ ッ クコード計算対象エリア+2バイ トが必要です。

詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

00 ： 正常終了時、 データ正常(照合処理時のみ)

76 ： データ異常ワーニング(照合処理時のみ)

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.173

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
RFID システム
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 1 ： N手順

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

メ モ リ チ ェ ッ クの詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

処理指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“C” ： チ ェ ッ ク コー ド照合

“K” ： チ ェ ッ ク コー ド計算

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ付加し ます。

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

先頭ア ド レス

チ ェ ッ ク ブロ ッ クの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFDHex

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

バイ ト 数

チ ェ ッ ク ブロ ッ クのバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex、 03Hex～FFHex (00Hex指定時は256バイ ト )

チェ ッ クブロッ クバイ ト数は、 チェ ッ クコード計算対象エリア+2バイ トが必要です。

詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

00 ： 正常終了時、 データ正常(照合処理時のみ)

76 ： データ異常ワーニング(照合処理時のみ)

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.173

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。

M D

2 2 2

C R

2
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■ ラ イ ト 処理繰返し コ マン ド(RP)
前回実行し たラ イ ト 系コ マン ドの処理を実行し ます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

※前回実行し たラ イ ト 系コ マン ドの交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完

了後に終了コー ド“03”のレスポンスを返信し ます。

ラ イ ト コマン ド情報は以下の条件でク リ ア されます。

・ コ ン ト ローラが電源リ セ ッ ト された と き

この状態でラ イ ト 処理繰返し コ マン ド を実行する と、 コ マン ド入力エラーと な り ます。

 1 ： N手順

※前回実行し たラ イ ト 系コ マン ドの交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完

了後に終了コー ド“03”のレスポンスを返信し ます。

ラ イ ト コマン ド情報は以下の条件でク リ ア されます。

・ コ ン ト ローラが電源リ セ ッ ト された と き

この状態でラ イ ト 処理繰返し コ マン ド を実行する と、 コ マン ド入力エラーと な り ます。

コ マン ド コー ド 前回実行し たラ イ ト 系コマン ドのコ マン ド コー ドが付きます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

前回実行し たラ イ ト 系コマン ドの交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。

コ マン ド コー ド 前回実行し たラ イ ト 系コマン ドのコ マン ド コー ドが付きます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

前回実行し たラ イ ト 系コマン ドの交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合のみ付加されます。
RFID システム
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■ IDリー ド コ マン ド(ID)
RFタグのIDコー ド を読出し ます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

セレ ク テ ィ ブ(SL)は使用できません。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 “H” ： 固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

※エラー発生時には付加されません。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

セレ ク テ ィ ブ(SL)は使用できません。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 “H” ： 固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

※エラー発生時には付加されません。
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■ コ ピー (CP)
一方のアンテナでRF タ グのメ モ リから読出し たデータ を他方のアンテナの交信領域内にある RF タ グ

のメ モ リ に書込みます。 形V680-CA5D01-V2では使用できません。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

読出し側アンテナの交信指定はシングル ・ ト リ ガ(ST)固定です。 コ マン ド で指定する交信指定は書込み側アンテナの指

定と な り ます。

リ ピー ト 系交信指定の場合は、最初にRFタグのデータ を読出した後、他方のRFタグへのデータの書込みのみ繰返し ます。

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ、 データ を書込むRFタグのUIDを付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合、 データ を書込んだRFタグのUIDが付加されます。
RFID システム
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 1 ： N手順

読出し側アンテナの交信指定はシングル ・ ト リ ガ(ST)固定です。 コ マン ド で指定する交信指定は書込み側アンテナの指

定と な り ます。

リ ピー ト 系交信指定の場合は、最初にRFタグのデータ を読出した後、他方のRFタグへのデータの書込みのみ繰返し ます。

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ、 データ を書込むRFタグのUIDを付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合、 データ を書込んだRFタグのUIDが付加されます。
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■ オー ト コ ピー (AP)
RF タ グの接近を待っ て一方のアンテナでRF タ グのメ モ リから読出し たデー タ を他方のアンテナの交

信領域内にあるRFタグのメ モ リ に書込みます。 形V680-CA5D01-V2では使用できません。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

読出し側アンテナの交信指定はシングル ・ オー ト (SA)固定です。 コ マン ド で指定する交信指定は書込み側アンテナの指

定と な り ます。

リ ピー ト 系交信指定の場合は、最初にRFタグのデータ を読出した後、他方のRFタグへのデータの書込みのみ繰返し ます。

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ、 データ を書込むRFタグのUIDを付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合、 データ を書込んだRFタグのUIDが付加されます。
RFID システム
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 1 ： N手順

読出し側アンテナの交信指定はシングル ・ オー ト (SA)固定です。 コ マン ド で指定する交信指定は書込み側アンテナの指

定と な り ます。

リ ピー ト 系交信指定の場合は、最初にRFタグのデータ を読出した後、他方のRFタグへのデータの書込みのみ繰返し ます。

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がセレ ク テ ィ ブ(SL)の場合のみ、 データ を書込むRFタグのUIDを付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合、 データ を書込んだRFタグのUIDが付加されます。
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■ 大容量リー ド(ER)
RF タグから 8Kバイ ト までの大量データ を読出し ます。 RF タグが不在の場合は、 エ ラーレスポンス(終

了コー ド ： 72=RFタ グ不在)を返信し ます。

 1 ： 1手順

〈読出データの文字数が2,048文字以内の場合

〈読出データの文字数が2,048文字以上の場合〉

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

シングル ・ ト リ ガ(ST)、 シングル ・ オー ト (SA)、 シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)、 セレ ク

テ ィ ブ(SL)以外は使用できません。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定SL時のみ付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は8,192バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～2000Hex

・ ASCIIコー ド指定時 ： 8,192バイ ト (8,192文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 8,192バイ ト (16,384文字)

UID UID付加設定(US)コマン ド でUIDを付加するに設定し た場合、 または交信指定をマルチ系(MT/MR)

に指定し た場合に付加されます。

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2

1 2055
2048

2048
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20msec

CR

CR

CR

00 10 1

2

n-1

n

1

2

n-1

n

CRA/H 1/2 UIDER

ID
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 5

 章
形

V
6
8
0
コ

マ
ン

ド
第5章
通信
 1 ： N手順

〈読出データの文字数が2,048文字以内の場合

〈読出データの文字数が2,048文字以上の場合〉

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

シングル ・ ト リ ガ(ST)、 シングル ・ オー ト (SA)、 シングル ・ イ ンプ ッ ト ・ ト リ ガ(SI)、 セレ ク

テ ィ ブ(SL)以外は使用できません。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定SL時のみ付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は8,192バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～2000Hex

・ ASCIIコー ド指定時 ： 8,192バイ ト (8,192文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 8,192バイ ト (16,384文字)

UID UID付加設定(US)コマン ド でUIDを付加するに設定し た場合、 または交信指定をマルチ系(MT/MR)

に指定し た場合に付加されます。

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2

CRA/H 1/2 UIDER

20msec
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■ タグ メ モ リ エラー訂正リー ド(QR)
RFタグから タグ メ モ リ エラー訂正ラ イ ト (QW)で書込んだ領域のデータ を読出し、 エラーチ ェ ッ クおよ

び1 ビ ッ ト のエ ラー訂正を行います。 必ずタグ メ モ リ訂正ラ イ ト (QW) と同じ領域を読み出し て く だ さ

い。

 1 ： 1手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定SL時のみ付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFAHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読出しができるバイ ト 数は最大510バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～01FEHex

・ ASCIIコー ド指定時 ： 510バイ ト (510文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 510バイ ト (1020文字)

アンテナ指定 交信し たアンテナ番号です。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

※上位エラー (15エラーは除 く )発生時は“0”を付加し ます。

UID UID付加設定(US)コマン ド でUIDを付加するに設定し た場合、 または交信指定をマルチ系(MT/MR)

に指定し た場合に付加されます。

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコー ド時は読出バイ ト 数、 HEXコー ド時は読出バイ ト 数×2
RFID システム
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 1 ： N手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定SL時のみ付加し ます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFAHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読出しができるバイ ト 数は最大510バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～01FEHex

・ ASCIIコー ド指定時 ： 510バイ ト (510文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 510バイ ト (1020文字)

アンテナ指定 交信し たアンテナ番号です。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

※上位エラー (15エラーは除 く )発生時は“0”を付加し ます。

UID UID付加設定(US)コマン ド でUIDを付加するに設定し た場合、 または交信指定をマルチ系(MT/MR)

に指定し た場合に付加されます。

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコー ド時は読出バイ ト 数、 HEXコー ド時は読出バイ ト 数×2
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■ タグ メ モ リ エラー訂正ラ イ ト (QW)
RF タ グにデータ を書込みます。 タ グ メ モ リ チ ェ ッ クおよびエ ラー訂正コー ド 5バイ ト を ラ イ ト データ

に続けて書込みます。 このコー ドはタグ メ モ リ エ ラー訂正リー ド (QR)時に必要ですので変更し ないで

く だ さい。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定SL時のみ付加し ます。

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFAHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は510バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 510バイ ト (510文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 510バイ ト (1020文字)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合、 データ を書込んだRFタグのUIDが付加されます。
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 1 ： N手順

<交信指定が“PA”、 “PI”以外の場合>

※交信指定がマルチ ・ ト リ ガ(MT)の場合、 すべてのRFタ グと交信完了後に終了コー ド“03”のレスポン

スを返信し ます。

<交信指定が“PA”、 “PI”の場合>

交信指定 RFタグとの交信方式を指定し ます。

交信指定の詳細については 「交信指定機能」 を参照し て く だ さい。

p.109

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定SL時のみ付加し ます。

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFAHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は510バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 510バイ ト (510文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 510バイ ト (1020文字)

UID RFタグを識別するためのIDです。 (Unique Identifier ： 固有識別子)

交信指定がマルチ系(MT/MR)の場合、 データ を書込んだRFタグのUIDが付加されます。
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交信サブ コマン ド
交信コ マン ド と組合わせて使用する もので、 このコマン ド だけでは、 RFタグとの交信は行いません。

■ ポーリ ング問合せ(PC)

 1 ： 1手順

<RFタグとの交信完了後に“処理結果問合せ”し た場合>
ポーリ ング処理の交信指定で実行し たコ マン ドの内容に合わせたレスポンスにな り ます。

<RFタグとの交信完了前に“処理結果問合せ”し た場合>

<処理指定“処理結果打切り”を指定し た場合>

<“処理結果問合せ”の対象アンテナがポー リ ング処理未実行の場合>

問合せ/打切り指定 ポーリ ングオー ト 処理結果問合せ/打切り を指定し ます。

“C” ： 処理結果問合せ

“E” ： 処理打切り

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

コ マン ド コー ド ポーリ ング処理実行時のコマン ド と同じ コ マン ド コー ド にな り ます。

コ マン ド コー ド ポーリ ング処理実行時のコマン ド と同じ コ マン ド コー ド にな り ます。

処理打切り タ イ ミ ング ポーリ ング処理を打切った タ イ ミ ングを表し ます。

“00” ： ポーリ ング処理を打切った時点でRFタグ未接近

“01” ： ポーリ ング処理を打切った時点でRFタグと交信中、 または処理後
RFID システム
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 1 ： N手順

<RFタグとの交信完了後に“処理結果問合せ”し た場合>
ポーリ ング処理の交信指定で実行し たコ マン ドの内容に合わせたレスポンスにな り ます。

<RFタグとの交信完了前に“処理結果問合せ”し た場合>

<処理指定“処理結果打切り”を指定し た場合>

<“処理結果問合せ”の対象アンテナがポー リ ング処理未実行の場合>

問合せ/打切り指定 ポーリ ングオー ト 処理結果問合せ/打切り を指定し ます。

“C” ： 処理結果問合せ

“E” ： 処理結果打切り

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

コ マン ド コー ド ポーリ ング処理実行時のコマン ド と同じ コ マン ド コー ド にな り ます。

コ マン ド コー ド ポーリ ング処理実行時のコマン ド と同じ コ マン ド コー ド にな り ます。

処理打切り タ イ ミ ング ポーリ ング処理を打切った タ イ ミ ングを表し ます。

“00” ： ポーリ ング処理を打切った時点でRFタグ未接近

“01” ： ポーリ ング処理を打切った時点でRFタグと交信中、 または処理後
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■ コマン ド処理打切り コマン ド(AA)
ポーリ ングコ マン ド を除 く コ マン ド の処理を打切り、 コ マン ド 待ち状態に復帰させます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

処理打切り タ イ ミ ング コ マン ドの処理を打切った タ イ ミ ングを表し ます。

“00” ： RFタグ検出前にコマン ド処理打切り

“01” ： RFタグ検出後にコマン ド処理打切り

処理打切り タ イ ミ ング コ マン ドの処理を打切った タ イ ミ ングを表し ます。

“00” ： RFタグ検出前にコマン ド処理打切り

“01” ： RFタグ検出後にコマン ド処理打切り
RFID システム
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■ アボー ト コマン ド(XZ)
上位機器との通信中またはRFタ グとの交信中に、 なんらかの ト ラ ブルでIDコ ン ト ローラから レスポン

スが返っ てこ ない場合、 アボー ト コ マン ド によ り ID コ ン ト ローラ を コ マン ド 待ち状態に復帰させる こ

とができます。 IDコ ン ト ローラはリ セ ッ ト 後にコ マン ド待ち状態に復帰し ます。

アボー ト コ マン ド にレスポンスはあ り ません。

 1 ： 1手順

IDコ ン ト ローラはアボー ト コマン ド受信後、 次のコ マン ド を受信できるまで約100msec必要です。

 1 ： N手順

IDコ ン ト ローラはアボー ト コマン ド受信後、 次のコ マン ド を受信できるまで約100msec必要です。
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コ ン ト ローラ制御コマン ド

■ UID付加設定(US)
リー ド (RD) コ マン ド およびタ グ メ モ リ エ ラー訂正リ ー ド (QR) コ マン ドのレスポンスにUID を付加する

かど うかを設定し ます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

処理指定 UIDを付加するかど うかを指定し ます。

“0” ： UIDを付加し ない

“1” ： UIDを付加する

処理指定 UIDを付加するかど うかを指定し ます。

“0” ： UIDを付加し ない

“1” ： UIDを付加する
RFID システム
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■ 通信条件設定(TR)
シ リ アル通信の条件を設定し ます。 変更後の設定内容でID コ ン ト ローラ を動作させるには、 本コ マン

ド 実行後、 IDコ ン ト ローラ を再起動するか、 アボー ト コ マン ド(XZ)を実行する必要があ り ます。

このコマン ドの設定は、 内部設定有効時(SW3-1＝ON時)のみ有効です。

 1 ： 1手順

通信速度指定 通信速度を指定し ます。

“3” ： 9,600 bps

“4” ： 19,200 bps

“5” ： 38,400 bps

“6” ： 115,200 bps

工場出荷時の設定 ： 9,600 bps

データ長指定 データ長を指定し ます。

“7” ： 7ビ ッ ト

“8” ： 8ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 7 bit

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式

指定

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式を指定し ます。

“0” ： な し

“1” ： 奇数パリ テ ィ

“2” ： 偶数パリ テ ィ

工場出荷時の設定 ： 偶数パリ テ ィ

ス ト ッ プビ ッ ト 長指定 ス ト ッ プビ ッ ト 長を指定し ます。

“1” ： 1ビ ッ ト

“2” ： 2ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 2ビ ッ ト
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 1 ： N手順

通信速度指定 通信速度を指定し ます。

“3” ： 9,600 bps

“4” ： 19,200 bps

“5” ： 38,400 bps

“6” ： 115,200 bps

工場出荷時の設定 ： 9,600 bps

データ長指定 データ長を指定し ます。

“7” ： 7ビ ッ ト

“8” ： 8ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 7 bit

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式

指定

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式を指定し ます。

“0” ： な し

“1” ： 奇数パリ テ ィ

“2” ： 偶数パリ テ ィ

工場出荷時の設定 ： 偶数パリ テ ィ

ス ト ッ プビ ッ ト 長指定 ス ト ッ プビ ッ ト 長を指定し ます。

“1” ： 1ビ ッ ト

“2” ： 2ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 2ビ ッ ト
RFID システム
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■ パラ メ ータ設定コマン ド(SP)
交信条件を設定する コ マン ド です。 IDコ ン ト ローラの各種パラ メ ータ を設定し ます。

内部設定を変更し た場合に、 IDコ ン ト ローラ を リ セ ッ ト する必要はあ り ません。 変更内容はコマン ド実行後、 すぐに適

用されます。

パラ メ ータ設定中に電源が切れるよ う な場合、 メ モ リ異常と な り ますのでご注意 く だ さい。

 1 ： 1手順

処理コー ド
(上桁)

パラ メ ータに対し て行う処理内容を指定し ます。
“0” ： 内部設定を変更し ます。
“1” ： 内部設定を読出し ます。
“9” ： 内部設定を初期値に初期化し ます。

処理コー ド
(下桁)

パラ メ ータの種類を指定し ます。
“1” ： コ ン ト ローラNo.※1

“2” ： ラ イ ト ベリ フ ァ イ有無※1

“3” ： 受信感度切替え
“9” ： 交信手順※1

“C” ： エラー出力時間
“D” ： テス ト 実行バイ ト 数設定
“E” ： 交信履歴用ノ イズ測定有無 (ノ イズモニ タ機能設定)
“F” ： 出力接点モー ド設定
“G” ： ノ イズ測定回数設定
“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定※1

“L” ： タグ メ モ リ設定 ※1 ※2

パラ メ ータデータ
(変更時のみ)

データNo.※3 設定可能な値

“1” 10進数で2桁指定。 “00”～“31”(号機)
初期値 ： “00”

“2” “0” ： ベ リ フ ァ イな し
“1” ： ベ リ フ ァ イあ り (初期値)

“3” “0” ： 弱
“1” ： 標準(初期値)

“9” “00” ： 1対1手順 (初期値)
“01” ： 1対N手順

“C” 10進数で4桁指定。 “0000”～“9999”(ms) 　
“0000”は無限、 初期値 ： “0500”(ms)

“D” 16進数で4桁指定。 “0001”～“0800”(バイ ト )
初期値 ： “0001”(バイ ト )

“E” “00” ： 交信履歴用ノ イズ測定な し (初期値)
ノ イズモニ タ機能無効

“01” ： 交信履歴用ノ イズ測定あ り
ノ イズモニ タ機能有効

“F” “00” ： 2出力モー ド
BUSY/ERROR/OUT1/OUT2 (初期値)

“01” ： 4出力モー ド
OUT1/OUT2 /OUT3/OUT4

“G” 10進数で4桁指定。 “0001”～“0100”(回) 　
初期値 ： “0010”(回)

“H” “00” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能OFF 
“01” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能ON (初期値)

“L” “00” ： 標準モー ド(初期値)
“01” ： CA1Dモー ド

※1 パラ メ ータ1、 2、 9、 H、 Lについては内部設定有効時(SW3-1=ON時)のみ有効です。
※2 パラ メ ータLについてはバージ ョ ンがVer.2.2以降のみ有効です。
※3 パラ メ ータデータのデータNo.は処理コー ド(下桁)で指定し た番号です。

設定可能な値は処理コー ド(下桁)で指定し たパラ メ ータ と同じデータNo.の設定可能な値を設定し て く だ さい。
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パラ メ ータLはバージ ョ ンがVer2.2以降のもので使用できます。 バージ ョ ン確認方法は18ページを参照し て く だ さい。

パラ メ ータデータ パラ メ ータ取得時のみ付加されます。
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 1 ： N手順

処理コー ド

(上桁)

パラ メ ータに対し て行う処理内容を指定し ます。

“0” ： 内部設定を変更し ます。

“1” ： 内部設定を読出し ます。

“9” ： 内部設定を初期値に初期化し ます。

処理コー ド

(下桁)

パラ メ ータの種類を指定し ます。

“1” ： コ ン ト ローラNo.※1

“2” ： ラ イ ト ベリ フ ァ イ有無※1

“3” ： 受信感度切替え

“9” ： 交信手順　 ※1

“C” ： エラー出力時間

“D” ： テス ト 実行バイ ト 数設定

“E” ： 交信履歴用ノ イズ測定有無 ( ノ イズモニ タ機能設定)

“F” ： 出力接点モー ド設定

“G” ： ノ イズ測定回数設定

“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定※1

“L” ： タグ メ モ リ設定※1 ※2

パラ メ ータデータ

(変更時のみ)
データNo.※3 設定可能な値

“1” 10進数で2桁指定。 “00”～“31”(号機)

初期値 ： “00”

“2” “0” ： ベ リ フ ァ イな し

“1” ： ベ リ フ ァ イあ り (初期値)

“3” “0” ： 弱

“1” ： 標準(初期値)

“9” “00” ： 1対1手順 (初期値)

“01” ： 1対N手順

“C” 10進数で4桁指定。 “0000”～“9999”(ms) 　

“0000”は無限、 初期値 ： “0500”(ms)

“D” 16進数で4桁指定。 “0001”～“0800”(バイ ト )

初期値 ： “0001”(バイ ト )

“E” “00” ： 交信履歴用ノ イズ測定な し (初期値)

ノ イズモニ タ機能無効

“01” ： 交信履歴用ノ イズ測定あ り

ノ イズモニ タ機能有効

“F” “00” ： 2出力モー ド

BUSY/ERROR/OUT1/OUT2 (初期値)

“01” ： 4出力モー ド

OUT1/OUT2 /OUT3/OUT4

“G” 10進数で4桁指定。 “0001”～“0100”(回) 　

初期値 ： “0010”(回)

“H” “00” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能OFF 

“01” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能ON (初期値)

“L” “00” ： 標準モー ド(初期値) 

“01” ： CA1Dモー ド

※1 パラ メ ータ1、 2、 9、 H、 Lについては内部設定有効時(SW3-1=ON時)のみ有効です。

※2 パラ メ ータLについてはバージ ョ ンがVer.2.2以降のみ有効です。

※3 パラ メ ータデータのデータNo.は処理コー ド(下桁)で指定し た番号です。

設定可能な値は処理コー ド(下桁)で指定し たパラ メ ータ と同じデータNo.の設定可能な値を設定し て く だ さい。
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パラ メ ータLはバージ ョ ンがVer2.2以降のもので使用できます。 バージ ョ ン確認方法は20ページを参照し て く だ さい。

パラ メ ータデータ パラ メ ータ取得時のみ付加されます。
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■ 動作モー ド変更(MO)
IDコ ン ト ローラのモー ド を変更し ます。

 1 ： 1手順

動作モー ド を自己実行モー ド に変更する場合、 あらかじめ動作条件設定(SE) コマン ド で動作条件を設定し て く だ さい。

動作条件が未設定で処理指定に“S”を指定する と実行状態エラー (終了コー ド ： 15)と な り ます。

p.156

上位通信モニ タ モー ド時に処理指定“S”を指定する と実行状態エラー (終了コー ド ： 15)と な り ます。

上位通信モニ タ モー ド から自己実行モー ド に変更する場合は、 一度コ マン ド 実行モー ド に変更し てから自己実行モー

ドへ変更し て く だ さい。

 1 ： N手順

動作モー ド を自己実行モー ド に変更する場合、 あらかじめ動作条件設定(SE) コマン ド で動作条件を設定し て く だ さい。

動作条件が未設定で処理指定に“S”を指定する と実行状態エラー (終了コー ド ： 15)と な り ます。

p.156

上位通信モニ タ モー ド時に処理指定“S”を指定する と実行状態エラー (終了コー ド ： 15)と な り ます。

上位通信モニ タ モー ド から自己実行モー ド に変更する場合は、 一度コ マン ド 実行モー ド に変更し てから自己実行モー

ドへ変更し て く だ さい。

処理指定 IDコ ン ト ローラの動作モー ド を指定し ます。

“S” ： 自己実行モー ド

“C” ： コ マン ド実行モー ド

“P” ： 上位通信モニ タ モー ド

実行指定 “0”固定です。

処理指定 IDコ ン ト ローラの動作モー ド を指定し ます。

“S” ： 自己実行モー ド

“C” ： コ マン ド実行モー ド

“P” ： 上位通信モニ タ モー ド

実行指定 “0”固定です。
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■ 動作条件設定(SE)
自己実行モー ド における動作条件を設定し ます。

動作条件は、 必ず①～⑤の順番で設定し て く だ さい。

①動作条件を ク リ アする

②実行コ マン ド を設定する

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

処理コー ド “20”固定

処理コー ド “00”固定

動作条件パラ メ ータ “C1” ： CH1実行コマン ド設定

“C2” ： CH2実行コマン ド設定※

※“C2”は、 1CHタ イ プ(形V680-CA5D01-V2)の場合、 15エラーと な り ます。

また、 2CHタ イプ(形V680-CA5D02-V2)の場合は、 CH1、 CH2の実行コ マン ド を設定し な

いと出力条件の設定ができません。

実行コマン ド列 実行する コマン ド を指定し ます。 ただ し、 以下の制限があ り ます。

1.コマン ドは交信コ マン ドのみ。 (RD、 WT、 DF、 MD)

2.交信指定は、 “RA”、 “RI”のみと な り ます。

3.書込みバイ ト 数は最大256バイ ト まで(ASCII/HEX共)

設定な しの場合は“XX”
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③出力条件を設定する

※比較パラ メ ータ(A) (B)は条件によ り下記の3パターンがあ り ます。

・ 条件(A) (B)がデータ判定の場合

・ 条件(A) (B)が交信判定で“ER”の場合

・ 条件(A) (B)が交信判定で“ER”以外の場合

パラ メ ータ な し。

処理コー ド “00” ： 固定

動作条件パラ メ ータ “S1” ： OUT1出力条件設定

“S2” ： OUT2出力条件設定

“S3” ： OUT3出力条件設定※

“S4” ： OUT4出力条件設定※

※“S3”、 “S4”は2点出力モー ドの場合15エラーと な り ます。

また、 4点出力モー ドの場合は、 OUT1～OUT3まですべての出力条件を設定し ない

と実行コマン ドの出力設定ができません。

比較対象アンテナ “01” ： 条件比較対象CH1

“02” ： 条件比較対象CH2

“XX” ： 出力な し

条件(A) (B) データ判定 “==” ： 判定データ一致 　 “!=” ： 判定データ不一致

“>=” ： 判定データ以上 　 “<=”判定データ以下

データ判定は実行コマン ドが“RD”のみ使用できます。

交信判定 “OK” ： 交信OK 　 “ER” ： 交信NG 　 “AL” ： 常時

データオフセ ッ ト (A) (B) 読出しデータ列の中の判定に使用するエ リ アのオフセ ッ ト 値を指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

データバイ ト 数(A) (B) 判定を実施するバイ ト 数を指定し ます。

指定可能範囲 ： 01Hex～10Hex

比較データ

(A) (B)

条件(A)(B)が

データ判定の場合

データ判定の比較データ を指定し ます。

(データバイ ト 数分のレングス。 ASCII/HEX共に可)

条件(A)(B)が

交信判定で“ER”

の場合

異常コー ド を指定し ます。

“00000000”指定時は、 すべての異常コー ド を指定し ます。

例)交信エラーと ア ド レス異常を指定する場合は、 “707A0000”と記述し ます。

演算子 条件(A)と条件(B)の演算子

“&&” ： AND 　 “++” ： OR

出力パラ メ ータ 出力ON時間を ミ リ秒単位で指定し ます。

指定可能範囲 ： “0001”～“9999”(ms)、 (“0000”指定時は、 次の判定まで継続)
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④実行コ マン ドの出力先を設定する

※比較パラ メ ータ(A) (B)は条件によ り下記の3パターンがあ り ます。

・ 条件(A) (B)がデータ判定の場合

・ 条件(A) (B)が交信判定で“ER”の場合

・ 条件(A) (B)が交信判定で“ER”以外の場合

パラ メ ータ な し。

処理コー ド “00” ： 固定

動作条件パラ メ ータ “U1” ： CH1実行コマン ドの出力設定

“U2” ： CH2実行コマン ドの出力設定※

※“U2”は、 1CHタ イプ(形V680-CA5D01-V2)の場合、 15エラーと な り ます。

また、 2CHタ イプ(形V680-CA5D02-V2)の場合は、 OH1、 CH2の実行コマン ドの出

力設定を行って く だ さい。

上位通信出力先 “01” ： RS-232Cへ出力

“02” ： RS-485へ出力

“03” ： USBへ出力

“XX” ： 出力な し

条件(A) (B) データ判定 “==” ： 判定データ一致 　 “!=” ： 判定データ不一致

“>=” ： 判定データ以上 　 “<=”判定データ以下

データ判定は実行コマン ドが“RD”のみ使用できます。

交信判定 “OK” ： 交信OK 　 “ER” ： 交信NG 　 “AL” ： 常時

データオフセ ッ ト (A) (B) 読出しデータ列の中の判定に使用するエ リ アのオフセ ッ ト 値を指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

データバイ ト 数(A) (B) 判定を実施するバイ ト 数を指定し ます。

指定可能範囲 ： 01Hex～10Hex

比較データ

(A) (B)

条件(A)(B)が

データ判定の場合

データ判定の比較データ を指定し ます。

(データバイ ト 数分のレングス。 ASCII/HEX共に可)

条件(A)(B)が

交信判定で“ER”

の場合

異常コー ド を指定し ます。

“00000000”指定時は、 すべての異常コー ド を指定し ます。

例)交信エラーと ア ド レス異常を指定する場合は、 “707A0000”と記述し ます。

演算子 条件(A)と条件(B)の演算子

“&&” ： AND 　 “++” ： OR
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⑤動作条件を読み出す

処理コー ド “10” ： 固定

読出データ 1CHタ イ プ(形V680-CA5D01-V2) ・ 2点出力モー ドの場合使用されていない設定パラ メ ータには

“XX”が入り ます。 条件が未設定の場合は、 設定内容な し“ ”と な り ます。
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設定手順

動作条件の設定は必ず以下の手順で行って く だ さい。

1. 動作条件のク リ ア

コ マン ド ： SE20*[CR] 

レスポンス ： SE0000*[CR]

2. 実行コ マン ド列の設定

〈CH1実行コマン ドの設定〉 (CH1、 交信指定“RA”でア ド レス0010Hexから10Hexバイ ト 読出し)

コ マン ド ： SE00C1RDRAH100100010*[CR]

レスポンス ： SE0000*[CR]

〈CH2実行コマン ドの設定〉 (設定な し)

コ マン ド ： SE00C2XX*[CR] 　 ※形V680-CA5D01-V2の場合はフ ォーマ ッ ト エラー (終了コー ド ： 14)と な り ます。

レスポンス ： SE0000*[CR]

形V680-CA5D02-V2の場合、 実行コ マン ドが設定な し でも、 必ずCH1 と CH2両方の実行コ マン ド を設定し て く だ さい。

CH1、 CH2両方を設定し ていないと出力先と条件の設定ができません。

形V680-CA5D01-V2の場合はCH1実行コマン ドのみを設定し て く だ さい。

3. 条件の設定

〈OUT1出力条件の設定〉 (CH1の読出しデータの0000バイ ト 目から2バイ ト が1234よ り大きい場合OUT1へ100ms出力)

コ マン ド ： SE00S101>=00000212340100*[CR]

レスポンス ： SE0000*[CR]

〈OUT2出力条件の設定〉 (CH1のすべてのエラーでOUT2へ100ms出力)

コ マン ド ： SE00S201ER000000000100*[CR]

レスポンス ： SE0000*[CR]

〈OUT3出力条件の設定〉 (設定な し)

コ マン ド ： SE00S3XX*[CR] 　 ※2出力モー ドの場合は設定できません。 実行状態エラー (終了コー ド ： 15)と な り ます。

レスポンス ： SE0000*[CR]

〈OUT4出力条件の設定〉 (設定な し)

コ マン ド ： SE00S4XX*[CR] 　 ※2出力モー ドの場合は設定できません。 実行状態エラー (終了コー ド ： 15)と な り ます。

レスポンス ： SE0000*[CR]

4. 出力先の設定

〈CH1実行コマン ドの出力設定〉 (CH1の実行コマン ド を常時、 RS-232Cへ出力)

コ マン ド ： SE00U101AL*[CR]

レスポンス ： SE0000*[CR]

〈CH2実行コマン ドの出力設定〉 (設定な し)

コ マン ド ： SE00U2XX*[CR] 　 ※形V680-CA5D01-V2の場合はフ ォーマ ッ ト エラー (終了コー ド ： 14)と な り ます。

レスポンス ： SE0000*[CR]

形V680-CA5D02-V2の場合、 実行コマン ドが設定な し でも、 必ずCH1とCH2両方の実行コマン ド を設定し て く だ さい。

5. 動作条件の読出し

〈動作条件読出し〉
コ マン ド ： SE10*[CR]

レスポンス：SE0000C1RDRAH100100010；C2XX；S101>=00000212340100；S201ER000000000100；S3XX；S4XX；U101AL；U2XX*[CR]

CH1実行コマン ド

CH2実行コ マン ド

OUT1出力条件 OUT2出力条件

OUT3出力条件
OUT4出力条件

CH1出力設定

CH2出力設定
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■ データ再送(RR)
IDコ ン ト ローラからの直前のレスポンスを再送し ます。

本コ マン ドは大容量リー ド(ER)には対応し ていませんので、 使用し ないで く だ さい。

 1 ： 1手順

<直前に返信されたレスポンスがある場合>
直前に返信し たレスポンスデータ を返信し ます。 ただ し、 再送フ ラグは“1”にな り ます。

各コ マン ドのレスポンスフ ォーマ ッ ト と な り ます。

<直前に返信されたレスポンスがない場合>

 1 ： N手順

<直前に返信されたレスポンスがある場合>
直前に返信し たレスポンスデータ を返信し ます。 ただ し、 再送フ ラグは“1”にな り ます。

各コ マン ドのレスポンスフ ォーマ ッ ト と な り ます。

<直前に返信されたレスポンスがない場合>
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■ コ ン ト ローラ制御コ マン ド(CC)
入出力の操作/読出し を行います。

 1 ： 1手順

OUT1/2制御 “0” ： 読出し

“1” ： ONする

“2” ： OFFする

OUT3/4制御 ・ 出力設定 ： 2出力モー ド(BUSY/ERROR/OUT1/OUT2)の場合

“0”固定

・ 出力設定 ： 4出力モー ド(OUT1/OUT2/OUT3/OUT4)の場合

“0” ： 読出し

“1” ： ONする

“2” ： OFFする

TRG1/2入力状態 現在の入力状態

“0” ： OFF状態

“1” ： ON状態

OUT1/2出力状態 操作実行後のOUT1、 OUT2出力状態

“0” ： OFF状態

“1” ： ON状態

OUT3/4出力状態 操作実行後のOUT3、 OUT4出力状態

・ 出力設定 ： 2出力モー ドの場合(BUSY/ERROR/OUT1/OUT2)

“X” ： 固定

・ 出力設定 ： 4出力モー ド(OUT1/OUT2/OUT3/OUT4)の場合

“0” ： OFF状態

“1” ： ON状態
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 1 ： N手順

OUT1/2制御 “0” ： 読出し

“1” ： ONする

“2” ： OFFする

OUT3/4制御 ・ 出力設定 ： 2出力モー ド(BUSY/ERROR/OUT1/OUT2)の場合

“0”固定

・ 出力設定 ： 4出力モー ド(OUT1/OUT2/OUT3/OUT4)の場合

“0” ： 読出し

“1” ： ONする

“2” ： OFFする

TRG1/2入力状態 現在の入力状態

“0” ： OFF状態

“1” ： ON状態

OUT1/2出力状態 操作実行後のOUT1、 OUT2出力状態

“0” ： OFF状態

“1” ： ON状態

OUT3/4出力状態 操作実行後のOUT3、 OUT4出力状態

・ 出力設定 ： 2出力モー ドの場合(BUSY/ERROR/OUT1/OUT2)

“X” ： 固定

・ 出力設定 ： 4出力モー ド(OUT1/OUT2/OUT3/OUT4)の場合

“0” ： OFF状態

“1” ： ON状態
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■ エラー情報読出し(CF)
コ ン ト ローラに保存されたエ ラーログの情報を読出し ます。

 1 ： 1手順

例
コ マン ド でフ ォーマ ッ ト エ ラーが発生し た後、 リー ド コ マン ド で交信エ ラーが発生し た場合

(両エ ラーと も アンテナ1で発生)

処理指定 実行する処理を指定し ます。

“0” ： エラー情報読出し

“1” ： エラー情報ク リ ア

最新エラーログ情報 エラーログ情報を最大30件まで表示し ます。

エラーログ情報は、 発生し た順(新→旧)に並んでおり、 5文字で1件を表し ます
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 1 ： N手順

処理指定 実行する処理を指定し ます。

“0” ： エラー情報読出し

“1” ： エラー情報ク リ ア

最新エラーログ情報 エラーログ情報を最大30件まで表示し ます。

エラーログ情報は、 発生し た順(新→旧)に並んでおり、 5文字で1件を表し ます
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■ 履歴情報読出し(HI)
コ ン ト ローラに保存されたRFタグ との交信履歴情報を読出し ます。

 1 ： 1手順

履歴情報を ク リ ア (処理指定 ： “1”) し ても エラー情報履歴はク リ ア されません。 エラー履歴情報は、 エ ラー情報読出し

(CF)コ マン ド でク リ ア し て く だ さい。

p.156

例
リー ド コ マン ド でア ド レスエ ラーが発生し た後、 ラ イ ト コ マン ド でプロテ ク ト エ ラーが発生し た場合

(両エ ラーと も アンテナ1で発生)

処理指定 実行する処理を指定し ます。

“0” ： 履歴情報読出し

“1” ： 履歴情報ク リ ア

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

コ ン ト ローラ履歴情報 コ ン ト ローラ履歴情報を最大30件まで表示し ます。

履歴情報は、 発生し た順(新→旧)に並んでおり、 8文字で1件を表し ます。
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 1 ： N手順

履歴情報を ク リ ア (処理指定 ： “1”) し ても エラー情報履歴はク リ ア されません。 エラー履歴情報は、 エ ラー情報読出し

(CF)コ マン ド でク リ ア し て く だ さい。

p.156

処理指定 実行する処理を指定し ます。

“0” ： 履歴情報読出し

“1” ： 履歴情報ク リ ア

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

コ ン ト ローラ履歴情報 コ ン ト ローラ履歴情報を最大30件まで表示し ます。

履歴情報は、 発生し た順(新→旧)に並んでおり、 5文字で1件を表し ます
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上位コマン ド

■ テス ト コマン ド(TS)
上位機器から送られたテス ト メ ッ セージをそのまま返し ます。

テス ト コ マン ド は上位機器とIDコ ン ト ローラ間の通信テス ト に使用し ます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

メ ッ セージデータ テス ト 通信するための任意の文字列

最大文字数は262文字です。

メ ッ セージデータ テス ト 通信するための任意の文字列

最大文字数は262文字です。
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■ バージ ョ ン リー ド(VS)
コ ン ト ローラのソ フ ト ウ ェ ア型式、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン、 作成日を読出し ます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

ソ フ ト ウ ェ ア型式 ソ フ ト ウ ェ アの型式を表し ます。

V680-CA5D0*$000000

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンを表し ます。

*.**

ソ フ ト ウ ェ ア作成年月日 ソ フ ト ウ ェ アの作成年月日を表し ます。

20**/**/**

ソ フ ト ウ ェ ア型式 ソ フ ト ウ ェ アの型式を表し ます。

V680-CA5D0*$000000

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンを表し ます。

*.**

ソ フ ト ウ ェ ア作成年月日 ソ フ ト ウ ェ アの作成年月日を表し ます。

20**/**/**
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評価コマン ド

■ ノ イズ測定(NS)
コ マン ド 受信時のノ イズ量を調査する コ マン ド です。

形V680-H01を接続し た場合は使用できません。

形V680-H01-V2のコ ン ト ローラ選択(SW1-1)をONに設定し て接続し た場合、 ノ イズモニ タ機能は使用できません。

 1 ： 1手順

固定値 “0”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

ノ イズレベル平均値 測定し た ノ イズ量の平均値を表し ます。

“00”～“99”

ノ イズレベル最大値 測定し た ノ イズ量の最大値を表し ます。

“00”～“99”

ノ イズレベル最小値 測定し た ノ イズ量の最小値を表し ます。

“00”～“99”
RFID システム
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 1 ： N手順

固定値 “0”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

ノ イズレベル平均値 測定し た ノ イズ量の平均値を表し ます。

“00”～“99”

ノ イズレベル最大値 測定し た ノ イズ量の最大値を表し ます。

“00”～“99”

ノ イズレベル最小値 測定し た ノ イズ量の最小値を表し ます。

“00”～“99”
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その他コマン ド

■ コマン ド未定義レスポンス(IC)
IDコ ン ト ローラがコマン ドのヘ ッ ダを解読できない場合に返すレスポンスです。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

■ エラーレスポンス
上位機器との通信中、 またはRFタグ との交信中にエ ラーが発生し た場合、 終了コー ド でエラーの内容

を知らせます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順
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終了コー ド一覧
終了コー ドは16進数2桁で表されます。

各エラーの内容については 「異常内容一覧」 を参照し て く だ さい。

p.241

種 　 　 別 終了コー ド 名 　 　 称

正常時 00 正常終了コー ド

コ マン ド処理打切り

ポーリ ングコマン ド問合せ(RFタグとの交信が正常に完了後)

ポーリ ングコマン ド打切り

データ チ ェ ッ ク コマン ド、 書換え回数管理コマン ド時正常終了コー ド(エラーな し)

01 ポーリ ングコマン ド受付

02 ポーリ ングコマン ド問合せ(結果情報な し)

03 マルチ交信終了

上位通信エラー 10 パリ テ ィ エラー

11 フ レー ミ ングエラー

12 オーバーラ ンエラー

13 FCSエラー

14 フ ォーマ ッ ト エラー

15 実行状態エラー

18 フ レーム長エラー

下位通信エラー 70 RFタグ通信エラー

71 不一致エラー

72 RFタグ不在エラー

76 データ チ ェ ッ ク コマン ド、 書換え回数管理コマン ド時異常終了コー ド(照合異常、

書換え回数オーバー )、 タグ メ モ リ エラー訂正リー ド コ マン ド ・ データ チ ェ ッ ク異

常

77 タグ メ モ リ エラー訂正リー ド ・ データ チ ェ ッ クワーニング

79 RFタグエラー

7A ア ド レスエラー

7C アンテナ未接続エラー

7D ラ イ ト プロテ ク ト エラー

システムエラー 92 アンテナ部電源電圧異常

93 内部メ モ リ異常

9C

アンテナ数エラー

消費電力オーバーアンテナ接続エラー

旧アンテナ設定エラー
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形V600コマン ド

リー ド/ラ イ ト 機能

■ リー ド/ラ イ ト 時のコマン ド処理
リー ド/ラ イ ト 機能はRFタグが定位置にある場合に交信を行う 際に使用し ます。

従って、 RFタグがアンテナの交信領域内にあるのを確認し て コ マン ド を送信し て く だ さい。 RFタ グが

不在の場合は、 「終了コー ド ： 72=RFタグ不在」 のエ ラーレスポンスを返し ます。

①RF タグがアンテナの交信領域内にある こ と を確

認して、 上位機器はコマン ド を送信します。

②IDコ ン ト ローラはコ マン ド に従っ て、 書込みあ

るいは読出しの処理を行います。

③処理が終了し たあ と、 ID コ ン ト ローラは上位機

器に処理終了のレスポンスを返し ます。上位機

器はレ スポン ス を受け、 再び ラ イ ンのワー ク

(RFタグ付)を移動させます。

オー ト リー ド/ラ イ ト 機能

■ オー ト コマン ド処理
オー ト コ マン ド では、 IDコ ン ト ローラは、 RFタグが接近するまでの間レスポンスを返し ません。 すな

わち、 上位機器との通信路はその間ビジー状態と な り ます。

①上位機器から ア ン テナに対 し てオー ト コ マ ン

ド を送信し ます。

②ID コ ン ト ローラは、RFタグが接近するまでの間

レ スポン ス を返 し ませんので、 上位機器はビ

ジー状態と な り ます。

③アンテナの前をRFタグが通過する際、書込みま

たは読出し処理を行います。

④処理を終了し たあ と、 オー ト コ マン ド に対し て

ア ン テナは上位機器に処理終了のレ スポン ス

を返し ます。
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オー ト リー ド/オー ト ラ イ ト コマン ドの使い方
一般的に、 リー ド コ マン ド、 またはラ イ ト コ マン ド は、 RFタグがアンテナの交信領域内にある場合に

使います。

また、 オー ト コ マン ド はRFタグが移動中に使います。

●リー ド コ マン ド/ラ イ ト コ マン ド ●オー ト リ ー ド コ マン ド/オー ト ラ イ ト コ マン ド

●コ マン ド の応用例

アンテナ

RFタグ

停止中

･RF タ グの移動時に比べ、 交信

距離幅が広 く とれるため確実

に交信できます。

アンテナ

RFタグ

移動中

･オー ト コ マン ド を使えば、 RF

タ グの接近、 未接近を自動検

知し ます。

･RF タ グの移動速度が遅 く 、 位

置決めが確実であれば、 交信

距離の制約が少な く てすみま

す。

項目 使用方法 説明 注意点

タ イマによる

コ マン ドの

送信

レスポンスが返った後、 次の

オ ー ト コ マ ン ド を 送信 し ま

す。

･一定時間ご と にRF タ グがア

ン テナの交信領域内を通過

する場合。

･次のRF タ グが到達する ま で

時間がかかる場合。

･交信終了後、 RFタグが交信領

域外に達するまで待てば、 同

じ RF タ グに対し て同じ交信

が重複する こ と を避け ら れ

ます。

･搬送ス ピー ド を一定に し て

く だ さい。

･同じ RF タ グ と複数回交信し

ないシス テムのみに有効で

す。

ト リ ガ

レスポンスが返った後、 何ら

かの ト リ ガを受けてから次の

オ ー ト コ マ ン ド を 送信 し ま

す。

･例えば、 前工程での処理が終

了したのを確認してからオー

ト コマン ド を送信します。

･次のRF タグが接近するまでに

ト リ ガが来る こ と が条件で

す。

･ ト リ ガの処理が必要です。

アンテナ

RFタグ

アンテナ

RFタ グ RFタ グ

ト リ ガ
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ポーリ ング機能
1台のIDコ ン ト ローラにアンテナが2個接続されている場合のコ マン ド 処理について説明し ます。 通常

のオー ト コ マン ドの場合、 IDコ ン ト ローラはRFタグが接近するまでの間レスポンスを返し ません。 す

なわち上位機器との通信路はその間ビジー状態と な り、 上位機器は同じ ID コ ン ト ローラのも う一方の

アンテナを指定し たコ マン ド を送信する こ とはできません。

しかし、 ポー リ ングオー ト コ マン ドの場合、 ID コ ン ト ローラは上位機器の要求によ り レスポンスを返

し ます。 し たがって、 通信路はビジー状態を続ける こ とはな く な り、 上位機器は同じ ID コ ン ト ローラ

のも う一方のアンテナにコ マン ド を送信する こ とができます。

①アンテナ1に対してポーリ ングオー ト コマン ド を

送信します。

②ID コン ト ローラはコマン ド受信後すぐにコマン ド

を受付けたという意味のレスポンスを返します。

③アンテナ2に対してポーリ ングオー ト コマン ド を

送信します。

④ID コン ト ローラはコマン ド受信後すぐにコマン ド

を受付けたという意味のレスポンスを返します。

⑤上位機器はサブコマン ド を使って処理の進行状態

の問合せやポーリ ングオー ト 処理の打切り を行

う こ とができます。

⑥未接近の場合、 問合せのサブコマン ド に対し て、

未接近のレスポンスが返されます。

⑦アンテナの前をRFタグが通過する際、 書込みまた

は、 読出し処理が行われます。

⑧処理が終了したあと、 問合せのサブコマン ドに対

してアンテナ1は上位機器に処理結果のレスポン

スを返します。
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コマン ド ・ レスポンスフ ォーマ ッ ト

 1 ： 1手順の場合

 1 ： N手順の場合

コ ン ト ローラNo.は、 10進数で指定し ます。 指定範囲は、 @00～@31です。

(注)FCS (Frame Check Sequence)の計算プログラムについては 「FCSの計算例」 を参照し て く だ さい。

p.179

名称 内容

コ ン ト ローラNo. 1対N手順の場合のみ、 @マークに続けてコ ン ト ローラNo.(00～31)を付加し ます。 (10進数指定)

コ マン ド コー ド コマン ドの機能を表す略号2文字が入り ます。 レスポンスの場合も送られたコマン ド と同じ略号

が入り ます。

データ コマン ド ・ レスポンスの内容が入り ます。

・ ASCII／HEXコー ド指定、 処理指定、 モー ド指定

・ 伝送先アンテナ指定

・ 先頭ア ド レス

・ ラ イ ト データ/リー ド データ数

FCS (注) 1対N手順の場合のみ、 水平パリ テ ィ チ ェ ッ クデータが入り ます。

ター ミ ネータ コマン ド ・ レスポンスの終了を表し ます。
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コマン ド一覧
コ マン ド は大き く 3つの種類があ り ます。

■ 交信コ マン ド
RFタグ と交信するためのコ マン ド です。

■ 交信サブ コマン ド
コ マン ド 実行を打切る際に使用する コマン ド です。

コマン ド

コー ド
名称 内容 参照

RD リー ド RFタグのメ モ リのデータ を読出し ます。 p.180

WT ラ イ ト RFタグのメ モ リ にデータ を書込みます。 p.182

XR 拡張リー ド RFタグから2Kバイ ト までのデータ を分割し て読出し ます。 p.184

XW 拡張ラ イ ト RFタグへ2Kバイ ト までのデータ を分割し て書込みます。 p.188

ER 大容量リー ド RFタグから8Kバイ ト までの大量のデータ を読出し ます。 p.192

AR オー ト リー ド RFタグが近づ く のを待ってRFタグのメ モ リのデータ を読出し ます。 p.196

AW オー ト ラ イ ト RFタグが近づ く のを待ってRFタグのメ モ リ にデータ を書込みます。 p.198

DF データ フ ィ ル
コマン ド で指定し た書込先頭ア ド レスから、 書込バイ ト 数分のフ ィ ルデータ を

書込みます。
p.200

AF オー ト データ フ ィ ル
RFタグが近づ く のを待ってコ マン ド で指定し た書込先頭ア ド レスから、 書込

バイ ト 数分のフ ィ ルデータ を書込みます。
p.203

CP コ ピー
一方のアンテナでRFタグのメ モ リから読出し たデータ を他方のアンテナの交

信領域内にあるRFタグのメ モ リ に書込みます。
p.205

AP オー ト コ ピー
RFタグが近づ く のを待って一方のアンテナでRFタグのメ モ リから読出し た

データ を他方のアンテナの交信領域内にある タRFグのメ モ リ に書込みます。
p.207

PR
ポーリ ング

オー ト リー ド

RFタグが近づ く のを待ってRFタグのメ モ リのデータ を読出し ます。 処理結果

はサブ コマン ド を使って問合わせる こ とができます。
p.209

PW
ポーリ ング

オー ト ラ イ ト

RFタグが近づ く のを待ってRFタグのメ モ リ にデータ を書込みます。 処理結果

はサブ コマン ド を使って問合わせる こ とができます。
p.213

MD C/K 照合/計算 RFタグのメ モ リのチ ェ ッ ク コー ド を照合/計算し ます。 p.217

MD S/L 書換え回数管理 RFタグの書換え回数を管理し ます。 p.219

RP ラ イ ト 処理繰返し 前回実行し たラ イ ト 系コ マン ド を繰返し て実行し ます。 p.221

コマン ド

コー ド
名称 内容 参照

AA コマン ド処理打切り RFタグとの交信を強制終了し ます。 p.223

XZ アボー ト (リ セ ッ ト )

IDコ ン ト ローラ を電源投入時の状態に復帰させます。

レスポンスはあ り ません。

RFタグとの交信中はアボー ト コマン ド を使用し ないで く だ さい。

p.224
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■ 上位コ マン ド
IDコ ン ト ローラの制御に使用する コ マン ド です。

FCSの計算例

■ ア ド レス0010Hexから5バイ ト リー ドの場合

コマン ド

コー ド
名称 内容 参照

TS テス ト
IDコ ン ト ローラ と用意機器の通信状態を確認する コ マン ド です。 上位機器が送

信し たデータ をそのまま返信し ます。
p.225

VS バージ ョ ン リー ド IDコ ン ト ローラのソ フ ト バージ ョ ンを返信し ます。 p.226

CC コ ン ト ローラ制御 ユーザ入力/出力の操作を行います。 p.227

CF エラー情報読出し エラーログ情報を読出し ます。 p.229

TR 通信条件設定 シ リ アル通信条件の設定を行います。 p.231

SP パラ メ ータ設定 IDコ ン ト ローラの各種パラ メ ータ を設定/取得/初期化し ます。 p.233

計算元データ
ASCIIコー ド

2進数

ASCIIコー ド

に変換する と

2進数に

変換する と

排他的論理和を と る と

16進数に

変換する と

FCSデータ ： 29

(16進数)
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交信コマン ド
RFタグ と交信するための交信コ マン ド について説明し ます。

■ リー ド(RD)
RFタグからデータ を読出し ます。RFタグが交信可能範囲にない場合はエ ラーレスポンス(終了コー ド ：

72＝RFタ グ不在)を返し ます。

 1 ： 1手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は256バイ ト です。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex(00Hex指定時は256バイ ト )

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコー ド時は読出バイ ト 数、 HEXコー ド時は読出バイ ト 数×2
RFID システム
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 1 ： N手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex(00Hex指定時は256バイ ト )

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコー ド時は読出バイ ト 数、 HEXコー ド時は読出バイ ト 数×2
181
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■ ラ イ ト (WT)
RFタグへデータ を書込みます。 RFタグが交信可能範囲にない場合は、 エ ラーレスポンス(終了コー ド ：

72＝RFタ グ不在)を返し ます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

※HEX コー ド指定時は1バイ ト につき2文字単位で設定し て く だ さい

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

※HEX コー ド指定時は1バイ ト につき2文字単位で設定し て く だ さい

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ 拡張リー ド(XR)
2Kバイ ト までのデータ を分割し て読出し ます。RFタグが交信可能範囲にない場合はエ ラーレスポンス

(終了コー ド ： 72＝RFタグ不在)を返し ます。

上位機器は、 レスポンスをすべて受取るまではID コ ン ト ローラにコ マン ド を送信する こ とはできませ

ん。 (AAコ マン ド 、 XZコ マン ド を除 く )

 1 ： 1手順

〈レスポンス長が256文字以内の場合〉

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読み出しができる最大バイ ト 数は、　 形V680-D1KP□□は1,000バイ ト まで、

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□/形V680S-D2KF□□ 　 2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-

D32KF□□ 　 2,048バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,048バイ ト (2,048文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,048バイ ト (4,096文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2
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〈レスポンス長が256文字以上の場合〉

読出しデータのレスポンス長が256文字以上の場合は以下のよ う に複数のフ レームに分割し て通信し

ます。 このと き、 最後のフ レームにのみター ミ ネータ(*CR)、 その他のフ レームにはデリ ミ タ(CR)が付

きます。

ID コ ン ト ローラは最終フ レームでないレスポンスを受信し た後、 上位機器からデ リ ミ タ (CR) を受信す

る と、 次のレスポンスフ レームを送出し ます。

1 256
250

254

254

XR CR

CR

CR

CR

00 1

2

n-1

n

1

2

n-1

n

CR

CR

CR

CR

CR

A/H 1/2XR

:
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185
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



186

第
 5

 章
形

V
6
0
0
コ

マ
ン

ド

第5章
通信
 1 ： N手順

〈レスポンス長が256文字以内の場合〉

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読み出しができる最大バイ ト 数は、　 形V680-D1KP□□は1,000バイ ト まで、

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□/形V680S-D2KF□□ 　 2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-

D32KF□□ 　 2,048バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,048バイ ト (2,048文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,048バイ ト (4,096文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2

X R 0 0

2 2 n 2

C R
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〈レスポンス長が256文字以上の場合〉

読出しデータのレスポンス長が256文字以上の場合は以下のよ う に複数のフ レームに分割し て通信し

ます。 このと き、 最後のフ レームにのみター ミ ネータ(*CR)、 その他のフ レームにはデリ ミ タ(CR)が付

きます。

ID コ ン ト ローラは最終フ レームでないレスポンスを受信し た後、 上位機器からデ リ ミ タ (CR) を受信す

る と、 次のレスポンスフ レームを送出し ます。

CRA/H 1/2XR

CR

CR

CR

CR

1

2

n-1

n

:

ID
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■ 拡張ラ イ ト (XW)
2Kバイ ト までのデータ を分割し て書込みます。 RFタグが交信可能範囲にない場合は、 エ ラーレスポン

ス(終了コー ド ： 72＝RFタグ不在)を返し ます。

上位機器は、 レスポンスをすべて受取るまではID コ ン ト ローラにコ マン ド を送信する こ とはできませ

ん。 (AAコ マン ド 、 XZコ マン ド を除 く )

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

〈フ レーム1〉

〈フ レーム2以降〉

データ指定 RFタグへの書込データの伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス データ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

文字数は1～257文字です。

デリ ミ タ CR ： 後続フ レームがある フ レームの終わり を表し ます。

ター ミ ネータ ＊CR ： 後続フ レームがないフ レームの終わり を表し ます。

書込データ RFタグに書込むデータ です。

文字数は、 0～265文字です。

デリ ミ タ CR ： 後続フ レームがある フ レームの終わり を表し ます。

ター ミ ネータ ＊CR ： 後続フ レームがないフ レームの終わり を表し ます。
RFID システム
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 フ レーム分割方法

コマン ド長が271文字より大きい場合は、 以下のよ うにフレーム分割して送信して く ださい。

ID コ ン ト ローラは最終フ レームでないコ マン ド を受信する と、 上位機器へデ リ ミ タ (CR) を送信し、 次

のコ マン ド フ レームの受信可能状態と な り ます。

(フ レーム分割方法)

①いずれのフ レーム長も、 271文字以内になるよ う に分割し ます。

②最後のフ レーム(フ レームn)のみ、 最後にター ミ ネータ(＊ CR)を付けます。 それ以外のフ レームには、

最後にデ リ ミ タ(CR)を付けます。

③最初のフ レーム(フ レーム1)には必ずコ マン ド コー ド、 データ指定、 アンテナ指定、 先頭ア ド レスが必

要です。 これらのう ち1つでもなければ、 コマン ド入力エ ラーと な り ます。 書込みデータは省略する こ

とが可能です。

④ひとつのフ レームがAA＊CRまたはXZ＊CR(“@コ ン ト ローラNo.,AA,FCS,＊CR” または“@ コ ン ト ロー

ラNo.,XZ,FCS,＊CR”)にならないよ う に分割し て く だ さい。

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

〈フ レーム1〉

〈フ レーム2以降〉

データ指定 RFタグへの書込データの伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス データ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

文字数は1～257文字です。

デリ ミ タ CR ： 後続フ レームがある フ レームの終わり を表し ます。

ター ミ ネータ ＊CR ： 後続フ レームがないフ レームの終わり を表し ます。

書込データ RFタグに書込むデータ です。

文字数は、 0～265文字です。

デリ ミ タ CR ： 後続フ レームがある フ レームの終わり を表し ます。

ター ミ ネータ ＊CR ： 後続フ レームがないフ レームの終わり を表し ます。
RFID システム
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 フ レーム分割方法

コ マン ド 長が271文字よ り大きい場合は、 以下のよ う にフ レーム分割し て送信し て く だ さい。

ID コ ン ト ローラは最終フ レームでないコ マン ド を受信する と、 上位機器へデ リ ミ タ (CR) を送信し、 次

のコ マン ド フ レームの受信可能状態と な り ます。

(フ レーム分割方法)

①いずれのフ レーム長も、 271文字以内になるよ う に分割し ます。

②最後のフ レーム(フ レームn)のみ、 最後にター ミ ネータ(＊ CR)を付けます。 それ以外のフ レームには、

最後にデ リ ミ タ(CR)を付けます。

③最初のフ レーム(フ レーム1)には必ずコ マン ド コー ド、 データ指定、 アンテナ指定、 先頭ア ド レスが必

要です。 これらのう ち1つでもなければ、 コマン ド入力エ ラーと な り ます。 書込みデータは省略する こ

とが可能です。

④ひとつのフ レームがAA＊CRまたはXZ＊CR(“@ コ ン ト ローラNo.,AA,FCS,＊CR” または“@ コ ン ト ロー

ラNo.,XZ,FCS,＊CR”)にならないよ う に分割し て く だ さい。

⑤すべてのフ レームには、 必ずコ ン ト ローラNo.,FCSが必要です。

終了コー ド コマン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ 大容量リー ド(ER)
RF タグから 8Kバイ ト までの大量データ を読出し ます。 RF タグが不在の場合は、 エ ラーレスポンス(終

了コー ド ： 72=RFタ グ不在)を返信し ます。

 1 ： 1手順

〈レスポンス長が245文字以内の場合

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読み出しができる最大バイ ト 数は、　 形V680-D1KP□□は1,000バイ ト 、

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□/形V680S-D2KF□□ 　 2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-

D32KF□□ 　 8,192バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～2000Hex

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 8,192バイ ト (8,192文字)

HEXコー ド指定時 ： 8,192バイ ト (16,384文字)
RFID システム
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〈レスポンス長が245文字以上の場合〉

読出しデータのレスポンス長が245文字以上の場合は以下のよ う に複数のフ レームに分割し て通信し

ます。 このと き、 最後のフ レームにのみター ミ ネータ(*CR)、 その他のフ レームにはデリ ミ タ(CR)が付

きます。

レスポンスは、 各送信フ レームの間に20msec(初期値)の時間を置いて送信されます。

各フ レームの送信間隔時間は、 「パラ メ ータ設定コ マン ド(SP)」 で変更できます。

p.233

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2
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 1 ： N手順

〈レスポンス長が250文字以内の場合

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

一度に読み出しができる最大バイ ト 数は、　 形V680-D1KP□□は1,000バイ ト 、

形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□/形V680S-D2KF□□ 　 2,000バイ ト 、 形V680-D8KF□□/-

D32KF□□ 　 8,192バイ ト です。

指定可能範囲 ： 0001Hex～2000Hex

・ 1kバイ ト RFタグ(形V680-D1KP□□)

ASCIIコー ド指定時： 1,000バイ ト (1,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 1,000バイ ト (2,000文字)

・ 2kバイ ト RFタグ(形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 2,000バイ ト (2,000文字)

HEXコー ド指定時 ： 2,000バイ ト (4,000文字)

・ 8k/32kバイ ト RFタグ(形V680-D8KF□□/-D32KF□□)

ASCIIコー ド指定時： 8,192バイ ト (8,192文字)

HEXコー ド指定時 ： 8,192バイ ト (16,384文字)
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〈レスポンス長が250文字以上の場合〉

読出しデータのレスポンス長が250文字以上の場合は以下のよ う に複数のフ レームに分割し て通信し

ます。 このと き、 最後のフ レームにのみター ミ ネータ(*CR)、 その他のフ レームにはデリ ミ タ(CR)が付

きます。

レスポンスは、 各送信フ レームの間に20msec(初期値)の時間を置いて送信されます。

各フ レームの送信間隔時間は、 「パラ メ ータ設定コ マン ド(SP)」 で変更できます。

p.233

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2
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■ オー ト リー ド(AR)
RFタグが近づ く のを待っ てRFタグからデータ を読出し ます。IDコ ン ト ローラはRFタグ との交信が終了

後レスポンスを返し ます。

 1 ： 1手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータを読出すエリアの先頭アドレスを16進数4桁で指定します。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は256バイ ト です。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex(00Hex指定時は256バイ ト )

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2
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 1 ： N手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータを読出すエリアの先頭アドレスを16進数4桁で指定します。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は256バイ ト です。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex(00Hex指定時は256バイ ト )

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

読出データ RFタグから読出し たデータ です。

文字数は、 ASCIIコード時は読出しバイ ト 数、 HEXコード時は読出しバイ ト 数×2
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■ オー ト ラ イ ト (AW)
RFタグが近づ く のを待っ てRFタグへデータ を書込みます。IDコ ン ト ローラはRFタグとの交信が終了後

レスポンスを返し ます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータを書込むエリアの先頭アド レスを16進数4桁で指定します。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

※HEX コー ド指定時は1バイ ト につき2文字単位で設定し て く だ さい

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータを書込むエリアの先頭アド レスを16進数4桁で指定します。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

※HEX コー ド指定時は1バイ ト につき2文字単位で設定し て く だ さい

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ データ フ ィ ル(DF)
指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数分のフ ィ ルデータ をRFタ グへ書込みます。RFタグが交信可能

範囲にない場合はエ ラーレスポンス(終了コー ド ： 72=RFタグ不在)を返し ます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込バイ ト 数 奇数バイ ト で指定し た場合、 最後の1バイ ト データには、 ASCIIコー ド指定時は指定データの前

の1桁を、 HEXコー ド指定時は指定データの2桁を、 RFタグへ書込みます。

指定可能範囲 ： 01Hex～FFHex、 00Hex(00Hex指定時は256バイ ト )

指定データ RFタグに書込むデータ です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 2桁指定

・ HEXコー ド指定時 ： 4桁指定

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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例1
ア ド レス と同じデータが書込まれたRF タグに対し て、 ア ド レス0030Hexから 0006Hexバイ ト のメ モ リ エ

リ アに0101Hexを書込む場合

例2
ア ド レス と同じデータが書込まれたRF タグに対し て、 ア ド レス0030Hexから 0005Hexバイ ト のメ モ リ エ

リ アに1234Hexを書込む場合
201
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 1 ： N手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込バイ ト 数 奇数バイ ト で指定し た場合、 最後の1バイ ト データには、 ASCIIコー ド指定時は指定データの前

の1桁を、 HEXコー ド指定時は指定データの2桁を、 RFタグへ書込みます。

指定可能範囲 ： 01Hex～FFHex、 00Hex(00Hex指定時は256バイ ト )

指定データ RFタグに書込むデータ です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 2桁指定

・ HEXコー ド指定時 ： 4桁指定

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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■ オー ト データ フ ィ ル(AF)
RF タ グが近づ く のを待っ て指定し た先頭ア ド レスから指定バイ ト 数分のフ ィ ルデータ を RF タ グへ書

込みます。 RFタグとの交信が終了後レスポンスを返し ます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込バイ ト 数 奇数バイ ト で指定し た場合、 最後の1バイ ト データには、 ASCIIコー ド指定時は指定データの前

の1桁を、 HEXコー ド指定時は指定データの2桁を、 RFタグへ書込みます。

指定可能範囲 ： 01Hex～FFHex、 00Hex(00Hex指定時は256バイ ト )

指定データ RFタグに書込むデータ です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 2桁指定

・ HEXコー ド指定時 ： 4桁指定

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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 1 ： N手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込バイ ト 数 奇数バイ ト で指定し た場合、 最後の1バイ ト データには、 ASCIIコー ド指定時は指定データの前

の1桁を、 HEXコー ド指定時は指定データの2桁を、 RFタグへ書込みます。

指定可能範囲 ： 01Hex～FFHex、 00Hex(00Hex指定時は256バイ ト )

指定データ RFタグに書込むデータ です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 2桁指定

・ HEXコー ド指定時 ： 4桁指定

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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■ コ ピー (CP)
一方のアンテナでRF タ グのメ モ リから読出し たデータ を他方のアンテナの交信領域内にある RF タ グ

のメ モ リ に書込みます。 コ ピー元のRFタグが不在の場合は、 エ ラーレスポンス(終了コー ド ： 72=RFタ

グ不在)を返し ます。 コ ピー先のRFタグが不在の場合は、 エ ラーレスポンス(終了コー ド ： 76=コ ピーエ

ラー )を返し ます。

形V680-CA5D01-V2では使用できません。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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■ オー ト コ ピー (AP)
RF タ グの接近を待っ て一方のアンテナでRF タ グのメ モ リから読出し たデー タ を他方のアンテナの交

信領域内にあるRFタグのメ モ リ に書込みます。

コ ピー先のRFタグが不在の場合は、 エラーレスポンス(終了コー ド ： 76=コ ピーエ ラー )を返し ます。

形V680-CA5D01-V2では使用できません。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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 1 ： N手順

データ指定 “H”固定です。

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1から読出し、 アンテナ2へ書込みます。

“2” ： アンテナ2から読出し、 アンテナ1へ書込みます。

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

コ ピーバイ ト 数 コ ピーするデータのバイ ト 数を16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0001Hex～0800Hex

コ ピー先書込

先頭ア ド レス

RFタグにデータ を書込むエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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■ ポーリ ングオー ト リー ド(PR)
上位機器がポー リ ングオー ト コマン ド を送信する と ID コ ン ト ローラはただちにコ マン ド を受付けた と

い う意味のレスポンスを返し ます。 その後RFタグが接近するのを待ってデータ を読出し ます。 その間

上位機器は、 サブ コ マン ド を使っ て コ マン ド の処理結果を問合わせる こ とができます。 また、 も う一

方のアンテナにコ マン ド を送信する こ とができます。

 1 ： 1手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は256バイ ト です。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex(00Hex指定時は256バイ ト )

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“74” ： ポーリ ングコマン ド受信

この場合の終了コー ドは、 74と上位機器との通信エラーのみです。

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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通信
問合せ/打切り指定 ポーリ ングオー ト 処理結果問合せ/打切り を指定し ます。

“C” ： 処理結果問合せ

“E” ： 処理結果打切り

アンテナ指定 問合せ/打切り を行う アンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“00” ： 正常終了

“74” ： ポーリ ングオー ト 処理結果を問合わせた時点でRFタグ未接近

“75” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグ未接近

“76” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグとの交信処理中、 または処理後

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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 1 ： N手順

データ指定 読出し たデータのレスポンス時に伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

読出エ リ ア先頭ア ド レス RFタグからデータ を読出すエ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFFHex

読出バイ ト 数 RFタグからデータ を読出すバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

一度に読出しができる最大バイ ト 数は256バイ ト です。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex(00Hex指定時は256バイ ト )

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“74” ： ポーリ ングコマン ド受信

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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第5章
通信
問合せ/打切り指定 ポーリ ングオー ト 処理結果問合せ/打切り を指定し ます。

“C” ： 処理結果問合せ

“E” ： 処理結果打切り

アンテナ指定 問合せ/打切り を行う アンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“00” ： 正常終了

“74” ： ポーリ ングオー ト 処理結果を問合わせた時点でRFタグ未接近

“75” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグ未接近

“76” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグとの交信処理中、 または処理後

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ ポーリ ングオー ト ラ イ ト (PW)
上位機器がポー リ ングオー ト コ マン ド を送信する と ただちにコ マン ド を受付けた とい う 意味のレスポ

ンスを返し ます。 その後、 RFタグが接近するのを待っ てデータ を書込みます。 その間上位機器は、 サ

ブ コ マン ド を使って コ マン ド の処理結果を問合わせる こ とができます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

データ指定 RFタグへの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータを書込むエリアの先頭アド レスを16進数4桁で指定します。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数は256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

※HEX コー ド指定時は1バイ ト につき2文字単位で設定し て く だ さい

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“74” ： ポーリ ングコマン ド受信

この場合の終了コー ドは、 74と上位機器との通信エラーのみです。

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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通信
問合せ/打切り指定 ポーリ ングオー ト 処理結果問合せ/打切り を指定し ます。

“C” ： 処理結果問合せ

“E” ： 処理結果打切り

アンテナ指定 問合せ/打切り を行う アンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“00” ： 正常終了

“74” ： ポーリ ングオー ト 処理結果を問合わせた時点でRFタグ未接近

“75” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグ未接近

“76” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグとの交信処理中、 または処理後

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。
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 1 ： N手順

データ指定 RFタグの書込みデータ を伝送する コー ドの形式を指定し ます。

“A” ： ASCIIコー ド

“H” ： HEXコー ド

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

書込エ リ ア先頭ア ド レス RFタグにデータを書込むエリアの先頭アド レスを16進数4桁で指定します。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFFHex

書込データ RFタグに書込むデータ です。

一度に書込めるバイ ト 数はは256バイ ト です。

・ ASCIIコー ド指定時 ： 256バイ ト (256文字)

・ HEXコー ド指定時 ： 256バイ ト (512文字)

※HEX コー ド指定時は1バイ ト につき2文字単位で設定し て く だ さい

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“74” ： ポーリ ングコマン ド受信

この場合の終了コー ドは、 74と上位機器との通信エラーのみです。

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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問合せ/打切り指定 ポーリ ングオー ト 処理結果問合せ/打切り を指定し ます。

“C” ： 処理結果問合せ

“E” ： 処理結果打切り

アンテナ指定 問合せ/打切り を行う アンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

“00” ： 正常終了

“74” ： ポーリ ングオー ト 処理結果を問合わせた時点でRFタグ未接近

“75” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグ未接近

“76” ： ポーリ ングオー ト 処理を打切った時点でRFタグとの交信処理中、 または処理後

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ データ チ ェ ッ ク コマン ド(MD C/K)
指定し たチ ェ ッ ク ブロ ッ ク単位で、 CRC コー ドの書込み、 および照合を行います。 CRC コー ドは、 生

成多項式 「X16＋X12＋X5＋1」 によ り計算される ものです。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

メ モ リ チ ェ ッ クの詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

処理指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“C” ： チ ェ ッ ク コー ド照合

“K” ： チ ェ ッ ク コー ド計算

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

先頭ア ド レス

チ ェ ッ ク ブロ ッ クの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～FFFDHex

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

バイ ト 数

チ ェ ッ ク ブロ ッ クのバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex、 03Hex～FFHex (00Hex指定時は256バイ ト )

チェ ッ クブロッ クバイ ト数は、 チェ ッ クコード計算対象エリア+2バイ トが必要です。

詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

00 ： 正常終了時

75 ： データ正常(照合処理時のみ)

76 ： データ異常ワーニング(照合処理時のみ)

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

メ モ リ チ ェ ッ クの詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

処理指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“C” ： チ ェ ッ ク コー ド照合

“K” ： チ ェ ッ ク コー ド計算

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

先頭ア ド レス

チ ェ ッ ク ブロ ッ クの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFDHex

チ ェ ッ ク ブロ ッ ク

バイ ト 数

チ ェ ッ ク ブロ ッ クのバイ ト 数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex、 03Hex～FFHex (00Hex指定時は256バイ ト )

チェ ッ クブロッ クバイ ト数は、 チェ ッ クコード計算対象エリア+2バイ トが必要です。

詳細は、 「RFタグのメ モ リ チ ェ ッ ク機能」 を参照し て く だ さい。

p.99

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

00 ： 正常終了時

75 ： データ正常(照合処理時のみ)

76 ： データ異常ワーニング(照合処理時のみ)

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ 書換え回数管理(MD S/L)
EEPROMタ イプのRFタグの書換え回数管理を行う ために使用し ます。

指定し た書換え回数管理エ リ アデータ を変更する こ と で、 EEPROMの書換え回数オーバーの判定を行

います。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

※注. EEPROMタ イプRFタグの書込み寿命回数は25℃で10万回です。

モー ド指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“S” ： 減算式 　 書換え回数を任意に設定(MAX1670万回)※注

“L” ： 加算式 　 書換え管理回数10万回固定

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

エ リ ア先頭ア ド レス 書換え回数管理エ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFDHex

減算回数 更新回数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex (00Hex指定時は書換え回数のチ ェ ッ クのみを行います)

詳細は 「RFタグの寿命検知機能」 を参照し て く だ さい。

p.97

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

75 ： 正常終了時

76 ： データ異常ワーニング

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

※注. EEPROMタ イプRFタグの書込み寿命回数は25℃で10万回です。

モー ド指定 チ ェ ッ クの処理内容を指定し ます。

“S” ： 減算式 　 書換え回数を任意に設定(MAX1670万回)※注

“L” ： 加算式 　 書換え管理回数10万回固定

アンテナ指定 交信するアンテナを指定し ます。

“1” ： アンテナ1

“2” ： アンテナ2

エ リ ア先頭ア ド レス 書換え回数管理エ リ アの先頭ア ド レスを16進数4桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 0000Hex～ FFFDHex

減算回数 更新回数を16進数2桁で指定し ます。

指定可能範囲 ： 00Hex～FFHex (00Hex指定時は書換え回数のチ ェ ッ クのみを行います)

詳細は 「RFタグの寿命検知機能」 を参照し て く だ さい。

p.97

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

75 ： 正常終了時

76 ： データ異常ワーニング

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ ラ イ ト 処理繰返し コ マン ド(RP)
前回実行し たラ イ ト 系コ マン ドの処理を実行し ます。

形V680シ リーズのRFタグ-アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます。

 1 ： 1手順

ラ イ ト コマン ド情報は以下の条件でク リ ア されます。

・ コ ン ト ローラが電源リ セ ッ ト された と き

この状態でラ イ ト 処理繰返し コ マン ド を実行する と、 コ マン ド入力エラーと な り ます。

コ マン ド コー ド 前回実行し たラ イ ト 系コマン ドのコ マン ド コー ドが付きます。

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

ラ イ ト コマン ド情報は以下の条件でク リ ア されます。

・ コ ン ト ローラが電源リ セ ッ ト された と き

この状態でラ イ ト 処理繰返し コ マン ド を実行する と、 コ マン ド入力エラーと な り ます。

コ マン ド コー ド 前回実行し たラ イ ト 系コマン ドのコ マン ド コー ドが付きます。

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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交信サブ コマン ド
交信コ マン ド と組合わせて使用する もので、 このコマン ド だけでは、 RFタグとの交信は行いません。

■ コマン ド処理打切り コマン ド(AA)
ポー リ ングコ マン ド を除 く コ マン ドの処理を打ち切り、 コ マン ド待ち状態に復帰させます。 拡張コ マ

ン ドのフ レーム分割の通信を途中で打切る こ と も できます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

14 ： オー ト または通常コマン ド処理未実行

75 ： RFタグの存在検知前に打切った場合

76 ： RFタグへのリー ド/ラ イ ト 処理中に打切った場合

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

14 ： オー ト または通常コマン ド処理未実行

75 ： RFタグの存在検知前に打切った場合

76 ： RFタグへのリー ド/ラ イ ト 処理中に打切った場合

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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■ アボー ト コマン ド(XZ)
上位機器との通信中またはRFタ グとの交信中に、 なんらかの ト ラ ブルでIDコ ン ト ローラから レスポン

スが返っ てこ ない場合、 アボー ト コ マン ド によ り ID コ ン ト ローラ を コ マン ド 待ち状態に復帰させる こ

とができます。

アボー ト コ マン ド にレスポンスはあ り ません。

 1 ： 1手順

IDコ ン ト ローラはアボー ト コマン ド受信後、 次のコ マン ド を受信できるまで約100msec必要です。

 1 ： N手順

IDコ ン ト ローラはアボー ト コマン ド受信後、 次のコ マン ド を受信できるまで約100msec必要です。
RFID システム
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上位コマン ド

■ テス ト コマン ド(TS)
上位機器から送られたテス ト メ ッ セージをそのまま返し ます。

テス ト コ マン ド は上位機器とIDコ ン ト ローラ間の通信テス ト に使用し ます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

メ ッ セージデータ テス ト 通信するための任意の文字列

最大文字数は262文字です。

メ ッ セージデータ テス ト 通信するための任意の文字列

最大文字数は262文字です。
225
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■ バージ ョ ン リー ド(VS)
コ ン ト ローラのソ フ ト ウ ェ ア型式、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン、 作成日を読出し ます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

ソ フ ト ウ ェ ア型式 ソ フ ト ウ ェ アの型式を表し ます。

V680-CA5D0*$000000

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンを表し ます。

*.**

ソ フ ト ウ ェ ア作成年月日 ソ フ ト ウ ェ アの作成年月日を表し ます。

20**/**/**

ソ フ ト ウ ェ ア型式 ソ フ ト ウ ェ アの型式を表し ます。

V680-CA5D0*$000000

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンを表し ます。

*.**

ソ フ ト ウ ェ ア作成年月日 ソ フ ト ウ ェ アの作成年月日を表し ます。

20**/**/**
RFID システム
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■ コ ン ト ローラ制御コ マン ド(CC)
入出力の操作/読出し を行います。

 1 ： 1手順

処理コー ド “00”固定です。

OUT1/2制御 0 ： 読出し

1 ： ONする

2 ： OFFする

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

入力状態 現在の入力状態(1文字目 ： TRG1、 2文字目 ： TRG2)

0 ： OFF状態

1 ： ON状態

出力状態 操作実行後の出力状態(1文字目 ： OUT1、 2文字目 ： OUT2)

0 ： OFF状態

1 ： ON状態
227
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 1 ： N手順

処理コー ド “00”固定です。

OUT1/2制御 0 ： 読出し

1 ： ONする

2 ： OFFする

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

入力状態 現在の入力状態(1文字目 ： TRG1、 2文字目 ： TRG2)

0 ： OFF状態

1 ： ON状態

出力状態 操作実行後の出力状態(1文字目 ： OUT1、 2文字目 ： OUT2)

0 ： OFF状態

1 ： ON状態
RFID システム
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■ エラー情報読出し コ マン ド(CF)
コ ン ト ローラに保存されたエ ラーログの情報を読出し ます。

 1 ： 1手順

処理コー ド 実行する処理を指定し ます。

“00” ： エラー情報読出し

“01” ： エラー情報ク リ ア

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

最新エラーログ情報 エラーログ情報を最大30件まで表示し ます。

エラーログ情報は、 発生し た順(新→旧)に並んでおり、 5文字で1件を表し ます
229
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 1 ： N手順

処理コー ド 実行する処理を指定し ます。

“00” ： エラー情報読出し

“01” ： エラー情報ク リ ア

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

最新エラーログ情報 エラーログ情報を最大30件まで表示し ます。

エラーログ情報は、 発生し た順(新→旧)に並んでおり、 5文字で1件を表し ます
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■ 通信条件設定(TR)
シ リ アル通信の条件を設定し ます。 変更後の設定内容でID コ ン ト ローラ を動作させるには、 本コ マン

ド 実行後、 IDコ ン ト ローラ を再起動するか、 アボー ト コ マン ド(XZ)を実行する必要があ り ます。

このコマン ドの設定は、 内部設定有効時(SW3-1＝ON時)のみ有効です。

 1 ： 1手順

通信速度指定 通信速度を指定し ます。

“3” ： 9,600 bps

“4” ： 19,200 bps

“5” ： 38,400 bps

“6” ： 115,200 bps

工場出荷時の設定 ： 9,600 bps

データ長指定 データ長を指定し ます。

“7” ： 7ビ ッ ト

“8” ： 8ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 7 bit

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式

指定

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式を指定し ます。

“0” ： な し

“1” ： 奇数パリ テ ィ

“2” ： 偶数パリ テ ィ

工場出荷時の設定 ： 偶数パリ テ ィ

ス ト ッ プビ ッ ト 長指定 ス ト ッ プビ ッ ト 長を指定し ます。

“1” ： 1ビ ッ ト

“2” ： 2ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 2ビ ッ ト

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
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 1 ： N手順

通信速度指定 通信速度を指定し ます。

“3” ： 9,600 bps

“4” ： 19,200 bps

“5” ： 38,400 bps

“6” ： 115,200 bps

工場出荷時の設定 ： 9,600 bps

データ長指定 データ長を指定し ます。

“7” ： 7ビ ッ ト

“8” ： 8ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 7 bit

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式

指定

パリ テ ィ チ ェ ッ ク方式を指定し ます。

“0” ： な し

“1” ： 奇数パリ テ ィ

“2” ： 偶数パリ テ ィ

工場出荷時の設定 ： 偶数パリ テ ィ

ス ト ッ プビ ッ ト 長指定 ス ト ッ プビ ッ ト 長を指定し ます。

“1” ： 1ビ ッ ト

“2” ： 2ビ ッ ト

工場出荷時の設定 ： 2ビ ッ ト

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238
RFID システム
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■ パラ メ ータ設定コマン ド(SP)
交信条件を設定する コ マン ド です。 IDコ ン ト ローラの各種パラ メ ータ を設定し ます。

内部設定を変更し た場合に、 IDコ ン ト ローラ を リ セ ッ ト する必要はあ り ません。 変更内容はコマン ド実行後、 すぐに適

用されます。

パラ メ ータ設定中に電源が切れるよ う な場合、 メ モ リ異常と な り ますのでご注意 く だ さい。

 1 ： 1手順

処理コー ド
(上桁)

パラ メ ータに対し て行う処理内容を指定し ます。
“0” ： 内部設定を変更し ます。
“1” ： 内部設定を読出し ます。
“9” ： 内部設定を初期値に初期化し ます。

処理コー ド
(下桁)

パラ メ ータの種類を指定し ます。
“1” ： コ ン ト ローラNo.※1

“2” ： ラ イ ト ベリ フ ァ イ有無※1

“3” ： 受信感度切替え
“9” ： 交信手順※1

“B” ： 下位 ト リ ガ実行 有効/無効※1

“C” ： エラー出力時間
“D” ： テス ト 実行バイ ト 数設定
“E” ： ノ イズモニ タ機能設定
“G” ： ノ イズ測定回数設定
“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定※1

“J” ： ラ イ ト プロテ ク ト 方式設定※2

“L” ： タグ メ モ リ設定※1 ※3

パラ メ ータデータ
(変更時のみ)

データNo.※4 設定可能な値

“1” 10進数で2桁指定。 “00”～“31”(号機)
初期値 ： “00”

“2” “0” ： ベ リ フ ァ イな し
“1” ： ベ リ フ ァ イあ り (初期値)

“3” “0” ： 弱
“1” ： 標準(初期値)

“9” “0” ： 1対1手順 (初期値)
“1” ： 1対N手順

“B” “0” ： 無効 (初期値)
“1” ： 有効

“C” 10進数で4桁指定。 “0000”～“9999”(ms) 　
“0000”は無限、 初期値 ： “0500”(ms)

“D” 16進数で4桁指定。 “0001”～“0800”(バイ ト ) 　
初期値 ： “0001”(バイ ト )

“E” “0” ： ノ イズモニ タ機能OFF (初期値)
“1” ： ノ イズモニ タ機能ON

“G” 10進数で4桁指定。 “0001”～“0100”(回) 　
初期値 ： “0010”(回)

“H” “0” ： ラ イ ト プロテク ト 機能OFF (初期値)
“1” ： ラ イ ト プロテク ト 機能ON

“J” “0” ： V680方式ラ イ ト プロテク ト  (初期値)
“1” ： V600方式ラ イ ト プロテク ト

“L” “0” ： 標準モー ド (初期値)
“1” ： CA1Dモー ド

※1 パラ メ ータ1、 2、 9、 B、 H、 Lについては内部設定有効時(SW3-1=ON時)のみ有効です。
※2 パラ メ ータJについては、 バージ ョ ンがVer2.1以降のみ有効です。
※3 パラ メ ータLについては、 バージ ョ ンがVer2.2以降のみ有効です。
※4 パラ メ ータデータのデータNo.は処理コー ド(下桁)で指定し た番号です。

設定可能な値は処理コー ド(下桁)で指定し たパラ メ ータ と同じデータNo.の設定可能な値を設定し て く だ さい。
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パラ メ ータJはバージ ョ ンがVer2.1以降、 パラ メ ータLはバージ ョ ンがVer2.2以降のもので使用できます。 バージ ョ ン確

認方法は18ページを参照し て く だ さい。

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

パラ メ ータデータ パラ メ ータ取得時のみ付加されます。
RFID システム
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 1 ： N手順

処理コー ド
(上桁)

パラ メ ータに対し て行う処理内容を指定し ます。
“0” ： 内部設定を変更し ます。
“1” ： 内部設定を読出し ます。
“9” ： 内部設定を初期値に初期化し ます。

処理コー ド
(下桁)

パラ メ ータの種類を指定し ます。
“1” ： コ ン ト ローラNo.※1

“2” ： ラ イ ト ベリ フ ァ イ有無※1

“3” ： 受信感度切替え
“9” ： 交信手順※1

“B” ： 下位 ト リ ガ実行 有効/無効※1

“C” ： エラー出力時間
“D” ： テス ト 実行バイ ト 数設定
“E” ： ノ イズモニ タ機能設定
“G” ： ノ イズ測定回数設定
“H” ： ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定※1

“J” ： ラ イ ト プロテ ク ト 方式設定※2

“L” ： タグ メ モ リ設定※1 ※3

パラ メ ータデータ
(変更時のみ)

データNo.※4 設定可能な値

“1” 10進数で2桁指定。 “00”～“31”(号機)
初期値 ： “00”

“2” “0” ： ベ リ フ ァ イな し
“1” ： ベ リ フ ァ イあ り (初期値)

“3” “0” ： 弱
“1” ： 標準(初期値)

“9” “0” ： 1対1手順 (初期値)
“1” ： 1対N手順

“B” “0” ： 無効 (初期値)
“1” ： 有効

“C” 10進数で4桁指定。 “0000”～“9999”(ms) 　
“0000”は無限、 初期値 ： “0500”(ms)

“D” 16進数で4桁指定。 “0001”～“0800”(バイ ト ) 　
初期値 ： “0001”(バイ ト )

“E” “0” ： ノ イズモニ タ機能OFF (初期値)
“1” ： ノ イズモニ タ機能ON

“G” 10進数で4桁指定。 “0001”～“0100”(回) 　
初期値 ： “0010”(回)

“H” “0” ： ラ イ ト プロテク ト 機能OFF (初期値)
“1” ： ラ イ ト プロテク ト 機能ON

“J” “0” ： V680方式ラ イ ト プロテク ト  (初期値)
“1” ： V600方式ラ イ ト プロテク ト

“L” “0” ： 標準モー ド (初期値)
“1” ： CA1Dモー ド

※1 パラ メ ータ1、 2、 9、 B、 H、 Lについては内部設定有効時(SW3-1=ON時)のみ有効です。
※2 パラ メ ータJについては、 バージ ョ ンがVer2.1以降のみ有効です。
※3 パラ メ ータLについては、 バージ ョ ンがVer2.2以降のみ有効です。
※4 パラ メ ータデータのデータNo.は処理コー ド(下桁)で指定し た番号です。

設定可能な値は処理コー ド(下桁)で指定し たパラ メ ータ と同じデータNo.の設定可能な値を設定し て く だ さい。
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パラ メ ータJはバージ ョ ンがVer2.1以降、 パラ メ ータLはバージ ョ ンがVer2.2以降のもので使用できます。 バージ ョ ン確

認方法は18ページを参照し て く だ さい。

終了コー ド コ マン ドの実行結果を表し ます。

正常終了時は“00”

終了コー ド については、 「終了コー ド一覧」 を参照し て く だ さい。

p.238

パラ メ ータデータ パラ メ ータ取得時のみ付加されます。
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その他コマン ド

■ コマン ド未定義レスポンス(IC)
IDコ ン ト ローラがコマン ドのヘ ッ ダを解読できない場合に返すレスポンスです。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順

■ エラーレスポンス
上位機器との通信中、 またはRFタグ との交信中にエ ラーが発生し た場合、 終了コー ド でエラーの内容

を知らせます。

 1 ： 1手順

 1 ： N手順
237
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終了コー ド一覧
終了コー ドは16進数2桁で表されます。

各エラーの内容については 「異常内容一覧」 を参照し て く だ さい。

p.241

種 　 　 別 終了コー ド 名 　 　 称

正常時 00 正常終了コー ド

74 ポーリ ングコマン ド受付、 ポーリ ングコマン ド問合せ(結果情報な し)

75 オー ト コ マン ド打切り(RFタグの存在検知前に打切った場合)

ポーリ ングコマン ド打切り(RFタグの存在検知前に打切った場合)

データチェ ッ ク コマン ド、 書換え回数管理コマン ド時正常終了コード(エラーなし)

76 オー ト コ マン ド打切り(RFタグの存在検知後に打切った場合)

ポーリ ングコマン ド打切り(RFタグの存在検知後に打切った場合)

上位通信エラー 10 パリ テ ィ エラー

11 フ レー ミ ングエラー

12 オーバーラ ンエラー

13 FCSエラー

14 フ ォーマ ッ ト エラー

実行状態エラー

18 フ レーム長エラー

下位通信エラー 70 RFタグ通信エラー

71 不一致エラー

72 RFタグ不在エラー

76 コ ピーエラー

7A ア ド レスエラー

7C アンテナ未接続エラー

7D ラ イ ト プロテ ク ト エラー

RFタグ

メ モ リ ワーニング
76

データ チ ェ ッ ク コマン ド、 書換え回数管理コマン ド時異常終了コー ド(照合異常、

書換え回数オーバー )

システムエラー 92 アンテナ部電源電圧異常

93 内部メ モ リ異常
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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異常内容一覧 241

異常と対策 245

保守と点検 246

ト ラ ブルシューテ ィ ングフ ロー 247
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診断機能

異常内容

■ 運転停止異常
CPU異常、 内部メ モ リ異常が発生し た場合、 RUN/RST LEDが消灯し、 RUN出力がOFFし ます。 このと

き内部メ モ リ異常の場合はCOMM LEDが赤点灯し ます。

アンテナ電源電圧異常の場合は、 RUN/RST LEDが緑点灯し ます。 RUN出力はOFFし ません。

■ 運転継続異常
IDコ ン ト ローラ と上位機器との通信や、アンテナとの交信に異常が発生し た場合、モニ タ表示にエ ラー

コー ド を表示し ます。 （エ ラーコー ド表示モー ド） この異常内容は最大30個まで記憶され、 上位コ ン ト

ローラからのコ マン ド で読み出すこ とができます。

運転中の表示、 出力状態
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
異常内容一覧

形V680コマン ド

■ 通信エラー

・ 通信エ ラーは、 上位機器とIDコ ン ト ローラ間の通信時に発生し たエ ラーです。

・ 交信エ ラーは、 IDコ ン ト ローラ と アンテナおよびRFタグとの交信時に発生し たエ ラーです。

・ これらのエ ラー内容はすべてID コ ン ト ローラに記憶され、 エ ラーコー ド はモニ タ表示に表示されます。 ま

た、 「エ ラー情報読出し コ マン ド(CF)」 でエ ラー情報を読出すこ とができます。

種別
エラー

コー ド
名称 内容

上位機器との

通信エラー

10 パリ テ ィ エラー 上位機器とIDコ ン ト ローラ間の通信に異常がある。

・ 通信フ ォーマ ッ ト の設定誤り

・ ノ イズの影響による誤動作

11 フ レー ミ ングエラー

12 オーバーラ ンエラー

13 FCSエラー FCSの計算方法に誤りがある。

14 コマン ド入力エラー コマン ドのフ ォーマ ッ ト に誤りがある。

15 実行状態エラー

・ ポーリ ングコマン ド実行中のアンテナに対する交信コマン ド を受付けた。

・ ポーリ ング処理中のアンテナがある場合にコ ピーコマン ド(CP)を受信した。

・ 保存ラ イ ト コマン ドがない状態で、 ラ イ ト 処理繰り返し コ マン ド(RR)を

受信し た。

・ 打切る コマン ドが実行されていない状態で、 コマン ド処理打切り コマン

ド(AA)を受信し た。

・ ポーリ ング処理が未実施時にポーリ ング問合せコマン ド(PC)を受信し た。

・ 動作条件が設定されていない状態で、 自己実行開始コマン ド(MO)を受信

し た。

・ 交信コマン ド実行中にパラ メ ータ設定(SP)コ マン ド を受信し た。

・ 誤った順番で、 動作条件設定(SE)コ マン ド を受信し た

18 フ レーム長エラー コマン ドの1フ レーム文字数が規定値を超えている。

RFタグとの

交信エラー

70 RFタグ交信エラー

アンテナとRFタグ間の交信に異常がある。

・ 通過過度、 距離などの設置上の不具合

・ 障害物による誤動作

71 不一致エラー ラ イ ト の処理が正し く 行われなかった。

72 RFタグ不在エラー ラ イ ト 、 リー ド実行時RFタグが交信領域内に存在し ない。

7A ア ド レスエラー

RFタグのメ モ リ エ リ アを越えるア ド レスが指定された。

MDS/MDLコマン ド使用時に、 エ リ ア先頭ア ド レスが正し く 指定されてい

ない。

7C アンプ部エラー

・ アンプ部の異常によ り交信できない。

・ アンプが接続されていない。

・ V680-H01接続設定で指定し たアンテナと別のアンテナが接続されてい

る。

7D ラ イ ト プロテク ト エラー ラ イ ト 系コ マン ド でラ イ ト プロテク ト エ リ アを指定し た。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 241
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・ これらのワーニング内容は、 IDコ ン ト ローラには記憶されません。

■ システムエラー

注. ・ ラ イ ト 系コ マ ン ド の実行時の交信エ ラ ー ( エ ラ ー コ ー ド ： “70”)、 不一致エ ラ ー ( エ ラ ー コ ー

ド ： “71”)が発生し た場合には、 コ マン ド 対象ア ド レスを含むRF タ グのメ モ リ ブロ ッ クのデー

タが部分的または、 すべてが書き換っている恐れがあ り ます。 書き換わったデータは、 ラ イ ト

命令のデータ とは限り ません。

メ モ リ ブロ ッ クについては第7章 「付録」 の 「RFタグのメ モ リ マ ッ プ」 をご参照 く だ さい。

p.266

ラ イ ト 系コ マン ド実行時のエ ラー (エラーコー ド ： “70”、 “71”)については、 エ ラーがな く なる

まで上位側で リ ト ラ イ処理を行って く だ さい。

・ アンプ分離型アンテナの場合、 コ ン ト ローラにアンプ未接続時は、 アンテナ部エ ラー ( エ ラー

コー ド ： “7C”)が発生し ます。 接続アンプにアンテナ未接続時は、 RF タ グ不在エ ラー ( エ ラー

コー ド ： “72”)が発生し ます。

・ ラ イ ト 系のコ マン ド を実行中にRFタグが交信領域外に移動する と、RFタグのデータが途中まで

書き換わっ ている恐れがあ り ますので注意し て く だ さい。 また、 この場合、 交信エ ラー (エラー

コー ド ： “70”)が発生し ます。

ワーニング

コー ド
名称 内容

76

RFタグ書換え回数オーバー
書換え回数管理コ マン ド(MDS/MDL)による書換え回

数オーバーワーニング

RFタグ メ モ リ チ ェ ッ ク エラー
データ チ ェ ッ ク コ マン ド(MDC)による メ モ リ エラー検

知ワーニング

タグ メ モ リ エ ラー訂正リー ド ・ データ チ ェ ッ ク異常
タグ メ モ リ エラー訂正リー ド コ マン ド(QR)のチ ェ ッ

ク コー ドが誤っていて、 ビ ッ ト 訂正もできない。

77
タグ メ モ リ エ ラー訂正リー ド ・ データ チ ェ ッ ク

ワーニング

タグ メ モ リ エラー訂正リー ド コ マン ド(QR)で読出し

たデータに異常があ り、 1ビ ッ ト のデータ訂正を行

い、 データ チ ェ ッ クは正常に終了し た場合。

返信された リー ド データはそのまま利用できます。

エラー

コー ド
名称 内容

92 アンテナ部電源電圧異常
IDコ ン ト ローラからアンテナに供給する電源電圧に異常があ り ます。

・ IDコ ン ト ローラの代替機をご用意 く だ さい。

93 メ モ リ異常

IDコ ン ト ローラ本体の異常またはノ イズなどの影響が考えられます。

・ 電源を一度切って再投入する。

・ リ セ ッ ト 入力をONする。

・ SPコマン ド で交信条件を再設定する(正常復帰しないと きは代替機をご用意 く ださい。 )

9C

アンテナ接続エラー

消費電力オーバー

V680-H01接続設定エ ラー

接続できるアンテナの数や消費電力が規定値を超えています。

V680-H01接続設定で設定し たアンテナと別のアンテナが接続されている。
RFID システム
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形V600コマン ド

■ 通信エラー

・ 通信エ ラーは、 上位機器とIDコ ン ト ローラ間の通信時に発生し たエ ラーです。

・ 交信エ ラーは、 IDコ ン ト ローラ と アンテナおよびRFタグとの交信時に発生し たエ ラーです。

・ これらのエ ラー内容はすべてID コ ン ト ローラに記憶され、 エ ラーコー ド はモニ タ表示に表示されます。 ま

た、 「エ ラー情報読出し コ マン ド(CF)」 でエ ラー情報を読出すこ とができます。

・ これらのワーニング内容は、 IDコ ン ト ローラには記憶されません。

種別
エラー

コー ド
名称 内容

上位機器との

通信エラー

10 パリ テ ィ エラー 上位機器とIDコ ン ト ローラ間の通信に異常がある。

・ 通信フ ォーマ ッ ト の設定誤り

・ ノ イズの影響による誤動作

11 フ レー ミ ングエラー

12 オーバーラ ンエラー

13 FCSエラー FCSの計算方法に誤りがある。

14 コマン ド入力エラー コマン ドのフ ォーマ ッ ト に誤りがある。

18 フ レーム長エラー コマン ドの1フ レーム文字数が規定値を超えている。

RFタグとの

交信エラー

70 RFタグ交信エラー

アンテナとRFタグ間の交信に異常がある。

・ 通過過度、 距離などの設置上の不具合

・ 障害物による誤動作

71 不一致エラー ラ イ ト の処理が正し く 行われなかった。

72 RFタグ不在エラー ラ イ ト 、 リー ド実行時RFタグが交信領域内に存在し ない。

76 コ ピーエラー コ ピーの処理が正し く 行われなかった。

7A ア ド レスエラー

RFタグのメ モ リ エ リ アを越えるア ド レスが指定された。

MDS/MDLコマン ド使用時に、 エ リ ア先頭ア ド レスが正し く 指定されて

いない。

7C アンテナ未接続 アンテナが接続されていない。

7D ラ イ ト プロテ ク ト エラー ラ イ ト 系コマン ド でラ イ ト プロテ ク ト エ リ アを指定し た。

注. ・ ラ イ ト 系コ マ ン ド の実行時の交信エ ラ ー ( エ ラ ー コ ー ド ： “70”)、 不一致エ ラ ー ( エ ラ ー コ ー

ド ： “71”)、 コ ピーエ ラー (エ ラーコー ド ： “76”)が発生し た場合には、 コ マン ド対象ア ド レスを

含むRFタグのメ モ リ ブロ ッ クのデータが部分的または、すべてが書き換っ ている恐れがあ り ま

す。 書き換わったデータは、 ラ イ ト 命令のデータ とは限り ません。

メ モ リ ブロ ッ クについては第7章 「付録」 の 「RFタグのメ モ リ マ ッ プ」 をご参照 く だ さい。

p.266

ラ イ ト 系コ マ ン ド 実行時のエ ラ ー ( エ ラ ー コ ー ド ： “70”、 “71”)、 コ ピーエ ラ ー ( エ ラ ー コ ー

ド ： “76”)については、 エ ラーがな く なるまで上位側で リ ト ラ イ処理を行っ て く だ さい。

・ アンプ分離型アンテナの場合、 コ ン ト ローラにアンプ未接続時は、 アンテナ部エ ラー ( エ ラー

コー ド ： “7C”)が発生し ます。 接続アンプにアンテナ未接続時は、 RF タ グ不在エ ラー ( エ ラー

コー ド ： “72”)が発生し ます。

・ ラ イ ト 系のコ マン ド を実行中にRFタグが交信領域外に移動する と、RFタグのデータが途中まで

書き換わっ ている恐れがあ り ますので注意し て く だ さい。 また、 この場合、 交信エ ラー (エラー

コー ド ： “70”)が発生し ます。

ワーニング

コー ド
名称 内容

76

RFタグ書換え回数オーバー
書換え回数管理コ マン ド(MDS/MDL)による書換え回

数オーバーワーニング

RFタグ メ モ リ チ ェ ッ ク エラー
データ チ ェ ッ ク コ マン ド(MDC)による メ モ リ エラー検

知ワーニング
RFID システム
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■ システムエラー
エラー

コー ド
名称 内容

92 アンテナ部電源電圧異常
IDコ ン ト ローラからアンテナに供給する電源電圧が低下し ています。

・ IDコ ン ト ローラの代替機をご用意 く だ さい。

93 メ モ リ異常

IDコ ン ト ローラ本体の異常またはノ イズなどの影響が考えられます。

・ 電源を一度切って再投入する。

・ リ セ ッ ト 入力をONする。

・ SPコマン ド で交信条件を再設定する(正常復帰しないと きは代替機をご用意 く ださい。 )
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
異常と対策

IDコ ン ト ローラの ト ラ ブルの主な発生原因と し ては次の4項目が考えられます。

■ ノ イズの影響
ノ イズによ り システムが誤動作する場合は、 下表を参考の う え適切な ノ イズ対策を行って く だ さい。

No. 不具合の発生状況 推定原因 対策

1
大容量のモータ、 ト ラ ンス、 コ ンデン

サなどの電源投入時に発生

大容量負荷の突入電流による電源系統

の瞬時電圧降下

電源設備の容量ア ッ プや電源ケーブル

のサイズア ッ プを行う。

上記による コモンモー ド ノ イズ

・ 1 ： 1の非接地式絶縁 ト ラ ンスを介し

て電源を供給する。

・ 他の大容量負荷との接地は共用を避

け、 単独にD種接地とする。 (図1)

2 不定期的に発生 電源に重畳し ている ノ イズ

1 ： 1の非接地式絶縁 ト ラ ンスまたはノ

イズフ ィ ルタ を介し て電源を供給す

る。 (図2)

3
入力信号OFF時にONし ているよ う な誤

動作
入力配線への誘導 ノ イズ

・ 入力信号は他の動力線など とは離し

て配線する。

・ ノ イズの影響が大きい場合は接地さ

れた金属線管に入れるか、 シールド

ケーブルを使用する。

･ノ イズの影響･･････････････････ノ イズ対策を施し て く だ さい。

･外部機器の故障

･IDコ ン ト ローラの故障

･その他

･･･････修理が必要です。
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第6章
ト ラ ブルシューテ ィ ング
保守と点検

IDコ ン ト ローラの機能を最良の状態でご使用いただ く ため、 日常あるいは定期的に点検し て く だ さい。

ID コ ン ト ローラは、 主に半導体部品によ り構成されてお り ますが、 環境や使用条件によ っ ては以下のよ う な

不具合が予想されます。

(1)過電圧、 過電流による素子の劣化

(2)周囲温度の高い場所での使用による長期的なス ト レスでの素子の劣化

(3)湿度、 塵埃による絶縁性の劣化やコネク タの接触不良

(4)腐食性ガスによる コネク タの接触不良や素子の腐食

■ 点検項目
No. 点検項目 点検内容 判定基準 備考

1

電源電圧変動 (1)電源端子台で判定し基準内であるか 電源電圧の仕様範囲内 テス タ

(2)ひん繁な瞬時停電や急激な電圧の昇降はな

いか

電圧変動範囲内である こ と 電源

アナラ イザ

2

周囲環境

最高最低温度計

湿度計

(イ)温度 (イ)仕様の範囲内 (イ)-10～+55℃

(ロ)湿度 (ロ)仕様の範囲内 (ロ)25～85%RH

(ハ)振動 ・ 衝撃 (ハ)機械からの振動や衝撃が伝わらないか (ハ)仕様範囲内である こ と

(ニ)塵埃 (ニ)コ ン ト ローラに塵埃や異物が付着、 堆積

し ていないか

(ニ)ないこ と

(ホ)腐食性ガス (ホ)金属部の変色や腐食はないか (ホ)ないこ と

3

盤の状態

－

(イ)通風はできているか (イ)自然通風、 強制通風、 冷却などができて

いるか

(イ)通風できていて盤内温度

は-10～+55℃

(ロ)密閉構造ではパッ キ

ンが痛んでいないか

(ロ)盤に取付けられたパッ キンが外れた り、

痛んでいないか

(ロ)痛んでいないこ と

4

入出力用電源

(イ)電圧変動

(ロ)リ ッ プル

各入出力の端子台で測定し基準内であるか 仕様範囲内である こ と
テス タ

オシロスコープ

5 取付け状態

(1)各装置はし っかり固定されているか 緩みのないこ と －

(2)各コネク タ類は完全に挿入されているか ロ ッ ク、 ねじ締めができて

いる こ と
－

(3)端子台のねじは緩んでいないか 緩みのないこ と －

(4)配線は切れかかっていないか 切れかかっていないこ と －

(5)RFタグと アンテナ間が仕様範囲内か 仕様範囲内である こ と －

6 RFタグの寿命確認 RFタグの書換え回数の確認
書換え回数がオーバーし て

いないこ と
－

7 エラーロギングの確認 エラー内容の確認 － －
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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ト ラ ブルシューテ ィ ングフ ロー

異常が発生し た場合、 まず状況を十分把握し、 再現性の有無、 他機器との関連性などを的確に判断し て、 以

下のフ ローに し たがっ てチ ェ ッ ク し て く だ さい。

メ イ ンチ ェ ッ ク フ ロー

p.248

p.249

p.250

p.251
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システムチ ェ ッ ク フ ロー
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ト ラ ブルシューテ ィ ング
使用条件、 外部環境チ ェ ッ ク フ ロー

p.246

p.245
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上位機器との通信チ ェ ッ ク フ ロー
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RFタグとの交信チ ェ ッ ク フ ロー
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付録
仕様 ・ 外形寸法

一般仕様

通信仕様

項目
仕様

RS-232C RS-422/RS-485

コネク タ仕様 9ピンD-Subコネク タ ソケ ッ ト  ロ ッ クねじ ： M2.6 フ ェ ニ ッ クスコ ン タ ク ト 製5ピン コネク タ

MC1.5/5GF-3.5

通信方式 半2重シ リ アル 4/2線式半2重シ リ アル

伝送速度 9,600/19,200/38,400/115,200bps

データ長 7/8ビ ッ ト

ス ト ッ プビ ッ ト 長 1/2ビ ッ ト

誤り検出 パリ テ ィ (偶数/奇数/な し)

ケーブル長 最長15m 総長500m

項目 仕様

電源電圧

(消費電力)

DC24V(-15～＋10%)

(15W以下、 0.8A以下)

使用周囲温度 -10～55℃(氷結し ないこ と)

使用周囲湿度 25～85%RH(結露なき こ と)

保存周囲温度 -25～65℃(氷結し ないこ と)

保存周囲湿度 25～85%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 電源端子一括とGR、 ケース一括間

GRと端子一括間

耐電圧 電源端子一括とGR、 ケース一括間

GRと端子一括間

耐振動 10～150Hz、 複振幅0.2mm、 加速度15m/s2、 3方向8分間10掃引

耐衝撃 150m/s2

形状 105×90×65mm(突起物を除 く )

保護構造 盤内蔵型(IP20相当)

材質 PC+ABS

重量 約300g

取付方法 DINまたはM4ねじ

アンテナ接続 形V680-CA5D01-V2 ： 1CH、 形V680-CA5D02-V2 ： 2CH

20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

AC1000V 　 50/60Hz 　 1min
RFID システム
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付録
入出力仕様

■ 入力機器との配線例

入力部

出力部

●入力仕様(RST、 TRG1,TRG2) ●出力仕様(RUN,BUSY/OUT3,ERROR/OUT4,OUT1,OUT2)

入力電圧 DC24V ＋10%(リ ッ プル含む)

-15%

最大開閉能力 DC24V ＋10%(リ ッ プル含む)

-15%

(PNP、 NPN両対応) 100mA フ ォ ト モス出力(PNP、 NPN両対応)

入力イ ンピーダンス 2.2kΩ 漏れ電流 100μA以下

入力電流 10mA 　 TYP(DC24V) 残留電圧 2.0V以下

ON電圧 最小19V 注1.RST入力がONのと き、 CPUは運転を停止し、 RST LEDが点灯し ます。

このと き、 ERROR出力はリ セ ッ ト されます。OFF電圧 最大5V

入力応答時間 70ms以下 2.無負荷時に短絡する と、 ト ラ ンジス タが破損する こ とがあ り ます。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 255
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付録
外形寸法

(単位 ： mm)
RFID システム
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付録
使用条件による特性データ

交信領域図(参考)
形V680/形V680Sシ リーズにおける交信領域は、 アンテナ、 RFタグの組合せによ り異な り ます。 また、

取り付け条件によ っ て も交信領域が変化するため、 「タ グ ・ アンプ ユーザーズマニ ュ アル （EEPROM

タ イプ） （ カ タ ログ番号 ： SCHI-709）」、 「タグ ・ アンプ ユーザーズマニュアル （FRAM タ イプ） （カ タ

ログ番号 ： SCHI-707）」 を参照 く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュ アル 257
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付録
交信時間およびTAT(参考)

■ 交信時間
形V680-HA63A ： 形V680-HS□□ ： 形V680-D1KP□□
形V680-H01 ： 形V680-D1KP58HT

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ドの場合、 交信速度高速モー ド設定であっても、 標準モー

ド の交信時間と な り ます。

※ アンテナ形V680-H01-V2のコ ン ト ローラ選択(SW1-1)がON に設定されている場合、 交信速度高速

モー ドはご使用できません。

形V680-HA63B ： 形V680-HS□□ ： 形V680-D2KF□□、 形V680S-D2KF□□

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ドの場合、 交信速度高速モー ド設定であっても、 標準モー

ド の交信時間と な り ます。

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.3N + 31

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 2.1N + 58

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.8N + 56

高速モー ド ※ リー ド T = 1.0N + 29

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.8N + 51

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.5N + 47

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.2N + 30

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 2.4N + 49

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.2N + 49

高速モー ド ※ リー ド T = 0.9N + 27

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.7N + 49

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.9N + 41
RFID システム
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形V680-HA63B ： 形V680-HS□□ ： 形V680-D8KF□□,形V680-D32KF□□

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ドの場合、 交信速度高速モー ド設定であっても、 標準モー

ド の交信時間と な り ます。

形V680-HA63B ： 形V680-HS□□ ： 形V680S-D8KF□□

※形V680S-D8KF□□のRF タグ使用時は、 交信速度高速モー ド を選択し ても交信時間は交信速度標準

モー ド と変わり ません。

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.3N + 30

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.6N + 59

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.3N + 50

高速モー ド ※ リー ド T = 0.8N + 25

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.1N + 41

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.9N + 40

交信速度設定 コマン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 0.6N + 47

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.2N + 128

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.6N + 101

高速モー ド ※ リー ド T = 0.6N + 47

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.2N + 128

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 0.6N + 101
RFID システム
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■ TAT(Turn Around Time)
･TATは上位機器(た と えばパソ コ ン)から コ マン ド を送信開始後、 レスポンスを受けと るまでの ト ータ

ルの時間を意味し ます。

コ マン ド 送出時間 ： 上位機器からIDコ ン ト ローラにコマン ド を送出する時間です。

通信速度や通信フ ォーマ ッ ト によ り変化し ます。

交信時間 ： アンテナとRFタグとの交信処理時間で、 前ページによ り求めた値です。

レスポンス受信時間 ： IDコ ン ト ローラから上位機器にレスポンスを返す時間です。

通信速度や通信フ ォーマ ッ ト によ り変化し ます。

TAT=コ マン ド 送出時間+RFタ グとの交信時間+レスポンス受信時間

通常コ マン ドの場合

拡張リー ド コ マン ドの場合

拡張ラ イ ト コ マン ドの場合
RFID システム
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形V680-D1KP□□/形V680-HA63A、 形V680-HS□□の組み合わせ
形V680-D1KP□□/形V680-H01-V2の組み合わせ

※アンテナ形V680-H01-V2のコ ン ト ローラ選択(SW1-1)がONに設定されている場合、交信速度：高速モー

ド はご使用できません。

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ド の場合、 交信速度 ： 高速モー ド設定であっ ても、 標準モー

ド の交信時間と な り ます。

注1. TATは形V680-CA5D□□-V2にて通信仕様をビ ッ ト 長8 ビ ッ ト 、 ス ト ッ プビ ッ ト 1 ビ ッ ト 、 奇数パリ

テ ィ に設定し た場合の値です。 キャ ラ ク タ間を空ける こ と な く 、 連続に送信し た例です。

2. TATの処理バイ ト 数Nは、 コー ド 指定ASCII時のバイ ト 数です。

3. 数式、 図の Ｔ Ａ Ｔ は、 実力値に安全マージンを考慮し た値になっ ています。

交信速度設定

モー ド
コマン ド

TAT(ms) 　 N ： 処理バイ ト 数

9,600 bps 19,200 bps 38,400 bps 115,200 bps

標準モー ド リー ド T = 2.7N + 63 T = 2.1N + 48 T = 1.7N + 41 T = 1.5N + 37

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 3.6N + 93 T = 2.9N + 77 T = 2.6N + 71 T = 2.4N + 66

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 3.2N + 91 T = 2.6N + 75 T = 2.3N + 69 T = 2.1N + 64

高速モー ド 　 ※ リー ド T = 2.4N + 61 T = 1.7N + 45 T = 1.4N + 39 T = 1.2N + 34

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 3.2N + 85 T = 2.6N + 70 T = 2.3N + 63 T = 2.1N + 59

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 2.9N + 81 T = 2.3N + 65 T = 2.0N + 59 T = 1.8N + 54
RFID システム
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形V680-D2KF□□/形V680S-D2KF□□/形V680-HA63B、 形V680-HS□□の組み合わせ

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ド の場合、 交信速度 ： 高速モー ド設定であっ ても、 標準モー

ド の交信時間と な り ます。

注1. TATは形V680-CA5D□□-V2にて通信仕様をビ ッ ト 長8 ビ ッ ト 、 ス ト ッ プビ ッ ト 1 ビ ッ ト 、 奇数パリ

テ ィ に設定し た場合の値です。 キャ ラ ク タ間を空ける こ と な く 、 連続に送信し た例です。

2. TATの処理バイ ト 数Nは、 コー ド 指定ASCII時のバイ ト 数です。

3. 数式、 図の Ｔ Ａ Ｔ は、 実力値に安全マージンを考慮し た値になっ ています。

交信速度設定

モー ド
コマン ド

TAT(ms) 　 N ： 処理バイ ト 数

9,600 bps 19,200 bps 38,400 bps 115,200 bps

標準モー ド リー ド T = 2.6N + 54 T = 1.9N + 38 T = 1.6N + 31 T = 1.4N + 26

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 3.8N + 74 T = 3.2N + 62 T = 2.9N + 56 T = 2.7N + 50

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 2.5N + 71 T = 1.9N + 57 T = 1.6N + 51 T = 1.4N + 46

高速モー ド 　 ※ リー ド T = 2.3N + 61 T = 1.6N + 54 T = 1.3N + 39 T = 1.1N + 36

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 3.1N + 82 T = 2.5N + 72 T = 2.2N + 60 T = 2.0N + 57

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 2.3N + 74 T = 1.6N + 65 T = 1.3N + 52 T = 1.1N + 48
RFID システム
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形V680-D8KF□□/形V680-HA63B、 形V680-HS□□の組み合わせ
形V680-D32KF□□/形V680-HA63B、 形V680-HS□□の組み合わせ

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ド の場合、 交信速度 ： 高速モー ド設定であっ ても、 標準モー

ド の交信時間と な り ます。

注1. TATは形V680-CA5D□□-V2にて通信仕様をビ ッ ト 長8 ビ ッ ト 、 ス ト ッ プビ ッ ト 1 ビ ッ ト 、 奇数パリ

テ ィ に設定し た場合の値です。 キャ ラ ク タ間を空ける こ と な く 、 連続に送信し た例です。

2. TATの処理バイ ト 数Nは、 コー ド 指定ASCII時のバイ ト 数です。

3. 数式、 図の Ｔ Ａ Ｔ は、 実力値に安全マージンを考慮し た値になっ ています。

交信速度設定

モー ド
コマン ド

TAT(ms) 　 N ： 処理バイ ト 数

9,600 bps 19,200 bps 38,400 bps 115,200 bps

標準モー ド リー ド T = 2.7N + 61 T = 2.0N + 54 T = 1.8N + 39 T = 1.5N + 36

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 3.0N + 93 T = 2.3N + 86 T = 2.1N + 71 T = 1.9N + 68

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 2.7N + 83 T = 2.0N + 73 T = 1.8N + 61 T = 1.5N + 58

高速モー ド 　 ※ リー ド T = 2.1N + 56 T = 1.4N + 50 T = 1.2N + 34 T = 1.0N + 30

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 2.5N + 74 T = 1.7N + 70 T = 1.5N + 52 T = 1.3N + 48

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 2.3N + 72 T = 1.6N + 63 T = 1.3N + 50 T = 1.1N + 47
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形V680S-D8KF□□/形V680-HA63B、 形V680-HS□□の組み合わせ

※形V680S-D8KF□□のRF タ グ使用時は、 交信速度高速モー ド を選択し て も交信時間は交信速度標準

モー ド と変わり ません。

注1. TATは形V680-CA5D□□-V2にて通信仕様をビ ッ ト 長8 ビ ッ ト 、 ス ト ッ プビ ッ ト 1 ビ ッ ト 、 奇数パリ

テ ィ に設定し た場合の値です。 キャ ラ ク タ間を空ける こ と な く 、 連続に送信し た例です。

2. TATの処理バイ ト 数Nは、 コー ド 指定ASCII時のバイ ト 数です。

3. 数式、 図の Ｔ Ａ Ｔ は、 実力値に安全マージンを考慮し た値になっ ています。

交信速度設定

モー ド
コマン ド

TAT(ms) 　 N ： 処理バイ ト 数

9,600 bps 19,200 bps 38,400 bps 115,200 bps

標準モー ド リー ド T = 1.8N + 88 T = 1.2N + 67 T = 0.9N + 56 T = 0.7N + 50

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 2.4N + 159 T = 1.8N + 147 T = 1.5N + 138 T = 1.3N + 133

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 1.8N + 130 T = 1.2N + 119 T = 0.9N + 107 T = 0.7N + 104

高速モー ド 　 ※ リー ド T = 1.8N + 88 T = 1.2N + 67 T = 0.9N + 56 T = 0.7N + 50

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ有) T = 2.4N + 159 T = 1.8N + 147 T = 1.5N + 138 T = 1.3N + 133

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イ無) T = 1.8N + 130 T = 1.2N + 119 T = 0.9N + 107 T = 0.7N + 104
RFID システム
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RFタグの移動速度の計算
移動中のRFタグと交信する場合は、 オー ト コ マン ド またはポー リ ングコ マン ド を指定し ます。

そのと きのRFタグの最大移動可能速度は、 下式で簡易的に計算可能です。

Dはご使用になるアンテナ とRFタグ間の交信領域図または、 実測よ り算出し ます。

■ 計算例
形V680-D2KF67 & 形V680-HA63 & 形V680-HS63の組合せで、 コ ン ト ローラの交信速度を 「標準モー ド 」

と し256バイ ト リー ドの場合

上図よ り、

交信領域内移動距離(D)は、 Y(交信距離) = 20mmにおいて56mm

交信時間は、 T = 337.2ms (P.240の交信時間 ： 1.2×256バイ ト  + 30よ り算出)

よ って、 この場合RFタグの移動速度は下のよ う にな り ます。

注1. リー ド/ラ イ ト 距離、 軸ずれによ って交信領域内移動距離が変化し ます。

「交信領域図(参考)」 を参照し て く だ さい。

「タグ ・ アンプ ユーザーズマニュアル(EEPROM タ イプ )( カ タ ログ番号 ： SCHI-709)」、 「タグ ・ アンプ

ユーザーズマニュアル(FRAMタ イプ)(カ タ ログ番号 ： SCHI-707)」 を参照し て く だ さい。

2. このRFタグの移動速度は目安値です。 採用にあたっ ては、 事前に実機テス ト を行って く だ さい。

3. 上位機器との通信およびRFタグとの交信のエラー処理は考慮し ていません。

最大移動速度＝
D (交信領域内移動距離)

T (交信時間)

最大移動速度＝
D (交信領域内移動距離)

T (交信時間)
＝

56(mm)

337.2 ms

＝ 9.96 m/min
RFID システム
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RFタグのメ モ リ マ ッ プ

■ 形V680-D1KP□□の場合

■ 形V680-D2KF□□、 形V680S-D2KF□□の場合

■ 形V680-D8KF□□の場合

■ 形V680-D32KF□□の場合

RFタグのメ モ リは、 1ブロ ッ クは□□□0Hex～□□□7Hex、 □□□8Hex～□□□FHexの8バイ ト です。

形V680/形V680Sシ リーズでのRFタグ-アンテナ間の交信は前記のブロ ッ ク単位ですので、 書込みエ ラーが発

生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る場合があ り ます。

RFタグのメ モ リ容量、 メ モ リ種類については、 「RFタグのメ モ リ容量、 メ モ リ種類一覧表」 を参照 く だ さい。
RFID システム
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■ 形V680S-D8KF□□の場合

RFタグのメ モ リは、 1ブロ ッ クは□□00Hex～□□1FHex、 □□20Hex～□□3FHex、・ ・ ・ 、 □□E0Hex～□□

FFHexの32バイ ト です。

形V680/形V680Sシ リーズでのRFタグ-アンテナ間の交信は前記のブロ ッ ク単位ですので、 書込みエ ラーが発

生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る場合があ り ます。

RFタグのメ モ リ容量、 メ モ リ種類については、 「RFタグのメ モ リ容量、 メ モ リ種類一覧表」 を参照 く だ さい。
RFID システム
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RFタグのメ モ リ容量、 メ モ リ種類一覧表

(2024年2月現在)

注)詳細は、 以下のマニュアルを参照し て く だ さい。

形式 メ モ リ容量(ユーザメ モ リ) メ モ リ種類 寿 　 命

形V680-D1KP52MT

形V680-D1KP52M-BT01

形V680-D1KP52M-BT11

形V680-D1KP53M

形V680-D1KP66T

形V680-D1KP66T-SP

形V680-D1KP66MT

1,000バイ ト EEPROM

・ 書換え回数 　 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

・ データ保持 　 10年 (85℃以下)

形V680-D1KP58HT

形V680-D1KP58HTN

・ 書換え回数 　 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

・ データ保持 　 10年 

※125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間

形V680-D2KF52M

形V680-D2KF52M-BT01

形V680-D2KF52M-BT11

2,000バイ ト

FRAM

・ アクセス回数 　 1兆回

・ データ保持 　 10年 (85℃以下)

形V680-D8KF67

形V680-D8KF67M

形V680-D8KF68

8,192バイ ト ・ アクセス回数 　 各ブロ ッ ク毎 100億回

・ データ保持 　 10年 (70℃以下)
形V680-D32KF68 32,744バイ ト

形V680S-D2KF67

形V680S-D2KF67M

形V680S-D2KF68

形V680S-D2KF68M

2,000バイ ト

FRAM

・ アクセス回数 　 1兆回

・ データ保持 　 10年 (85℃以下)形V680S-D8KF67

形V680S-D8KF67M

形V680S-D8KF68

形V680S-D8KF68M

8,192バイ ト

形式 マニュアル名称 カ タ ログ番号

形V680-D1KP52MT

形V680-D1KP52M-BT01

形V680-D1KP52M-BT11

形V680-D1KP53M

形V680-D1KP66T

形V680-D1KP66T-SP

形V680-D1KP66MT

形V680-D1KP58HTN

RFIDシステム V680シ リーズ タグ ・ アンプ ユーザーズマニュアル(EEPROMタ イ プ) SCHI-709

形V680-D1KP58HT 耐熱用途RFIDシステム V680シ リーズユーザーズマニュアル SCHI-703

形V680-D2KF52M

形V680-D2KF52M-BT01

形V680-D2KF52M-BT11

形V680-D8KF67

形V680-D8KF67M

形V680-D8KF68

形V680-D32KF68

RFIDシステム V680シ リーズ タグ ・ アンプ ユーザーズマニュアル(FRAMタ イプ) SCHI-707

形V680S-D2KF67

形V680S-D2KF67M

形V680S-D2KF68

形V680S-D2KF68M
RFIDシステム V680シ リーズ タグ ・ アンプ ユーザーズマニュアル(FRAMタ イプ) SCHI-707

形V680S-D8KF67

形V680S-D8KF67M

形V680S-D8KF68

形V680S-D8KF68M
RFID システム
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注1. 5列12行目はASCIIコード では 「 」 とな り ます。

2. 未定義エ リ アは使用し ないで く だ さい。
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保護構造について

IP-□□は、下記テス ト 法による ものであ り、実使用環境・使用条件によるシール性は事前にご確認 く だ さい。

IPとは、 保護特性記号(International Protection)です。

■ IEC(International Electrotechnical Commission ： 国際電気標準会議) 

規格(IEC60529 ： 2001)

(A) 「第1記号」 個体異物に対する保護等級

(B) 「第2記号」 水の侵入に対する保護等級

等級 保護の程度

0
保護な し

1

直径50mm以上の固形物体(手など)が内部に侵入し ない。

2
直径12.5mm以上の固形物体が内部に侵入し ない。

直径12mmの指などの物体が80mm侵入し ても、 危険部位には達し ない。

3

直径2.5mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

4

直径1mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

5

機器の正常な動作に支障を きた し た り、 安全を損な うほどの量の粉塵が内部に侵入し ない。

6

粉塵が内部に侵入し ない。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

0 特に保護な し 水の浸入に対し て特には保護

されていない。

試験な し

1 水の滴下に対する保護 鉛直から落ちて く る滴下する

水によ って有害な影響を受け

ない。

滴水試験装置にて鉛直滴

下を10分間散水する。

2 水の滴下に対する保護 鉛直から15°以内からの滴下

する水によ って有害な影響を

受けない。

滴水試験装置にて15°傾

けて設置し、 10分間(各方

向25分間)散水する。

3 散水に対する保護 鉛直から60°以内からの散水

によ って有害な影響を受けな

い。

右図のテス ト 装置にて、

鉛直方向から両側に60°

までの角度で10分間散水

する。

各散水孔当
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 耐油性に関する社内規格

4 水の飛沫に対する保護 いかなる方向からの水の飛沫

によ っても有害な影響を受け

ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から、 10分

間散水する。

5 噴流水に対する保護 いかなる方向からの水の直接

噴流によ っても有害な影響を

受けない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

6 暴噴流に対する保護 いかなる方向からの水の強い

直接噴流によ っても水が浸入

し ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

7 水中への浸漬に対する保護 規定の圧力、 時間で水中に没

し ても水が浸入し ない。

水深1m(機器の高さが

850mmよ り低い場合)に30

分間没する。

8※ 水没に対する保護 常時水中に没し て使用でき

る。

メ ーカーと機器の使用者

間の取り決めによる。

※ 当社試験方法

使用条件 ： 水中下10m以内の自然状態

(1) 2気圧の水中に1時間浸し、 水の浸入がないこ と

(2) 5℃の冷水に30分⇔85℃の温水に30分のヒー ト シ ョ ッ クサイ クルを100回繰り返し、 交信性能に異常がないこ と

保護構造仕様 IPX9Kについて

IPX9Kは、 ド イ ツ規格 DIN 40050 PART9 で定められた、 高温 ・ 高圧水に対する保護規定です。

80℃の湯を、 指定の形状のノ ズルから80～100BARの水圧で、 供試体に放水し ます。

水量は、 14～16リ ッ ト ル/分です。

供試体と ノ ズルの間隔は10～15cm、 放水の方位は 水平方向に0、 30度、 60度、 90度であ り、 各方

位につき30秒ずつ供試体を水平面上で回転させながら、 実施し ます。

保護の程度

防油 いかなる方向からの油滴、 油沫によ って有害な影響を受けない。

耐油 いかなる方向からの油滴、 油沫も内部に侵入し ない。

注.当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。 (JIS C 0920:2003 付属書1）

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

各散水孔当り

放出部ノズル径φ6.3

放出部ノズル径φ12.5

90°
60°

30°

0°

10～15cm
RFID システム
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バージ ョ ンア ッ プ情報について

ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンア ッ プ内容について説明し ます。

■ 形V680-CA5D01、形V680-CA5D02 → 形V680-CA5D01-V2、形V680-CA5D02-V2

■ Ver.2.0 → Ver.2.1

■ Ver.2.1 → Ver.2.3

■ Ver.2.3 → Ver.2.4

■ Ver.2.4 → Ver.2.5

変更点 参照

以下のコ マン ドが追加にな り ま し た。

・ タグ メ モ リ エラー訂正リー ド(QR)

・ タグ メ モ リ エラー訂正ラ イ ト (QW)

・ IDリー ド(ID)

・ UID付加設定(US)

p.100

p.118

p.119

以下の交信指定が追加にな り ま し た。

・ マルチ

・ FIFO

・ セレ クテ ィ ブ

p.113

p.114

p.115

形V680-H01、 形V680-H01-V2の接続が可能にな り ま し た。 p.63

高速交信設定が可能にな り ま し た。 p.64

変更点 参照

形V600コマン ド形式のパラ メ ータ設定コマン ド(SP)にラ イ ト プロテ ク ト 方式を設定できる機能を追加し ま

し た。

p.91

変更点 参照

タグ メ モ リ設定にCA1Dモー ド を追加し て、 形V680-CA1D、 形V680-CA2Dから置き換えが可能にな り ま し

た。

p.13

変更点 参照

軽微な修正による ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンア ッ プにな り ます。 機能はVer.2.3から変更あ り ません。 -

変更点 参照

形V680S-D8KFシ リーズ対応によるバージ ョ ンア ッ プ。 p.13
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号と増刷記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているMan. No.の末尾に付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2006年11月 初版

B ① 2007年4月 仕様追加

B WEB版1 2007年4月 保護構造に関する記載の変更

B ② 2007年6月 軽微修正

C ① 2007年8月

形V680-HS65 　 UL規格取得の情報を追加

RS-422接続時の配線修正

その他軽微修正

C WEB版1 2007年10月 軽微修正

C WEB版2 2007年12月 EEPROMタ イプRFタグの書込み寿命回数修正

C WEB版3 2008年3月 軽微修正

D ① 2008年5月 設計変更による修正

E ① 2009年9月

形V680-H01-V2、 形V680-D1KP53M、 形V680-D2KF67/67Mに関する項目を追加

FCS計算例の誤り修正

メ モ リ ブロ ッ クに関する記述を追加

その他軽微修正

E WEB版1 2010年6月

RS-232Cポー ト 配線図の情報を追加

シ リ アルゲー ト BOXの生産中止に伴う関連情報の削除

その他軽微修正

F ① 2010年8月

耐熱タグ(形V680-D1KP58HT、 形V680-D1KP58HTN)についての記載を追加

タグ メ モ リ設定についての記載を追加

その他軽微修正

F ② 2011年5月 軽微修正

G WEB版1 2011年9月

形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11/-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11に関す

る内容を記載

バージ ョ ンア ッ プ情報について記載

TATの記載方法を変更、

その他軽微修正

H ① 2014年2月

形V680S-D2KF67/-D2KF67M/-D2KF68/-D2KF68Mに関する項目を追加、

形V680-D2KF67、 形V680-D2KF67Mに関する項目を削除

その他軽微修正

H WEB版1 2014年4月 通信用コネク タのプ ラグの形式を変更

J ① 2014年6月 軽微修正

K ① 2014年10月
形V680S-D8KF67/-D8KF67M/-D8KF68/-D8KF68Mに関する項目を追加、

その他軽微修正

L WEB版1 2018年11月 「ご承諾事項」 を改定

M --- 2024年2月 形V680-D2KF52M/-D2KF52M-BT01/-D2KF52M-BT11の寿命欄の誤記修正
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